


園 川と生きる
福井県知事

“いい111"はいい地域づくりが育てる
特定非営利活動法人全国水環境交流会副代表理事
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北海道恵庭市 川を再生し教育・福祉の場に 荒関岩雄

岩手県胆沢平野土地改良区 農業水路が結ぶ地域住民との交流一一一一佐々木徹

山形県 最上川をシンボルに美しい山形づくり

茨織県藤代町 川をフィールドに乗馬などの体験活動

構浜市 市民の暮らしの中を流れる川に

石川県七尾市 rlllはともだちJを合言葉にコミュニティーを再生一一森山奈美

霊知県豊田市 都市公園を野生化しよう

島根県益田市 地域の宝をまちづくりに生かす

水上・水際イベントでにぎわい創出

福岡県久留米市 筑後川に遊び・学び・稼ぐ

秋田県本荘市 川の癒し効果を医療に実践

山道省三

勇佐藤

高橋晃雄

吉村伸一

成瀬順次

吉田篤志

中村英雄徳島市

駄回井正

小松寛治

⑫27 穂坂邦夫

内貴滋

埼玉県志木市長

地方競馬全国協会理事

トピックス

プレート付き思い出ベンチが予想を超える反響 東京都

ミュージアム紹介

葛飾柴又寅さん記怠館 東京都葛飾区

地爆づくり団体操訪

みどりグループ

春蘭の里実行委員会

コラム

地方が変わって、国を変えよう!

ハルウララに思う
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く
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弘
見
神
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杵
振
り
踊
り

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
約
六
百
年
前
か
ら
続
い
て

い
る
と
言
い
伝
え
の
「
杵
振
り
祭
り
」
が
四
月
十

八
日
安
弘
見
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

メ
イ
ン
は
棒
振
り
踊
り
。
「
ソ
|
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、
ソ
|
イ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
臼
を
か
た
ど
っ
た
、
赤

青
・
黄
の
市
松
模
様
の
笠
を
か
ぶ
り
手
に
は
紅
と

黒
に
塗
り
分
け
た
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操
り
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が
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、
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勢
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の
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一
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が
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ま
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込
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石

彫
り
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る
。
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鼠業用水路を生かしたまちおこし ・岩手県胆沢平野土地改良区 (p10)

高齢化・兼業化・非農家住民との混在化など農村を取り巻く環境変化の中で、地域住民を巻き込

み農業用水路を生かしたまちづくり。まずは用水路に関心を持ってもらおうとクリーン大作戦、

ふるさと水探検隊、なかよしホタル探検隊などのイベン卜を展開しているほか、ワークショ ッ

プで改修水路の計画作り

川と生きる

川を再生し教育・福祉の婦に

・北海道恵庭市 (p8)

81年に発生した大洪水をきっかけに、景観や

親水性に配慮する「水と緑のやすらぎプラ

ンJに着手したことで、茂漁川は水生動植物
が出現し、小学校の総合学習としての水遊

びゃ高齢者の散策などの光景が見られるよ

うになった。また併せて、堤防をバリアフ

リー化し歩行空間を整備

住民手作りで五六川復活

・愛知県豊田市
児の口公園管理協会 (p20) 

まちづくりに寄与するため、 91年

矢作川の流れの一部を市街地に還流

してくれることになったのを機に、

戦後暗渠化された五六川を復活する

ことになり 、住民がこぞって参加。

完成後は、いろんなイベン卜ありで、

ハッピーな毎日に

美しい山形・最上川フォーラム小学生が記念植樹

・山形県 (p12)

山形県では産学官民協働の県民運動により、最上川

をシンボルとした美しい山形づくりプロジェク卜を

展開中で、環境・こ.み減量・文化・地域経済の 4つの

視点から取り組んでいる

いたち川の施行前

暮らしの申の川 ・績浜市(繰)吉村伸一涜減計画室 (p16)

都市河川のもっとも大きな問題は、日常の暮らしの中に川が流れて

いないことである。績浜市では、82年にいたち川の自然復元を行い、
水生植物や動物がよみがえった。また、89年度から着手したふるさ
との川事業では、周辺の自然も取り入れてもともとそこにあったよ

うな水辺の環境を人工的に再現



川の徳しと医僚 ・秋田県本荘市本荘第一病院 (p34)

水上・水際イベントでにぎわい創出 ・徳島市 NPO法人新町川を守る会 (p30) 
徳島市の中心部を流れる新町川の惨状を見かねた有志が守る会を結成、ますボ

88年に病続を開業したところ、患者がしょ っちゅう川を跳めていること
が看護婦たちの間で話題となり、調査したところ、入院患者の約8割が
「川を眺めると心が和t;Jという反応が返ってきた。これを動機に、川|
の癒しと医療の手探りの研究が始まり、全国の河畔にある病院に呼ぴ

t卦けサミ ットを開催している

ートに分乗して清掃したところ、マスコミで取り上げられ市民に認知された。

その後、河川環境の啓発を呂的にしたイベン卜によって市民の交流が進み水辺

のにぎわいを創出。現在、吉野川流域連携の一環として、源流の村の山林を借

りて100年後の山づくり・水づくり

コミュニティーの再生 ・石川県七尾市 (株)御誠JII(p18) 

汚染が進みドブ川と化した御被川を中心市街地のかけがえのない地域資源

と見て、浄化とJII沿いに魅力的なj苫を誘致することによるにぎわい創出
と、親水イベン 卜の3つの事業を展開し、能登の生活文化を発信 (写真は
能登最大の祭礼「青柏祭Jでにぎわう御桜川周辺)

陸・海・空3次元体験学習 Eポートを使った冒険川下り

・茨械県蕊代町 NPO小貝川プロジェク卜21(p14) 
小貝川の水・陸・空の三次元を活かして大人も子どもも、高齢者も障害者も、

時間と場所を共有し、遊び、学び、交流することを目的にプロジェクトを

展開。地域再生事業と経費の削減という相反する要求をNPOと自治体との

パートナーシップで効果を上げている

地主義資源高津川を媒介に流量車交流 みと水質探検隊

・島根県益田市 NPO法人アンダンテ21(p28) 
益田市に今あるすばらしい価値を探し市民によるまちづくりを行おうと、30人近くの市民
が集まり周辺の町村を見て回ったところ、お宝である地域資源は高津川であることを発

見。流域市町村に呼び掛けワークショ ップを行い、流域ネットワーク、情報発信、継続ある

活動を確認、今後、地域づくりのシンボルとして「高津川大学構想jを進める計画だ

まるごと情物館

・福岡県久留米市
筑後川流i或連携倶楽部

(p32) 

物 ・人・情報の交流の動脈で

あった筑後川を復活し、再び

川ににぎわいをもたらすと同

時に持続可能な社会を形成し

ようと 、民間活動グループの

主導で「筑後川フェスティパ

ルJを結成してから18年。交
流を通じ、筑後川流域連携倶

楽部が生まれ、流域の自然 ・

文化 ・歴史を丸ごと保存・継

承するまるごと博物館をボラ

ンティアで運営

「筑後川流域講座j
フィールドワーク

「水の森j森づくり体験
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福井県長寿• 健康

コ
メ
は
世
界
の
半
数
以
上
の
人
々
の
主
食
と
し
て
重
要
な
食
糧
で
あ

り
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
飢
餓
問
題
の
解
決
に
も
大
き
な
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
で
は
、
こ
う
し
た
コ
メ
の
重
要
性
に
対
す
る
世
界
の
人
々

の
認
識
を
高
め
る
た
め
、

一
年
前
の
総
会
に
お
い
て
二
O
O
四
年
を

「
国
際
コ
メ
年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
年
は
世
界
中
で
コ
メ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
学
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
福
井
県
は
日
本
を
代
表
す
る
お
コ
メ
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
ふ
る
さ
と
で
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
福
井
県
農
業
試
験
場
が
八
年
の

歳
月
を
か
け
て
育
成
し
、

一
九
五
六
年
に
福
井
県
で
誕
生
し
た
お
コ
メ

で
す
。
一

九
七
九
年
以
来
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
作
付
面
積
日
本

一
の
品
種

で
あ
り
、
現
在
も
全
国
の
水
稲
作
付
面
積
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
こ
れ
を
品
種
改
良
し
た

一
族
の
コ
メ
、
つ

ま
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
子
、
孫
、
ひ
孫
、
玄
孫
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
面

積
の
八
割
以
上
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
際
コ
メ
年
で
あ
る
今

年
は
、
福
井
県
が
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
こ
と
を

P
R

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
テ

ー
マ
に

一
族
大
集
合
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
福
井
県
か

ら
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
県
は
県
民
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
全
国
二
位

(
二
0

0
0年
度
都
道
府
県
生
命
表
)
、
県
民
の
健
康
寿
命
も
男
性
二
位
、
女

性
十
位
(
厚
生
労
働
省
報
告
)
と
全
国
に
誇
れ
る
元
気
、
長
生
き
県
で
す
。

な
ぜ
福
井
県
は
健
康
・
長
寿
な
の
か
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ

き
り
し
た
豊
か
な
自
然
、
住
環
境
・
医
療
水
準
の
高
さ
、
食
生
活
や
水

の
良
さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
「
食
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
万
葉
の
時
代
か
ら
若
狭
地
方
が

宮
廷
へ
海
産
物
や
塩
な
ど
を
献
上
す
る
「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
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食
材
の
豊
か
な
県
と
し
て
有
名
で
す
。
素
材
の
良
い
と
こ
ろ
に
は
、
お

い
し
い
昧
が
あ
り
ま
す
。
越
前
地
方
で
も
、
辛
味
の
効
い
た
大
根
お
ろ

し
と
ダ
シ
を
か
け
て
食
べ
る
「
越
前
お
ろ
し
そ
ば
」
は
、
お
い
し
い
う

え
に
健
康
に
良
い
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
外
か
ら

来
た
方
が
必
ず
ウ
マ
イ
と
お
っ
し
ゃ
る
福
井
の
水
。
こ
れ
で
炊
い
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ご
飯
は
ま
た
格
別
で
、
福
井
県
の

一
人

一
日
当
た
り
の
お

米
摂
取
量
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
そ
の
他
、
お
酒
や
茶
道
、

豆

腐
、
水
ょ
う
か
ん
、
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
水
に
か
か
わ
る
お
い
し
い

も
の
が
数
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
塩
の
摂
取
量
が
少
な
い

の
も
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
「
福
井
型
食
生
活
」
が
福
井
県
の
健
康
・

長
寿
を
支
え
る
大
き
な
源
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
は
、
健
康
・
長
寿
な
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
を
い
ま

一
度
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
全
国
に
向
け

て
発
信
し
、
「
健
康
・
長
寿
ふ
く
い
」
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
い
に

誇
り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
県
に
は
、
「
永
平
寺
」
の
禅
や
「
若
狭
の
寺
社
・
国
宝

群
」
、
「
白
山
信
仰
」
な
ど
「
癒
し
、
や
す
ら
ぎ
」
を
感
じ
さ
せ
る
優
れ

た
資
源
や
歴
史
的
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
福
井
県
の
持
つ
優
れ

た
地
域
資
源
と
健
康
・
長
寿
を
結
び
付
け
、
「
ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
」
を

創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
民

一
人
ひ
と
り

が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な
っ
て
福
井
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
「
ふ
く

い
ブ
ラ
ン
ド
大
使
」
登
録
制
度
の
創
設
や
県
外
事
務
所
な
ど
に
よ
る
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ

l
の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
た
県
民
運
動
は
、
県
民
の
自
信
や

誇
り
(
プ
ラ
イ
ド
)
を
生
み
出
す
パ
ワ
l
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
県
民

と

一
体
と
な
っ
て
ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
井
の
素
晴
ら
し
き
を
全
国
に
誇
れ
る

「
プ
ラ
イ
ド
福
井
」
の
創
造
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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福井県長寿• 健康

コ
メ
は
世
界
の
半
数
以
上
の
人
々
の
主
食
と
し
て
重
要
な
食
糧
で
あ

り
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
飢
餓
問
題
の
解
決
に
も
大
き
な
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
で
は
、
こ
う
し
た
コ
メ
の
重
要
性
に
対
す
る
世
界
の
人
々

の
認
識
を
高
め
る
た
め
、

一
年
前
の
総
会
に
お
い
て
二
O
O
四
年
を

「
国
際
コ
メ
年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
年
は
世
界
中
で
コ
メ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
学
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
福
井
県
は
日
本
を
代
表
す
る
お
コ
メ
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
ふ
る
さ
と
で
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
福
井
県
農
業
試
験
場
が
八
年
の

歳
月
を
か
け
て
育
成
し
、

一
九
五
六
年
に
福
井
県
で
誕
生
し
た
お
コ
メ

で
す
。
一

九
七
九
年
以
来
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
作
付
面
積
日
本

一
の
品
種

で
あ
り
、
現
在
も
全
国
の
水
稲
作
付
面
積
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
こ
れ
を
品
種
改
良
し
た

一
族
の
コ
メ
、
つ

ま
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
子
、
孫
、
ひ
孫
、
玄
孫
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
面

積
の
八
割
以
上
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
際
コ
メ
年
で
あ
る
今

年
は
、
福
井
県
が
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
こ
と
を

P
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す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
テ

ー
マ
に

一
族
大
集
合
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
福
井
県
か

ら
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
県
は
県
民
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
全
国
二
位

(
二
0

0
0年
度
都
道
府
県
生
命
表
)
、
県
民
の
健
康
寿
命
も
男
性
二
位
、
女

性
十
位
(
厚
生
労
働
省
報
告
)
と
全
国
に
誇
れ
る
元
気
、
長
生
き
県
で
す
。

な
ぜ
福
井
県
は
健
康
・
長
寿
な
の
か
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ

き
り
し
た
豊
か
な
自
然
、
住
環
境
・
医
療
水
準
の
高
さ
、
食
生
活
や
水

の
良
さ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
「
食
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
万
葉
の
時
代
か
ら
若
狭
地
方
が

宮
廷
へ
海
産
物
や
塩
な
ど
を
献
上
す
る
「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
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材
の
豊
か
な
県
と
し
て
有
名
で
す
。
素
材
の
良
い
と
こ
ろ
に
は
、
お

い
し
い
昧
が
あ
り
ま
す
。
越
前
地
方
で
も
、
辛
味
の
効
い
た
大
根
お
ろ

し
と
ダ
シ
を
か
け
て
食
べ
る
「
越
前
お
ろ
し
そ
ば
」
は
、
お
い
し
い
う

え
に
健
康
に
良
い
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
外
か
ら

来
た
方
が
必
ず
ウ
マ
イ
と
お
っ
し
ゃ
る
福
井
の
水
。
こ
れ
で
炊
い
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ご
飯
は
ま
た
格
別
で
、
福
井
県
の

一
人

一
日
当
た
り
の
お

米
摂
取
量
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
そ
の
他
、
お
酒
や
茶
道
、

豆

腐
、
水
ょ
う
か
ん
、
く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
水
に
か
か
わ
る
お
い
し
い

も
の
が
数
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
塩
の
摂
取
量
が
少
な
い

の
も
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
「
福
井
型
食
生
活
」
が
福
井
県
の
健
康
・

長
寿
を
支
え
る
大
き
な
源
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
は
、
健
康
・
長
寿
な
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
を
い
ま

一
度
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
全
国
に
向
け

て
発
信
し
、
「
健
康
・
長
寿
ふ
く
い
」
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
い
に

誇
り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
県
に
は
、
「
永
平
寺
」
の
禅
や
「
若
狭
の
寺
社
・
国
宝

群
」
、
「
白
山
信
仰
」
な
ど
「
癒
し
、
や
す
ら
ぎ
」
を
感
じ
さ
せ
る
優
れ

た
資
源
や
歴
史
的
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
福
井
県
の
持
つ
優
れ

た
地
域
資
源
と
健
康
・
長
寿
を
結
び
付
け
、
「
ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
」
を

創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
民

一
人
ひ
と
り

が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な
っ
て
福
井
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
「
ふ
く

い
ブ
ラ
ン
ド
大
使
」
登
録
制
度
の
創
設
や
県
外
事
務
所
な
ど
に
よ
る
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ

l
の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
た
県
民
運
動
は
、
県
民
の
自
信
や

誇
り
(
プ
ラ
イ
ド
)
を
生
み
出
す
パ
ワ
l
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
県
民

と

一
体
と
な
っ
て
ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
井
の
素
晴
ら
し
き
を
全
国
に
誇
れ
る

「
プ
ラ
イ
ド
福
井
」
の
創
造
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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川と生きる備 ト特集
γ岸章'-

車示

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
治
水

一
辺
倒
の
整
備
か
ら
、

し
て
河
川
環
境
や
地
域
住
民
と
川
と
の
関
係
に
配
慮
し
た

整
備
へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
て
き
た
。
水
害
訴
訟
、
新
た

な
都
市
型
水
害
の
頻
発
、
川
の
景
観
や
自
然
の
喪
失
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
河
川
管
理
の
あ
り
方
に
対
す
る
住
民
の
不
満

が
う
っ
積
し
、
各
地
で
河
川
管
理
H

工
事
と
い
う
図
式
に

反
発
す
る
声
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
治
水
対
策
の
限
界

が
見
え
始
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
治
水
安
全
度
は
高
ま

っ
た
も
の
の
水
害
は
皆
無
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
「
減

災
」
へ
と
発
想
を
変
え
な
け
れ
ば
、
河
川
管
理
者
と
し
て

身
が
持
た
な
い
と
感
じ
始
め
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て

減
災
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
川
に
対
す
る
知
識
と
体

験
の
醸
成
、
治
水
対
策
の
限
界
へ
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
。

ズ
レ
な
ど
な
の
で
あ
る
。
こ
の
ズ
レ
を
修
復
し
講
を
埋
め

て
い
く
作
業
の
必
要
性
が
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
動
機
と
な
る
。
し
か
も
"
い
い
川
“
と
い
っ
た
極

め
て
あ
い
ま
い
な
表
現
に
し
た
の
も
理
由
が
あ
る
。
多
く

の
川
好
き
の
連
中
と
長
年
付
き
合
っ
て
い
る
と
、
"
い
い

川
“
と
は
、
単
に
水
が
き
れ
い
で
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ

る
川
が
そ
う
か
と
言
え
ば
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
人
々
の
暮
ら
し
に
近
く
、
今
も
っ
て
深
い
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
川
の
よ
う
で
あ
る
。
人
々
が
川
に
対
し
畏

敬
の
念
を
持
ち
、
川
と
付
き
合
う
作
法
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
川
と
で
も
い
え
よ
う
か
。

否
、
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
ば
か
り
で
な

く
、
河
川
管
理
の
若
い
技
術
者
や
研
究
者
に
も
呈一
尽
え
る
こ

と
で
、
洪
水
、
水
害
経
験
の
な
い
、
あ
る
い
は
川
遊
び
体

験
を
持
た
な
い
現
役
世
代
に
も
共
通
す
る
。

全体集会の会場。毎回全国から400人以上の参加者が集う

洪
水
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
の
は
、
最
終
的
に
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
住
民
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
日
ご
ろ
か
ら
不
測
の
事
態
に
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
入
口
、
川
と
地
域
住
民
と
の
関
係
の
再
構

築
の
入
口
と
し
て
九
年
、
河
川
法
を
改
正
し
、
法
の
目
的

の
一
つ
に
「
河
川
環
境
」
の
整
備
と
保
全
が
位
置
付
け
ら

れ
た
と
聞
く
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
河
川

環
境
の
整
備
と
保
全
」
の
理

解
が
河
川
管
理
者
と
住
民
の

問
で
不
明
瞭
で
あ
る
が
故
、

莫
大
な
費
用
を
投
じ
て
良
か

れ
と
整
備
さ
れ
る
多
自
然
型

工
事
や
景
観
整
備
が
出
来
上

が
っ
た
と
た
ん
「
何
じ
や
こ

れ
は
!
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
双
方
が
不
幸
に
な
る

こ
と
が
多
々
現
出
し
た
。
悪

意
は
な
い
の
だ
が
、
自
然
に

対
す
る
理
解
や
川
と
地
域
の

あ
り
よ
う
に
対
す
る
感
性
の

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
"
い
い
川
“
の
本
質
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

あ
る
人
は
、
「
水
神
社
が
大
切
に

さ
れ
川
祭
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

い
ま
だ
に
川
と
地
域
の
人
た
ち
の

濃
密
な
関
係
が
あ
る
川
」
と
言
い、

ま
た
あ
る
人
は
「
四
季
折
々
の
景

観
が
あ
り
、
食
材
に
あ
ふ
れ
る
川
」
、

「
川
ガ
キ
が
年
中
遊
ぶ
川
」
な
ど
と

言
う
。
い
ず
れ
も
川
の
風
景
に
住

民
が
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
穏
や
か

な
風
景
を
連
想
す
る
。
第

一
回
目

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
選
ん
だ
よ

う
に
、
少
々
汚
れ
た
川
で
も
い
い

の
か
も
知
れ
な
い
。
強
固
な
護
岸

が
な
く
て
も
洪
水
と
つ
き
あ
う

一

所
懸
命
の
中
に
成
立
す
る
信
頼
関
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の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
治
水

一
辺
倒
の
整
備
か
ら
、

し
て
河
川
環
境
や
地
域
住
民
と
川
と
の
関
係
に
配
慮
し
た

整
備
へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
て
き
た
。
水
害
訴
訟
、
新
た

な
都
市
型
水
害
の
頻
発
、
川
の
景
観
や
自
然
の
喪
失
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
河
川
管
理
の
あ
り
方
に
対
す
る
住
民
の
不
満

が
う
っ
積
し
、
各
地
で
河
川
管
理
H

工
事
と
い
う
図
式
に

反
発
す
る
声
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
治
水
対
策
の
限
界

が
見
え
始
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
治
水
安
全
度
は
高
ま

っ
た
も
の
の
水
害
は
皆
無
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
「
減

災
」
へ
と
発
想
を
変
え
な
け
れ
ば
、
河
川
管
理
者
と
し
て

身
が
持
た
な
い
と
感
じ
始
め
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て

減
災
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
川
に
対
す
る
知
識
と
体

験
の
醸
成
、
治
水
対
策
の
限
界
へ
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
。

ズ
レ
な
ど
な
の
で
あ
る
。
こ
の
ズ
レ
を
修
復
し
講
を
埋
め

て
い
く
作
業
の
必
要
性
が
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
動
機
と
な
る
。
し
か
も
"
い
い
川
“
と
い
っ
た
極

め
て
あ
い
ま
い
な
表
現
に
し
た
の
も
理
由
が
あ
る
。
多
く

の
川
好
き
の
連
中
と
長
年
付
き
合
っ
て
い
る
と
、
"
い
い

川
“
と
は
、
単
に
水
が
き
れ
い
で
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ

る
川
が
そ
う
か
と
言
え
ば
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
人
々
の
暮
ら
し
に
近
く
、
今
も
っ
て
深
い
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
川
の
よ
う
で
あ
る
。
人
々
が
川
に
対
し
畏

敬
の
念
を
持
ち
、
川
と
付
き
合
う
作
法
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
川
と
で
も
い
え
よ
う
か
。

否
、
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
ば
か
り
で
な

く
、
河
川
管
理
の
若
い
技
術
者
や
研
究
者
に
も
呈一
尽
え
る
こ

と
で
、
洪
水
、
水
害
経
験
の
な
い
、
あ
る
い
は
川
遊
び
体

験
を
持
た
な
い
現
役
世
代
に
も
共
通
す
る
。

全体集会の会場。毎回全国から400人以上の参加者が集う

洪
水
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
の
は
、
最
終
的
に
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
住
民
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
日
ご
ろ
か
ら
不
測
の
事
態
に
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
入
口
、
川
と
地
域
住
民
と
の
関
係
の
再
構

築
の
入
口
と
し
て
九
年
、
河
川
法
を
改
正
し
、
法
の
目
的

の
一
つ
に
「
河
川
環
境
」
の
整
備
と
保
全
が
位
置
付
け
ら

れ
た
と
聞
く
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
河
川

環
境
の
整
備
と
保
全
」
の
理

解
が
河
川
管
理
者
と
住
民
の

問
で
不
明
瞭
で
あ
る
が
故
、

莫
大
な
費
用
を
投
じ
て
良
か

れ
と
整
備
さ
れ
る
多
自
然
型

工
事
や
景
観
整
備
が
出
来
上

が
っ
た
と
た
ん
「
何
じ
や
こ

れ
は
!
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
双
方
が
不
幸
に
な
る

こ
と
が
多
々
現
出
し
た
。
悪

意
は
な
い
の
だ
が
、
自
然
に

対
す
る
理
解
や
川
と
地
域
の

あ
り
よ
う
に
対
す
る
感
性
の

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
"
い
い
川
“
の
本
質
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

あ
る
人
は
、
「
水
神
社
が
大
切
に

さ
れ
川
祭
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

い
ま
だ
に
川
と
地
域
の
人
た
ち
の

濃
密
な
関
係
が
あ
る
川
」
と
言
い、

ま
た
あ
る
人
は
「
四
季
折
々
の
景

観
が
あ
り
、
食
材
に
あ
ふ
れ
る
川
」
、

「
川
ガ
キ
が
年
中
遊
ぶ
川
」
な
ど
と

言
う
。
い
ず
れ
も
川
の
風
景
に
住

民
が
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
穏
や
か

な
風
景
を
連
想
す
る
。
第

一
回
目

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
選
ん
だ
よ

う
に
、
少
々
汚
れ
た
川
で
も
い
い

の
か
も
知
れ
な
い
。
強
固
な
護
岸

が
な
く
て
も
洪
水
と
つ
き
あ
う

一

所
懸
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係
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
る
川
と
地
域
と
も
言
え
そ
う

だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
過
去
六
回
の
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
評
価
さ
れ
た
事
例
は
、
出
来
上
が
っ
た
姿
よ

り
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
着
想
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
住
民

の
参
加
な
ど
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
五
百
件
の
こ
れ
ぞ
"
い
い
川
“
が
登
場
し
、

四
千
人
を
超
え
る
市
民
、
住
民
、
役
人
、
学
者
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
今
全
国
人
カ
所
で
地

域
大
会
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

三
年
前
か
ら
参
加
し
始

め
た
韓
国
の
人
た
ち
が
、
と
う
と
う
韓
国
「
川
の
日
」
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
独
自
に
開
催
し
始
め
今
年
で
三
回
目
と

な
る
。
毎
年
、
双
方
が
招
待
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
単
に
川
の
外
面
的

な
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
川
と
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
や
、
源
流
の
山
、
河
口
の
海
、

湿
地
、
用
水
路
、
流
域
と
水
系
を
通
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
方
向
へ
と
広
が
り
始
め
た
。
昨
年
は
と
う
と
う
「
審
査
」

と
い
う
表
現
を
改
め
、
か
ろ
う
じ
て
「
選
考
」
と
い
う
表

現
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
つ
ま
り
、
既
に
こ
の
領
域
に
は

専
門
家
も
権
威
者
も
い
な
く
、
皆
で
考
え
て
選
ぶ
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

川
を
活
か
す
の
か
、
川
に
生
か
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
議

論
は
こ
れ
ま
で
常
に
あ
り
、
つ
い
先
日
も
「
川
づ
く
り
」

と
い
う
表
現
で
お
叱
り
を
受
け
た
。
「
川
を
つ
く
る
」
と

は
ふ
そ
ん
で
あ
る
と
の
ご
意
見
で
あ
る
。
前
述
の
延
藤
氏

は
「
ま
ち
育
て
」
「
川
育
て
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
育
て

は
、
お
世
話
す
る
と
い
っ
た
意
味
だ
ろ
う
し
、
双
方
に
主

客
と
か
主
従
と
か
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。
双
方
が
主
体

で
あ
っ
て
緊
張
し
た
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
尊
重
し
合
う
関

係
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
は
ま
ち
ゃ
住
民
に
と
っ
て

も
不
都
合
な
洪
水
と
も
共
存
す

る
こ
と
の
意
味
を
持
つ
。
そ
し

て
こ
れ
は
川
遊
び
に
も
通
じ
る

の
で
あ
る
。。
フ
1
ル
で
泳
げ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
自
然
の
川
の

流
れ
や
海
の
波
の
力
や
乱
流
は
、

明
ら
か
に
人
智
を
超
え
る
存
在

で
あ
り
、
そ
の
不
用
意
、
不
用

心
が
事
故
を
生
ん
で
い
る
。
安

全
な
川
遊
び
は
教
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
時
間
を
か
け
自
身

が
獲
得
す
る
こ
と
だ
と
言
う
人

が
い
る
。
ま
た
、
人
間
は

一
生

の
う
ち

一
度
く
ら
い
は
洪
水
、

水
害
を
体
験
し
た
方
が
い
い
と

二次選考での発表。各3分の制限時問。表現に工夫を凝らす

，、.，事、

六百2え骨明朝
選考はすべて公開で行われる。二次選考の様子
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言
う
人
も
い
る
。
水
害
常
襲
地
帯
の
人
た
ち
は
怒
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
緊
張
関
係
は
不
測
の
事
態
に

対
し
被
害
の
軽
減
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
で
あ
る
。
「川

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た

自
然
の
驚
異
を
認
識
し
、
ま
ち
あ
る
い
は
流
域
で
備
え
る

こ
と
で
あ
り
、
住
民
の
認
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
川
の

穏
や
か
さ
や
恐
さ
と
共
存
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

誌記訴事匂 2似・ 5月号

私
が
所
属
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
水
環
境
交

流
会
は
、
全
国
の
川
仲
間
と
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
ち
、
ヒ
ト
や
情
報
、
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
十
二
年
に

な
る
。
既
に
各
地
で
十
団
体
ほ
ど
が
地
域
、
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
N
P
O法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

任
意
団
体
の
数
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
の
は
会
員

制
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
で
、
要
請
が
あ
れ
ば
情
報
の
提

供
や
ヒ
ト
の
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
三
年
程

前
か
ら
全
国
の
活
動
団
体
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
が
、

関
係
す
る
団
体
は
囲
内
だ
け
で
四
千
団
体
を
超
え
て
い
る

よ
う
だ
。
十
五
年
十
月
に

N
P
O法
人
格
を
取
得
し
た
が
、

そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
活
か
し
、

一
歩
前
に

出
て
将
来
の
日
本
の
川
や
ま
ち
の
あ
り
方
に
対
す
る
提

案
、
た
く
ま
し
い
「
川
・
水
ガ
キ
」
を
養
成
す
る
こ
と
に

あ
る
。
既
に
各
地
で
川
の
復
権
や
学
童
を
中
心
と
し
た
学

習
活
動
が
実
践
さ
れ
て
き
た
が
、
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
実
践
を
活
か
し
な
が
ら
「
残
し
た
い
日
本
の
"
い

い
川
“
と
"
ま
ち
“
.
"
む
ら
“
」
の
推
薦
と
「
教
育
や
学

習
の
枠
を
超
え
た
ガ
キ
大
将
」
を
育
て
認
定
し
て
い
こ

う
と
す
る
二
つ
の
活
動
方
針
と
計
画
を
全
国
の
仲
間
に

提
案
し
て
い
る
。

係
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
る
川
と
地
域
と
も
言
え
そ
う

だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
過
去
六
回
の
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
評
価
さ
れ
た
事
例
は
、
出
来
上
が
っ
た
姿
よ

り
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
着
想
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
住
民

の
参
加
な
ど
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
五
百
件
の
こ
れ
ぞ
"
い
い
川
“
が
登
場
し
、

四
千
人
を
超
え
る
市
民
、
住
民
、
役
人
、
学
者
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
今
全
国
人
カ
所
で
地

域
大
会
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

三
年
前
か
ら
参
加
し
始

め
た
韓
国
の
人
た
ち
が
、
と
う
と
う
韓
国
「
川
の
日
」
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
独
自
に
開
催
し
始
め
今
年
で
三
回
目
と

な
る
。
毎
年
、
双
方
が
招
待
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
単
に
川
の
外
面
的

な
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
川
と
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
や
、
源
流
の
山
、
河
口
の
海
、

湿
地
、
用
水
路
、
流
域
と
水
系
を
通
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
方
向
へ
と
広
が
り
始
め
た
。
昨
年
は
と
う
と
う
「
審
査
」

と
い
う
表
現
を
改
め
、
か
ろ
う
じ
て
「
選
考
」
と
い
う
表

現
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
つ
ま
り
、
既
に
こ
の
領
域
に
は

専
門
家
も
権
威
者
も
い
な
く
、
皆
で
考
え
て
選
ぶ
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

川
を
活
か
す
の
か
、
川
に
生
か
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
議

論
は
こ
れ
ま
で
常
に
あ
り
、
つ
い
先
日
も
「
川
づ
く
り
」

と
い
う
表
現
で
お
叱
り
を
受
け
た
。
「
川
を
つ
く
る
」
と

は
ふ
そ
ん
で
あ
る
と
の
ご
意
見
で
あ
る
。
前
述
の
延
藤
氏

は
「
ま
ち
育
て
」
「
川
育
て
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
育
て

は
、
お
世
話
す
る
と
い
っ
た
意
味
だ
ろ
う
し
、
双
方
に
主

客
と
か
主
従
と
か
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。
双
方
が
主
体

で
あ
っ
て
緊
張
し
た
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
尊
重
し
合
う
関

係
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
は
ま
ち
ゃ
住
民
に
と
っ
て

も
不
都
合
な
洪
水
と
も
共
存
す

る
こ
と
の
意
味
を
持
つ
。
そ
し

て
こ
れ
は
川
遊
び
に
も
通
じ
る

の
で
あ
る
。。
フ
1
ル
で
泳
げ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
自
然
の
川
の

流
れ
や
海
の
波
の
力
や
乱
流
は
、

明
ら
か
に
人
智
を
超
え
る
存
在

で
あ
り
、
そ
の
不
用
意
、
不
用

心
が
事
故
を
生
ん
で
い
る
。
安

全
な
川
遊
び
は
教
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
時
間
を
か
け
自
身

が
獲
得
す
る
こ
と
だ
と
言
う
人

が
い
る
。
ま
た
、
人
間
は

一
生

の
う
ち

一
度
く
ら
い
は
洪
水
、

水
害
を
体
験
し
た
方
が
い
い
と

二次選考での発表。各3分の制限時問。表現に工夫を凝らす

，、.，事、

六百2え骨明朝
選考はすべて公開で行われる。二次選考の様子
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言
う
人
も
い
る
。
水
害
常
襲
地
帯
の
人
た
ち
は
怒
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
緊
張
関
係
は
不
測
の
事
態
に

対
し
被
害
の
軽
減
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
で
あ
る
。
「川

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た

自
然
の
驚
異
を
認
識
し
、
ま
ち
あ
る
い
は
流
域
で
備
え
る

こ
と
で
あ
り
、
住
民
の
認
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
川
の

穏
や
か
さ
や
恐
さ
と
共
存
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

誌記訴事匂 2似・ 5月号

私
が
所
属
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
水
環
境
交

流
会
は
、
全
国
の
川
仲
間
と
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
ち
、
ヒ
ト
や
情
報
、
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
十
二
年
に

な
る
。
既
に
各
地
で
十
団
体
ほ
ど
が
地
域
、
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
N
P
O法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

任
意
団
体
の
数
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
の
は
会
員

制
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
で
、
要
請
が
あ
れ
ば
情
報
の
提

供
や
ヒ
ト
の
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
た
だ
し
三
年
程

前
か
ら
全
国
の
活
動
団
体
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
が
、

関
係
す
る
団
体
は
囲
内
だ
け
で
四
千
団
体
を
超
え
て
い
る

よ
う
だ
。
十
五
年
十
月
に

N
P
O法
人
格
を
取
得
し
た
が
、

そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
活
か
し
、

一
歩
前
に

出
て
将
来
の
日
本
の
川
や
ま
ち
の
あ
り
方
に
対
す
る
提

案
、
た
く
ま
し
い
「
川
・
水
ガ
キ
」
を
養
成
す
る
こ
と
に

あ
る
。
既
に
各
地
で
川
の
復
権
や
学
童
を
中
心
と
し
た
学

習
活
動
が
実
践
さ
れ
て
き
た
が
、
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
実
践
を
活
か
し
な
が
ら
「
残
し
た
い
日
本
の
"
い

い
川
“
と
"
ま
ち
“
.
"
む
ら
“
」
の
推
薦
と
「
教
育
や
学

習
の
枠
を
超
え
た
ガ
キ
大
将
」
を
育
て
認
定
し
て
い
こ

う
と
す
る
二
つ
の
活
動
方
針
と
計
画
を
全
国
の
仲
間
に

提
案
し
て
い
る
。



川と生きる崎小特集
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こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
川
を
入
口
に
"
ま
ち
“

や
"
む
ら
“
づ
く
り
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
各
地
で
活

動
し
て
い
る
仲
間
の
継
続
的
な
活
動
支
援
の
役
割
を
持
た

せ
た
い
と
考
え
る
。
「
地
域
活
性
化
」
が
経
済
的
側
面
で

語
ら
れ
る
場
合
が
多
い
中
に
あ
っ
て
、
何
を
活
力
の
源
に

す
る
の
か
大
事
な
テ

1
マ
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
つ
い
い
川
“
の
あ
る
"
ま
ち
“
.
"
む
ら
“
」
と
讃
え

ら
れ
る
誇
り
を
そ
の
源
に
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

誇
れ
る
要
素
は
、
川
下
り
と
か
名
水
と
か
有
名
な
伝
統
行

事
と
い
っ
た
従
来
の
観
光
資
源
ば
か
り
で
な
く
、
川
と
共

存
す
る
生
活
、
作
法
、
治
水
や
利
水
な
ど
の
歴
史
的
痕
跡
、

生
業
と
い
っ
た
日
常
の
生
活
風
景
に
触
れ
る
こ
と
や
川
が

生
産
す
る
豊
か
さ
に
あ
る
。

先
に
述
べ
た
「
川
の
日
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
た
九
州
・
佐

賀
県
の
城
原
川
(
筑
後
川
水

系
)
や
同
じ
く
宮
崎
県
延
岡

の
北
川
な
ど
が
ま
さ
に
そ
の

例
と
い
え
る
。
城
原
川
は
、

十
七
世
紀
に
活
躍
し
た
治

水
・
利
水
事
業
家
で
知
ら
れ

る
成
富
兵
庫
茂
安
が
整
備
し

た
川
で
知
ら
れ
る
の
だ
が
、

彼
が
工
事
し
た
施
設
が
現
存

し
て
い
る
。
ひ
と
並
び
の
石

や
木
杭
、
川
沿
い
の
竹
林
や

小
水
路
が
治
水
、
利
水
に
極

fJIIの日Jワークショ ップや「いいJII・いい川
づくりjに関する研究活動、全国交流会等を通

して得られた日本の“いいJII"の情報をもとに、

「残したい川のあるまち・川のあるむらJの選
定プロジ、エク卜を推進する

。「し山、JII・いい川づく りJ研究の継続と「残

したい“いい川"のある“まち"・“むら"Jプ

ロジェク卜の推進

O “いい川"のための保全対策及び技術的な提

案、パートナーシップ事業等の提案

。日本の名流 ・名川を訪ねる旅の企画運営

。関係図書の出版など

め
て
効
果
的
に
機
能
し
、
驚
く
こ
と
に
は
る
か
有
明
海
の

潮
の
変
動
も
考
慮
し
た
技
術
と
し
て
施
工
さ

れ
、
そ
れ
が
田
園
の
風
景
を
成
し
て
い
る
。
こ

の
優
れ
た
技
術
と
思
想
を
研
究
し
、
今
日
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
地
域
住
民
を
説
得
し
つ
つ
、

伝
統
的
な
工
法
、
材
料
を
用
い
て
整
備
し
た
女

性
技
術
者
グ
ル
ー
プ
の
発
想
や
手
法
が
評
価
さ

れ
た
の
だ
。

ま
た
、
北
川
も
同
様
で
あ
る
。
霞
堤
と
呼
ば

れ
る
洪
水
を
堤
内
地
に
引
き
込
み
、
流
水
の
勢

い
を
弱
め
る
と
と
も
に
下
流
部
へ
の
影
響
を
少

な
く
す
る
伝
統
的
工
法
が
現
在
も
生
き
て
い

て
、
洪
水
は
時
と
し
て
九

m
も
の
水
位
が
家
屋

を
襲
う
も
の
の
住
民
は
当
然
の
ご
と
く
北
川
と

つ
き
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
の
同
じ
水

系
の
五
ヶ
瀬
川
に
は
畳
堤
と
呼
ば
れ
る
先
人
の

巳
舞台に並べられた発表周パネルを前にした公開討論会 (三次選考会)

“いいJIド'の保全・回復とともに、元気な川ガキ、

水ガキを育成し、次代の日本の川の担い手を育

てる

~r*ガキプロジェク卜j の企画 ・ 実施
。水ガキの原風景(昭和20~40年代)の写真

情報の収集と写真集の発行

。異河I11、他の川文化の体験を通じた交流ネツ

卜ワークの構築

。水ガキを通した山、川、里、まち、 海の連携

や地域づくり、福祉、教育等との連携

洪
水
に
対
す
る
知
恵
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
。
要
は
こ
う

し
た
技
術
や
文
化
を
、
地
域
の
人
た
ち
が
誇
り
を
持
ち
次

代
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
誇
り
を
知
り
自

然
と
付
き
合
う
方
法
を
獲
得
す
る
目
的
で
"
い
い
川
“
の

あ
る
"
ま
ち
ヘ
"
む
ら
“
の
発
見
が
あ
り
、
名
流
、
名
川

を
訪
ね
る
旅
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
誇

り
が
あ
れ
ば
、

「水
ガ
キ
」
は
お
の
ず
と
育

っ
て
い
く
と

思
、
っ
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
活
性
化
や
活
力
の
担
い
手
と
し
て

N
P
O
の
役
割
は
大
き
い
。
何
が
誇
れ
る
の
か
、
何
が
豊

か
な
生
活
な
の
か
の
発
見
を
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
で
生

き
て
、
世
代
を
重
ね
て
い
く
可
能
性
を
川
と
の
付
き
合
い

方
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

全
国
の
川
仲
間
と
と

も
に
知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

泊政事。2004・5月号

〈写
真
は
全
て
第
六
回
「
川
の
日
」
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

(二
O

O
三
年
七
月
)
よ
り
〉
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中
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あ
る
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こ
の
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ト
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つ
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誇
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と
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日
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こ
と
や
川
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。
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「
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」
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プ
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得
し
た
九
州
・
佐

賀
県
の
城
原
川
(
筑
後
川
水

系
)
や
同
じ
く
宮
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、

十
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に
活
躍
し
た
治
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・
利
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事
業
家
で
知
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れ

る
成
富
兵
庫
茂
安
が
整
備
し

た
川
で
知
ら
れ
る
の
だ
が
、

彼
が
工
事
し
た
施
設
が
現
存

し
て
い
る
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ひ
と
並
び
の
石

や
木
杭
、
川
沿
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の
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林
や

小
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路
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、
利
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に
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よ
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特
集

北
海
道
恵
庭
市

川
と
生
き
る。

ー

l
改
修
で
中
心
市
街
地
ヘ
サ
ケ
が
遡
上

川
と
い
う
の
は
、
実
に
奥
深
い
存
在
で
あ
る
。
川
、
す

な
わ
ち
水
と
の
か
か
わ
り
を
無
く
し
て
生
き
て
い
け
な
い

が
、
上
下
水
道
の
普
及
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
と
い
う

直
接
的
な
価
値
に
偏
向
し
過
ぎ
た
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
は
じ
め
日
本
的
な
景
観
な
ど
、
川
が
持
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
、
特
に
無
形
的
な
価
値
が
大
き
く
損
な
わ

れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
人
々
の
水
辺
離
れ
が
進
み
、
ひ

い
て
は
水
質
環
境
の
悪
化
を
招
い
た
と
も
言
え
る
。

ー

水
と
緑
の
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ン

恵
庭
市
で
は
、
こ
う
し
た
反
省
に
立
ち
、
自
然
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
六
十

一
年
度
に
環
境

面
で
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱
と
し
て
「
水
と
緑
の
や
す
ら
ぎ

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
河
川
、
幹
線
道
路
、
公
園
緑
地
、
防

風
林
な
ど
の
公
共
空
間
を
相
互
に
リ
ン
ク
し
て
環
境
軸
を

創
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
構
成
要
素
の

一
つ
に
北
海

も
い
ぎ
り
が
わ

道
が
管
理
す
る
茂
漁
川
の
多
自
然
型
整
備
が
あ
る
。
ま
た
、

恵
庭
市
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
計
画
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
を

踏
襲
し
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、
各
々
紹
介
す
る
。

-

ム

大
洪
水
を
機
に
茂
漁
川
を
多
自
然
型
に

茂
漁
川
は
、
戦
後
間
も
な
く
の
防
災
工
事
に
よ
っ
て
鉛

直
の
三
面
張
り
の
護
岸
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
五
十
六
年

に
発
生
し
た
未
曾
有
の
大
洪
水
を
契
機
に
計
画
洪
水
流
量

い
ざ
り
が
わ

が
見
直
さ
れ
、
漁
川
の
合
流
点
よ
り
温
水
の
た
め
池
の
上

流
端
ま
で
の
約

三
回
を
改
修
計

画
区
間
に
定

め
、
六
十

一
年

度
よ
り
「
水
と

緑
の
や
す
ら
ぎ

プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
景
観
対
策

や
親
水
性
に
配

慮
し
つ
つ
拡
幅

工
事
に
着
手
し

て
い
た
。

こ
の
プ
ラ
ン

が
六
十
二
年
度

-， 本.織とやす句ぎの!>行宣周ヨドットワータ修"方針
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次長

・

荒
関
岩
雄

に
当
時
の
建
設
省
河
川
局
が
創
設
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
川

モ
デ
ル
事
業
」

と
そ
の
精
神
が

一
致
し
て
い
た
時
世
を
得

て
、
平
成
元
年
度
に
改
修
区
間
の
う
ち
二
・
八
五
回
に
つ

い
て
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
て
い
る
。

市
民
を
は
じ
め
治
水
や
景
観
を
専
門
と
す
る
学
識
経
験

者
な
ど
か
ら
成
る
整
備
検
討
委
員
会
で
計
画
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
、
九
年
後
の
平
成
十
年
度
に
は
整
備
工
事
が
完
成

し
て
い
る
。

ヱ

水
辺
を
河
畔
林
に
近
づ
け
る

特
徴
的
な
こ
と
は
、
工
事
に
着
手
し
た
当
時
、
河
川
敷

地
占
用
許
可
準
則
や
河
岸
な
ど
の
植
樹
基
準
の
縛
り
で
、

簡
単
に
は
河
畔
林
を
造
成
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
逆

に
水
辺
が
既
存
の
河
畔
林
に
近
づ
く
方
法
、
す
な
わ
ち
部

分
的
に
で
も
用
地
な
ど
の
事
情
が
許
す
と
こ
ろ
は
、
計
画

洪
水
流
下
断
面
よ
り
も
広
く
河
道
を
確
保
し
た
こ
と
で
あ
る
。

-
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北
海
道
恵
庭
市
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と
生
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ー
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茂
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画
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が
見
直
さ
れ
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点
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地
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可
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則
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な
ど
の
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基
準
の
縛
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で
、

簡
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に
は
河
畔
林
を
造
成
で
き
な
か
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逆

に
水
辺
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存
の
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川と生きる備 計特集
vd宅、、

こ
こ
で
は
水
生
動
物
の
棲
息
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
柳
枝

工
護
岸
を
用
い
て
い
る
。
当
然
、
流
れ
は
自
由
か
つ
穏
や

か
で
あ
り
、
瀬
や
淵
が
出
現
す
る
な
ど
、
改
修
の

一
年
後

に
は
清
流
の
代
名
詞
で
あ
る
チ
ト
セ
パ
イ
カ
モ
で
川
底
は

覆
い
尽
く
さ
れ
、
水
際
に
は
エ
ゾ
ノ
カ
ワ
ジ
シ
ャ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
カ
ワ
セ
ミ
の
飛
来
も

確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
防
災
工
事
の
際
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ
り
取

り
残
さ
れ
た
旧
河
道
は
、
家
庭
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
水

溜
ま
り
に
は
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
き
、
居
住
環
境
は
悪
化
の

一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
水
が
引
か
れ
散
策
路
の

整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
人
家
裏
庭
の
ゴ
ミ
が
自
然
に

一
掃
さ
れ
た
。
お
ま
け

に
花
や
木
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
公
共
空
間
と
私
的
空
間

が

一
体
と
な
っ
た
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
最
良
地
域
に
変

貌
し
て
い
る
。

-
E

・E・-EA

な
お
、
茂
漁
川
は
、
「
平
成
九
年
度
・
・
固
・
・
聞
幽

版
建
設
白
書
」
の
表
紙
を
飾
る
な
ど
、
・
・
・
・
・
圃
曲

全
国
的
に
も
有
名
に
な
り
、
市
民
の
・
・
・
・
・
圃
圃

誇
り
と
も
な
っ
て
い
る
。
整
備
前
、
-
園
圃
・
園
町
園

子
ど
も
た
ち
は
川
に
近
づ
く
こ
と
も
圃
・
圃
園
周
J

融

で
き
ず
、
ま
た
自
然
が
失
わ
れ
た
川
・
・
圃
・
・
圃
彊

に
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
整
備

昆
圃

・

・

・

後
は
、
小
学
校
の
総
合
学
習
や
幼
児
・
・
・
・
・
・
圃

の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
水
遊
び
の
光
景
な

.

.

.

.

.

.
 
.
 

ど
、
自
然
と

一
緒
に
戻
っ
て
き
た
の

a
E

・E
・--

は
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。
管
理
用
道
路
に
は
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
を
敷
設
し
て
あ
る
た
め
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
良
く
、
朝
夕

は
高
齢
者
の
散
歩
、
日
中
は
学
生
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス

に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
、
人
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
利

用
状
況
で
あ
り
、
こ
の
川
に
は
福
祉
も
教
育
も
あ
る
。

ヱ

河
川
空
間
も
バ
リ
ア
フ
リ
i
化

十
二
年
に
い
わ
ゆ
る
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
恵
庭
市
で
は
、
十
四
年
に
交
通
‘
バ

リ
ア
フ
リ
l
基
本
構
想
「
水
と
緑
と
や
す
ら
ぎ
の
歩
行
空

E
E
'
E冒・

問
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
策
定
し
、
翌

園
圃
圃
罰
醐

年
に
は
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
特
定
事

関
福
圃
醐
闘
由

業
計
画
を
作
っ
た
。

調
釦
脳
裡
薗

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
能
書
き
が

附
凶
掴
園
璽

あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
道
路
を
中
心

・

園

唖

富

)

に
公
共
交
通
特
定
事
業
、
道
路
特
定

司

a・
長
臨

即
事
業
、
交
通
安
全
特
定
事
業
と
い
う

F
t園

一鍋田

茂

-
園
周
晶
園
川

形
で
計
画
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
恵

掴
訓
恩
院
醐

吟
庭
市
の
場
合
、
国
が
管
理
す
る
漁
川

畦
卦

函

圃
川

な
ど
の
河
川
が
市
街
地
中
心
を
流
れ

E

・E-E
て
い
る
関
係
か
ら
、
そ
の
他
の
事
業

と
し
て
河
川
空
間
や
緑
道
な
ど
を
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

日
乗
降
客
が
五
千
人
以
上
あ
る

J
R
の
恵
庭
駅
と
恵
み

野
駅
の
そ
れ
ぞ
れ
を
中
心
に
約

一
切
圏
内
を
計
画
対
象
区

;魚川のバリアフリー整備 (上)と点検

域
に
し
て
、
こ
の
区
域
内
に
あ
る
公
共
公
益
施
設
へ
の
歩

行
者
の
ア
ク
セ
ス
勤
線
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
動
線
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
道
路
の
み
な
ら
ず

河
川
も
活
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
区
域
に
あ
る
河
川
に
お
い
て
は
、
既
に
河
川

管
理
者
の
協
力
を
得
て
、
堤
防
天
端
の
舗
装
、
高
水
敷
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
十
八
年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
区
域
外
に
お
い
て
は
既

に
工
事
を
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
、

市
内
全
域
に
お
い
て
人
と
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
九
年
の
河
川
法
の
改
正
以
降
、
漁

川
に
お
い
て
は
上
下
流
の
生
態
系
を
遮
断
し
て
い
た
床
止

め
の
改
修
が
図
ら
れ
、
市
街
地
中
心
部
ま
で
サ
ケ
が
遡
上

す
る
な
ど
、
魚
に
と
っ
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

'

-

川
を
ス
テ
ー
ジ
に

a
司
、
-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築

水
と
緑
の
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ン
は
、
昨
年
の
九
月
に
全
国

都
市
再
生
モ
デ
ル
の
指
定
を
受
け
、
見
直
し
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
対
象
エ
リ
ア
や
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

大
に
伴
う
自
然
環
境
の
保
全
と
創
出
で
あ
り
、
そ
し
て
市

民
と
の
協
働
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
で
あ

る
。

誌記議事也

こ
れ
ま
で
の
経
済
と
機
能
優
先
の
社
会
に
よ
っ
て
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
地
域
社
会
の
相
互
扶
助
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
回
復
に
向
け

て
は
川
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
川
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性
を
記
し
て
結
び
と
し
た
い
。
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こ
こ
で
は
水
生
動
物
の
棲
息
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
柳
枝

工
護
岸
を
用
い
て
い
る
。
当
然
、
流
れ
は
自
由
か
つ
穏
や

か
で
あ
り
、
瀬
や
淵
が
出
現
す
る
な
ど
、
改
修
の

一
年
後

に
は
清
流
の
代
名
詞
で
あ
る
チ
ト
セ
パ
イ
カ
モ
で
川
底
は

覆
い
尽
く
さ
れ
、
水
際
に
は
エ
ゾ
ノ
カ
ワ
ジ
シ
ャ
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
カ
ワ
セ
ミ
の
飛
来
も

確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
防
災
工
事
の
際
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ
り
取

り
残
さ
れ
た
旧
河
道
は
、
家
庭
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
水

溜
ま
り
に
は
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
き
、
居
住
環
境
は
悪
化
の

一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
水
が
引
か
れ
散
策
路
の

整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
人
家
裏
庭
の
ゴ
ミ
が
自
然
に

一
掃
さ
れ
た
。
お
ま
け

に
花
や
木
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
公
共
空
間
と
私
的
空
間

が

一
体
と
な
っ
た
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
最
良
地
域
に
変

貌
し
て
い
る
。

-
E

・E・-EA

な
お
、
茂
漁
川
は
、
「
平
成
九
年
度
・
・
固
・
・
聞
幽

版
建
設
白
書
」
の
表
紙
を
飾
る
な
ど
、
・
・
・
・
・
圃
曲

全
国
的
に
も
有
名
に
な
り
、
市
民
の
・
・
・
・
・
圃
圃

誇
り
と
も
な
っ
て
い
る
。
整
備
前
、
-
園
圃
・
園
町
園

子
ど
も
た
ち
は
川
に
近
づ
く
こ
と
も
圃
・
圃
園
周
J

融

で
き
ず
、
ま
た
自
然
が
失
わ
れ
た
川
・
・
圃
・
・
圃
彊

に
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
整
備

昆
圃

・

・

・

後
は
、
小
学
校
の
総
合
学
習
や
幼
児
・
・
・
・
・
・
圃

の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
水
遊
び
の
光
景
な

.

.

.

.

.

.
 
.
 

ど
、
自
然
と

一
緒
に
戻
っ
て
き
た
の

a
E

・E
・--

は
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。
管
理
用
道
路
に
は
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
を
敷
設
し
て
あ
る
た
め
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
良
く
、
朝
夕

は
高
齢
者
の
散
歩
、
日
中
は
学
生
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス

に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
、
人
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
利

用
状
況
で
あ
り
、
こ
の
川
に
は
福
祉
も
教
育
も
あ
る
。

ヱ

河
川
空
間
も
バ
リ
ア
フ
リ
i
化

十
二
年
に
い
わ
ゆ
る
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
恵
庭
市
で
は
、
十
四
年
に
交
通
‘
バ

リ
ア
フ
リ
l
基
本
構
想
「
水
と
緑
と
や
す
ら
ぎ
の
歩
行
空

E
E
'
E冒・

問
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
策
定
し
、
翌

園
圃
圃
罰
醐

年
に
は
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
特
定
事

関
福
圃
醐
闘
由

業
計
画
を
作
っ
た
。

調
釦
脳
裡
薗

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
能
書
き
が

附
凶
掴
園
璽

あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
道
路
を
中
心

・

園

唖

富

)

に
公
共
交
通
特
定
事
業
、
道
路
特
定

司

a・
長
臨

即
事
業
、
交
通
安
全
特
定
事
業
と
い
う

F
t園

一鍋田

茂

-
園
周
晶
園
川

形
で
計
画
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
恵

掴
訓
恩
院
醐

吟
庭
市
の
場
合
、
国
が
管
理
す
る
漁
川

畦
卦

函

圃
川

な
ど
の
河
川
が
市
街
地
中
心
を
流
れ

E

・E-E
て
い
る
関
係
か
ら
、
そ
の
他
の
事
業

と
し
て
河
川
空
間
や
緑
道
な
ど
を
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

日
乗
降
客
が
五
千
人
以
上
あ
る

J
R
の
恵
庭
駅
と
恵
み

野
駅
の
そ
れ
ぞ
れ
を
中
心
に
約

一
切
圏
内
を
計
画
対
象
区

;魚川のバリアフリー整備 (上)と点検

域
に
し
て
、
こ
の
区
域
内
に
あ
る
公
共
公
益
施
設
へ
の
歩

行
者
の
ア
ク
セ
ス
勤
線
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
動
線
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
道
路
の
み
な
ら
ず

河
川
も
活
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
区
域
に
あ
る
河
川
に
お
い
て
は
、
既
に
河
川

管
理
者
の
協
力
を
得
て
、
堤
防
天
端
の
舗
装
、
高
水
敷
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
十
八
年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
区
域
外
に
お
い
て
は
既

に
工
事
を
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
、

市
内
全
域
に
お
い
て
人
と
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
九
年
の
河
川
法
の
改
正
以
降
、
漁

川
に
お
い
て
は
上
下
流
の
生
態
系
を
遮
断
し
て
い
た
床
止

め
の
改
修
が
図
ら
れ
、
市
街
地
中
心
部
ま
で
サ
ケ
が
遡
上

す
る
な
ど
、
魚
に
と
っ
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

'

-

川
を
ス
テ
ー
ジ
に

a
司
、
-
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築

水
と
緑
の
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ン
は
、
昨
年
の
九
月
に
全
国

都
市
再
生
モ
デ
ル
の
指
定
を
受
け
、
見
直
し
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
対
象
エ
リ
ア
や
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

大
に
伴
う
自
然
環
境
の
保
全
と
創
出
で
あ
り
、
そ
し
て
市

民
と
の
協
働
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
で
あ

る
。

誌記議事也

こ
れ
ま
で
の
経
済
と
機
能
優
先
の
社
会
に
よ
っ
て
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
地
域
社
会
の
相
互
扶
助
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
回
復
に
向
け

て
は
川
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
川
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性
を
記
し
て
結
び
と
し
た
い
。
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0'1 

ー

l
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
ヘ
不
可
欠
に

岩
手
県
の
南
部
に
位
置
す
る
胆
沢
平
野
土
地
改
良
区

は
、
水
沢
市
・
胆
沢
町
・
前
沢
町
・
金
ケ
崎
町
に
ま
た
が

り
、
そ
の
大
半
が
山
々
よ
り
な
る
岩
手
の
地
に
あ
っ
て
、

一
瞬
、
別
の
空
間
に
入
っ
た
と
錯
覚
し
て
し
ま
い
そ
う
な

広
々
と
し
た
胆
沢
扇
状
地
を
受
益
地
と
し
て
い
る
。
水
稲

を
中
心
と
し
た
地
帯
で
あ
り
、
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
銘
柄

米
と
し
て
九
年
連
続
で
特
A
評
価
を
受
け
て
お
り
、
前
沢

町
で
生
産
さ
れ
る
「
前
沢
牛
」
は
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

-

ム

非
農
家
住
民
ヘ
広
報
活
動

土
地
改
良
区
は
、
「
土
地
改
良
法
」
に
基
づ
く
農
家
組

合
員
の
組
織
で
あ
る
。
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理
は
、

幹
線
に
か
か
る
部
分
を
土
地
改
良
区
が
直
接
管
理
し
、
支

線
、
末
端
水
路
部
分
は
集
落
機
能
に
支
え
ら
れ
組
合
員
が

管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

兼
業
化
、
高
齢
化
、
農
家
以
外
の
地
域
住
民
と
の
混
住
化

な
ど
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
集
落
機
能
も
変
貌
し
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

体
制
も
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
土
地
改
良
区

水
土
里
ネ
ッ
ト
胆
沢
平
野

総
務
課
長

・

佐
々
木
徹

の
将
来
を
考
え
た
時
、
こ
れ
ま
で
の
集
落
機
能
を
ベ

l
ス

と
し
た
維
持
管
理
体
制
に
換
わ
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
重
視
さ
れ
、
地
域

住
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
維
持
管
理
体
制
が
土
地
改
良
区
の
新
た
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
平
成
十
年
度
よ
り
「
地
域

用
水
機
能
増
進
事
業
」
や
「
県
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事

業
」
な
ど
の
事
業
を
導
入
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
る
と
い
っ
て
も
、
当
土

地
改
良
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
家
以
外
の
地
域
住
民
と
の

接
点
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
た
め
、
そ
の
存
在
自
体
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
農
家
に
は
土
地
改
良
区
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、
非
農
家
に
は
土
地
改
良
区
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
企
画
・
実
施
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
「
ひ
と
・
水
・
大
地
の
未
来
系
」
と
題

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
「
水
と
み
ど
り
の
散
歩
道
」
と

い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
農
家
・
非
農
家
を

問
わ
ず
、
土
地
改
良
区
管
内
全
世
帯
約
二
万
九
千
世
帯
に

配
布
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

10 

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
基
礎
資
料
と
し
た
。

ま
た
、
土
地
改
良
区
の
既
存
の
広
報
と
は
別
に
「
通
信

ア
ジ
ユ
ガ
」
を
年
二
回
の
割
合
で
発
行
し
、
全
戸
配
布
し

て
い
る
。
発
行
回
数
は
六
回
を
数
え
て
い
る
。

，r-クリ
ー
ン
大
作
戦
で
深
ま
っ
た

4
司
一
参
加
者
と
の
交
流

そ
の
上
で
、
農
業
用
水
中
央
管
理
所
の

一
般
公
開
を
実

施
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
胆
沢
平
野
土
地
改

良
区
の
水
管
理
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

一
般
公
開
は
、
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
で
施
設
を
案
内
し
な
が

ら
、
農
業
用
水
の
多
面
的
機
能
や
中
央
管
理
所
の
水
管
理

シ
ス
テ
ム
の
説
明
、
ジ
オ
ラ
マ
に
よ
る
胆
沢
平
野
の
ガ
イ

ド
、
職
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
全
て
職
員
の
手

作
り
で
行
っ
た
。
参
加
者
は
、
非
農
家
二
百
五
十
四
人
、

農
家
百
二
十
八
人
、
関
係
機
関
の
職
員
五
十
人
の
計
四
百

三
十
二
人
で
あ
っ
た
。

会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
「
改
良
区
が

よ
く
理
解
で
き
た
。
も
っ
と

P
R
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意

見
が
多
く
、
最
初
の
試
み
と
し
て
は
大
変
う
ま
く
い
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
業
用
水
路
へ
の
地
域
住
民
の
関
心
を
高
め

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
募
り
、
乙
女
川
、
十

三
軒
水
路
、
前
沢
水
路
の
管
内
各
地
で
「
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
を
実
施
し
た
。

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
水
路
の
清
掃
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
乙
女
川
で
は
、
お
に
ぎ
り
と
芋
の
子
汁
を
提
供

し
、
子
供
た
ち
に
よ
る
鯉
の
放
流
を
行
っ
て
い
る
。
十
三

軒
水
路
で
は
、
農
家
の
人
に
草
を
刈
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
片
付
け
て
も
ら
う
と
い
う
作
業
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ー

l
土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
ヘ
不
可
欠
に

岩
手
県
の
南
部
に
位
置
す
る
胆
沢
平
野
土
地
改
良
区

は
、
水
沢
市
・
胆
沢
町
・
前
沢
町
・
金
ケ
崎
町
に
ま
た
が

り
、
そ
の
大
半
が
山
々
よ
り
な
る
岩
手
の
地
に
あ
っ
て
、

一
瞬
、
別
の
空
間
に
入
っ
た
と
錯
覚
し
て
し
ま
い
そ
う
な

広
々
と
し
た
胆
沢
扇
状
地
を
受
益
地
と
し
て
い
る
。
水
稲

を
中
心
と
し
た
地
帯
で
あ
り
、
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
銘
柄

米
と
し
て
九
年
連
続
で
特
A
評
価
を
受
け
て
お
り
、
前
沢

町
で
生
産
さ
れ
る
「
前
沢
牛
」
は
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

-

ム

非
農
家
住
民
ヘ
広
報
活
動

土
地
改
良
区
は
、
「
土
地
改
良
法
」
に
基
づ
く
農
家
組

合
員
の
組
織
で
あ
る
。
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理
は
、

幹
線
に
か
か
る
部
分
を
土
地
改
良
区
が
直
接
管
理
し
、
支

線
、
末
端
水
路
部
分
は
集
落
機
能
に
支
え
ら
れ
組
合
員
が

管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

兼
業
化
、
高
齢
化
、
農
家
以
外
の
地
域
住
民
と
の
混
住
化

な
ど
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
集
落
機
能
も
変
貌
し
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

体
制
も
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
土
地
改
良
区

水
土
里
ネ
ッ
ト
胆
沢
平
野

総
務
課
長

・

佐
々
木
徹

の
将
来
を
考
え
た
時
、
こ
れ
ま
で
の
集
落
機
能
を
ベ

l
ス

と
し
た
維
持
管
理
体
制
に
換
わ
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
重
視
さ
れ
、
地
域

住
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
維
持
管
理
体
制
が
土
地
改
良
区
の
新
た
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
平
成
十
年
度
よ
り
「
地
域

用
水
機
能
増
進
事
業
」
や
「
県
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事

業
」
な
ど
の
事
業
を
導
入
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
る
と
い
っ
て
も
、
当
土

地
改
良
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
家
以
外
の
地
域
住
民
と
の

接
点
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
た
め
、
そ
の
存
在
自
体
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
農
家
に
は
土
地
改
良
区
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、
非
農
家
に
は
土
地
改
良
区
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
企
画
・
実
施
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
「
ひ
と
・
水
・
大
地
の
未
来
系
」
と
題

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
「
水
と
み
ど
り
の
散
歩
道
」
と

い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
農
家
・
非
農
家
を

問
わ
ず
、
土
地
改
良
区
管
内
全
世
帯
約
二
万
九
千
世
帯
に

配
布
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

10 

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
基
礎
資
料
と
し
た
。

ま
た
、
土
地
改
良
区
の
既
存
の
広
報
と
は
別
に
「
通
信

ア
ジ
ユ
ガ
」
を
年
二
回
の
割
合
で
発
行
し
、
全
戸
配
布
し

て
い
る
。
発
行
回
数
は
六
回
を
数
え
て
い
る
。

，r-クリ
ー
ン
大
作
戦
で
深
ま
っ
た

4
司
一
参
加
者
と
の
交
流

そ
の
上
で
、
農
業
用
水
中
央
管
理
所
の

一
般
公
開
を
実

施
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
胆
沢
平
野
土
地
改

良
区
の
水
管
理
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

一
般
公
開
は
、
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
で
施
設
を
案
内
し
な
が

ら
、
農
業
用
水
の
多
面
的
機
能
や
中
央
管
理
所
の
水
管
理

シ
ス
テ
ム
の
説
明
、
ジ
オ
ラ
マ
に
よ
る
胆
沢
平
野
の
ガ
イ

ド
、
職
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
全
て
職
員
の
手

作
り
で
行
っ
た
。
参
加
者
は
、
非
農
家
二
百
五
十
四
人
、

農
家
百
二
十
八
人
、
関
係
機
関
の
職
員
五
十
人
の
計
四
百

三
十
二
人
で
あ
っ
た
。

会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
「
改
良
区
が

よ
く
理
解
で
き
た
。
も
っ
と

P
R
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意

見
が
多
く
、
最
初
の
試
み
と
し
て
は
大
変
う
ま
く
い
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
業
用
水
路
へ
の
地
域
住
民
の
関
心
を
高
め

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
募
り
、
乙
女
川
、
十

三
軒
水
路
、
前
沢
水
路
の
管
内
各
地
で
「
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
を
実
施
し
た
。

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
水
路
の
清
掃
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
乙
女
川
で
は
、
お
に
ぎ
り
と
芋
の
子
汁
を
提
供

し
、
子
供
た
ち
に
よ
る
鯉
の
放
流
を
行
っ
て
い
る
。
十
三

軒
水
路
で
は
、
農
家
の
人
に
草
を
刈
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
片
付
け
て
も
ら
う
と
い
う
作
業
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が
中
心
で
、
終
了
後
に

は
花
を
植
え
た
り
、
近

く
の
た
め
池
で
ゴ
ム
ボ

ー
ト
に
よ
る
水
中
生
物

の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
前
沢
水
路
で
は
、

水
路
清
掃
作
業
終
了
後

ず
い
ど
う

に
隠
道
を
探
検
す
る
な

ど
、
継
続
を
考
え
飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
「
農
家
の

大
変
さ
と
、
維
持
管
理
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
思
っ
た
よ
り
水
路
が
汚
れ
て
い
て
ピ
ッ
ク
リ
し
た
」
と

い
う
意
見
が
多
く
、
参
加
後
も
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
恒

例
行
事
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
が
定
着
す
る
こ
と
は
、
土
地
改
良
区
と

し
て
も
農
業
用
水
路
の
新
た
な
維
持
管
理
体
制
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
。

・

ム

社
会
的
役
割
で
あ
る
農
村
風
震
の
保
全

地
域
の
小
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
水
源
地
で
あ
る

石
淵
ダ
ム
か
ら
ど
の
よ
う
に
水
が
流
れ
、
ど
の
よ
う
な
施

設
を
通
っ
て
ホ
タ
ル
が
す
ん
で
い
る
水
路
ま
で
流
れ
て
く

る
か
を
調
査
し
た
。
感
想
文
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
、

「
川
の
中
に
入
っ
て
網
を
持
っ
て
魚
を
取
り
観
察
し
た
こ

と
が

一
番
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
昔
前
ま
で
は
当
た
り
前
の
農
村
風
景
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
い
う
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
た
。
こ
う
い
っ
た
場
所
を
保
全
し
て
い
く
こ
と

も
土
地
改
良
区
の
社
会
的
役
割
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

車

両""""制唱団

(上)なかよしホ空ル探検隊

(下)ふる里水探検隊の石測ダム見学

こ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
総
合
学

習
の

一
環
と
し
て
「
水
の
学
習
」

の
時
間
が
あ
り
、
管
内
の
学
校
か

ら
改
良
区
と
水
の
役
割
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ス

ト
テ
ィ

l
チ
ャ

l
の
要
請
が
増
え

て
い
る
。
土
地
改
良
区
の

P
R
の

絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
積
極
的
に

対
応
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
そ

ば
の
水
路
ま
で
ど
の
よ
う
な
施
設
を
通
っ
て
水
が
流
れ
て

く
る
か
を
知
る
「
水
の
旅
」
で
あ
る
。

・

ム

住
民
参
加
の
水
路
を
考
え
る
会
組
織

「
造
る
水
路
か
ら
創
る
水
路
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
県
営

農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
」
で
改
修
さ
れ
る
水
路
を
対
象

に
、
地
域
住
民
の
参
加
を
募
り
「
水
路
を
考
え
る
会
」
を
組

織
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
計
画
作
り
を
進
め
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
は
、

一
回
目
に
参
加
者
全

員
で
現
地
を
歩
き
水
路
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
出
さ
れ

た
意
見
要
望
を
県
、
土
地
改
良
区
が
持
ち
帰
り
、
計
画
案
に

反
映
さ
せ
る
。
二
回
目
は
計
画
案
を
住
民
に
提
示
し
、
意

見
が
計
画
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
と

と
も
に
、
計
画
上
の
技
術
的
、
経
費
的
な
問
題
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
三
回
目
は
、
第
二
回
目
の
結
果
を
踏
ま
え
て
取

り
ま
と
め
た
計
画
案
を
検
討
し
、
最
終
計
画
案
と
し
て
ま

と
め
る
。
以
上
の
よ
う
な
手
法
で
行
っ
て
い
る
。

ど
の
水
路
で
も
、
計
画
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
・
要
望
が
出
る
。
参
加
者
全
員
で
検
討
し
作
り

上
げ
た
計
画
な
の
で
、
管
理
面
に
つ
い
て
も
自
然
と
責
任

を
持
つ
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
三
年
度
か
ら
は
、
水
路
改
修
に
伴
い
「
親
水
公
園
」

を
造
り
た
い
と
い
う
地
元
要
望
に
応
え
、
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
に
と
っ
て
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
啓
発
、

広
報
活
動
は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
広
く
触
れ
合
う
機
会
が
持
て
た

こ
と
は
何
物
に
も
変
え
が
た
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
今

ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
土
地
改
良
区
と
い
う

組
織
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
人
数
は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
手
応
え
は
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
。
管
内
の
小
学

校
や
地
域
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
加
し
、
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
あ
る
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
本
来
業
務
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
土
地
改
良
区
自
体
が
聞
か
れ
た

組
織
と
な
り
、
地
域
住
民
と
の
連
携
の
も
と
、
農
業
用
水

路
な
ど
の
新
た
な
維
持
管
理
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

は
、
将
来
に
向
け
て
不
可
欠
な
活
動
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
農
家
組
合
員
だ
け
を
相
手
に
し
て
き
た
土
地

改
良
区
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
だ

ま
だ
力
不
足
で
、
思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
い
面
も
あ
る
が
、

こ
れ
も
貴
重
な
体
験
と
思
い
頑
張
っ
て
い
る
。

現
在
は
補
助
事
業
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
人

的
に
も
経
費
的
に
も
か
な
り
の
出
費
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
活
動
の
成
果
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
出
始
め
て
き
た

昨
今
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
土

地
改
良
区
の
将
来
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

資
金
的
助
成
も
な
く
土
地
改
良
区
単
独
で
取
り
組
ん
で
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
。
農
家
組
合
員
の
賦
課
金
で
運
営
し

て
い
る
土
地
改
良
区
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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が
中
心
で
、
終
了
後
に

は
花
を
植
え
た
り
、
近

く
の
た
め
池
で
ゴ
ム
ボ

ー
ト
に
よ
る
水
中
生
物

の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
前
沢
水
路
で
は
、

水
路
清
掃
作
業
終
了
後

ず
い
ど
う

に
隠
道
を
探
検
す
る
な

ど
、
継
続
を
考
え
飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

参
加
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
「
農
家
の

大
変
さ
と
、
維
持
管
理
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
思
っ
た
よ
り
水
路
が
汚
れ
て
い
て
ピ
ッ
ク
リ
し
た
」
と

い
う
意
見
が
多
く
、
参
加
後
も
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
恒

例
行
事
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
が
定
着
す
る
こ
と
は
、
土
地
改
良
区
と

し
て
も
農
業
用
水
路
の
新
た
な
維
持
管
理
体
制
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
て
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
。

・

ム

社
会
的
役
割
で
あ
る
農
村
風
震
の
保
全

地
域
の
小
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
水
源
地
で
あ
る

石
淵
ダ
ム
か
ら
ど
の
よ
う
に
水
が
流
れ
、
ど
の
よ
う
な
施

設
を
通
っ
て
ホ
タ
ル
が
す
ん
で
い
る
水
路
ま
で
流
れ
て
く

る
か
を
調
査
し
た
。
感
想
文
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
、

「
川
の
中
に
入
っ
て
網
を
持
っ
て
魚
を
取
り
観
察
し
た
こ

と
が

一
番
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
昔
前
ま
で
は
当
た
り
前
の
農
村
風
景
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
い
う
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
た
。
こ
う
い
っ
た
場
所
を
保
全
し
て
い
く
こ
と

も
土
地
改
良
区
の
社
会
的
役
割
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

車

両""""制唱団

(上)なかよしホ空ル探検隊

(下)ふる里水探検隊の石測ダム見学

こ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
総
合
学

習
の

一
環
と
し
て
「
水
の
学
習
」

の
時
間
が
あ
り
、
管
内
の
学
校
か

ら
改
良
区
と
水
の
役
割
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ス

ト
テ
ィ

l
チ
ャ

l
の
要
請
が
増
え

て
い
る
。
土
地
改
良
区
の

P
R
の

絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
積
極
的
に

対
応
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
そ

ば
の
水
路
ま
で
ど
の
よ
う
な
施
設
を
通
っ
て
水
が
流
れ
て

く
る
か
を
知
る
「
水
の
旅
」
で
あ
る
。

・

ム

住
民
参
加
の
水
路
を
考
え
る
会
組
織

「
造
る
水
路
か
ら
創
る
水
路
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
県
営

農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
」
で
改
修
さ
れ
る
水
路
を
対
象

に
、
地
域
住
民
の
参
加
を
募
り
「
水
路
を
考
え
る
会
」
を
組

織
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
計
画
作
り
を
進
め
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
は
、

一
回
目
に
参
加
者
全

員
で
現
地
を
歩
き
水
路
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
出
さ
れ

た
意
見
要
望
を
県
、
土
地
改
良
区
が
持
ち
帰
り
、
計
画
案
に

反
映
さ
せ
る
。
二
回
目
は
計
画
案
を
住
民
に
提
示
し
、
意

見
が
計
画
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
と

と
も
に
、
計
画
上
の
技
術
的
、
経
費
的
な
問
題
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
三
回
目
は
、
第
二
回
目
の
結
果
を
踏
ま
え
て
取

り
ま
と
め
た
計
画
案
を
検
討
し
、
最
終
計
画
案
と
し
て
ま

と
め
る
。
以
上
の
よ
う
な
手
法
で
行
っ
て
い
る
。

ど
の
水
路
で
も
、
計
画
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
・
要
望
が
出
る
。
参
加
者
全
員
で
検
討
し
作
り

上
げ
た
計
画
な
の
で
、
管
理
面
に
つ
い
て
も
自
然
と
責
任

を
持
つ
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
三
年
度
か
ら
は
、
水
路
改
修
に
伴
い
「
親
水
公
園
」

を
造
り
た
い
と
い
う
地
元
要
望
に
応
え
、
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
に
と
っ
て
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
啓
発
、

広
報
活
動
は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
広
く
触
れ
合
う
機
会
が
持
て
た

こ
と
は
何
物
に
も
変
え
が
た
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
今

ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
土
地
改
良
区
と
い
う

組
織
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
人
数
は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
手
応
え
は
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
。
管
内
の
小
学

校
や
地
域
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
加
し
、
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
あ
る
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
本
来
業
務
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
土
地
改
良
区
自
体
が
聞
か
れ
た

組
織
と
な
り
、
地
域
住
民
と
の
連
携
の
も
と
、
農
業
用
水

路
な
ど
の
新
た
な
維
持
管
理
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

は
、
将
来
に
向
け
て
不
可
欠
な
活
動
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
農
家
組
合
員
だ
け
を
相
手
に
し
て
き
た
土
地

改
良
区
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
だ

ま
だ
力
不
足
で
、
思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
い
面
も
あ
る
が
、

こ
れ
も
貴
重
な
体
験
と
思
い
頑
張
っ
て
い
る
。

現
在
は
補
助
事
業
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
人

的
に
も
経
費
的
に
も
か
な
り
の
出
費
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
活
動
の
成
果
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
出
始
め
て
き
た

昨
今
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
土

地
改
良
区
の
将
来
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

資
金
的
助
成
も
な
く
土
地
改
良
区
単
独
で
取
り
組
ん
で
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
。
農
家
組
合
員
の
賦
課
金
で
運
営
し

て
い
る
土
地
改
良
区
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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e 
山
形
県

川
と
生
き
る

し
い
山
形
づ
く
り

ー

l
環
境
・
文
化
・
経
済
の
視
点
で
県
民
運
動
を
推
進

山
形
県
文
化
環
境
部
文
化
振
興
課
最
上
川
創
成
主
査

}

(美
し

い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

)
4

佐
藤

「
広
き
野
を
な
が
れ
ゆ
け
ど
も
最
上
川

う
み
に
入
る
ま
で
に
ご
ら
ざ
り
け
り
」昭
和
天
皇
御
製

最
上
川
は
、
熊
本
県
の
球
磨
川
、
山
梨
県
・
静
岡
県
の

富
士
川
と
と
も
に
日
本
三
大
急
流
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

源
流
(
米
沢
市
)
か
ら
河
口
(
酒
田
市
)
ま
で
山
形
県
内

の
み
を
流
れ
る
。
一

つ
の
都
道
府
県
の
み

を
流
れ
る
川
と
し
て
は
、
北
海
道
を
除
く

と
、
全
国
第

一
位

(
二
二
九
M
)
の
大
河

で
あ
る
。

最
上
川
は
、
流
域
面
積
で
は
県
土
の
約

七
六
%
、
流
域
人
口
で
は
県
人
口
の
約
八

割
を
占
め
て
お
り
、
流
域
の
県
民
生
活
や

産
業
を
支
え
、
地
域
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

ま
た
、
県
内
に
お
け
る
日
常
生
活
や
産

業
活
動
か
ら
生
じ
る
排
水
や
ゴ
ミ
が
流
れ

込
む
こ
と
か
ら
、
最
上
川
は
山
形
県
の
環

境
を
映
し
出
す
鏡
と
も
言
え
る
。

県
の
長
期
計
画
で
あ
る
山
形
県
新
総
合

発
展
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
最
上
川
を
シ

ン
ボ
ル
と
し
た
美
し
い
山
形
づ
く
り
運
動
の
推
進
を
後
期

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
い
る
。

ヱ

美
し
い
山
形
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立

美
し
い
山
形

・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
以
下
「
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
)
は
、
こ
の
運
動
の
推
進
母
体
と
し
て
平
成
十
三

年
、
県
民
、

N
P
O
、
事

業
者
、
行
政
な
ど
が
参

加
し
て
設
立
さ
れ
た
。

会
員
は
、
設
立
時
に
三

十
八
人
で
あ
っ
た
が
、

昨
年
三
月
に
は
七
百
五

十
七
人
、
今
年
三
月
現

在
で
は
約
四
千
二
百
人

と
な
り
、
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「美

し
い
山
形
・
最
上
川

一

O
O年
プ
ラ
ン
」
(
十
四

年
七
月
)
を
策
定
し
た
。

身近な川や水辺の健康診断 (温海町)

12 

勇

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
環
境
、
文
化
、
地
域
経
済
の
視
点
か
ら

総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
最
上
川
を
は
じ
め
と

し
た
河
川
を
快
適
に
、
そ
し
て
美
し
い
山
形
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
県
民
、

N
P
O
、
事
業
者
、
大
学
、

回
、
県
、
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
、
協
働
に
よ
る
具
体

的
な
活
動
を
提
唱
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
く
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
県
民
運
動
で
あ
る
0

・

ム

清
流
部
会
な
ど

4
部
会
で
事
業
展
開

こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
現
在
四
つ
の
部
会
で
次
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

O
清
流
部
会

県
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
水
辺
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
十
四
年
度
か
ら
「
身
近
な
川
や
水
辺
の
健
康

診
断
」
(
水
質
調
査
な
ど
)
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
簡
易
水
質
検
査
器
材
(
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
)
な
ど
を

用
い
て
水
質
調
査
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
に

お
け
る
水
環
境
の
保
全
や
改
善
の
取
り
組
み
へ
の
参
加
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

参
加
状
況
は
、
初
年
度
は
五
十
五
グ
ル
ー
プ
、
昨
年
度

は
八
十
三
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
特
に
、
小
中
学
生
の

参
加
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

活
用
し
て
、
自
然
体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
参
加

し
た
小
学
生
か
ら
は
、
「
川
が
も
っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
魚
が
住
め
る
よ
う
に
、
生
活
排
水
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
調
査
に
加
え
、
環

境
分
析
関
係
の
事
業
所
、
大
学
、
行
政
機
関
等
に
専
門
的

な
調
査
の
実
施
を
呼
び
掛
け
、
調
査
デ
l
タ
を
共
有
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
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は
、
初
年
度
は
五
十
五
グ
ル
ー
プ
、
昨
年
度

は
八
十
三
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
特
に
、
小
中
学
生
の

参
加
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

活
用
し
て
、
自
然
体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
参
加

し
た
小
学
生
か
ら
は
、
「
川
が
も
っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
魚
が
住
め
る
よ
う
に
、
生
活
排
水
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
調
査
に
加
え
、
環

境
分
析
関
係
の
事
業
所
、
大
学
、
行
政
機
関
等
に
専
門
的

な
調
査
の
実
施
を
呼
び
掛
け
、
調
査
デ
l
タ
を
共
有
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
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O
散
乱
コ
ミ
対
策
部
会

河
川
や
海
岸
な
ど
の
散

乱
ゴ
ミ
を
無
く
す
た
め
、

十
四
年
度
か
ら
「
美
し
い

山
形
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
九

1
十
月
を

活
動
期
間
と
し
、
県
民
の

皆
さ
ん
が
ゴ
ミ
の
種
類
や

量
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

回
収
す
る
活
動
で
あ
る
。

初
年
度
は
六
グ
ル
ー
プ
、

昨
年
度
は
十
七
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
小
学

生
か
ら
は
、
「
最
上
川
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
新
た
な
グ

ル
ー
プ
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
河
川
清
掃

活
動
や

N
P
Oな
ど
が
行
う
清
掃
活
動
と
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。

な
お
、
各
参
加
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
で
公
表
し

て
い
る
。

O
最
上
川
文
化
部
会

人
と
川
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
希
薄
に
な
っ
た
今
日
、

水
を
大
切
に
す
る
生
活
文
化
や
川
遊
び
な
ど
、
水
や
川
に

親
し
む
地
域
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
活
動
団
体
が
実
施
す
る
、
川
や
水
辺
の
文
化
、
歴
史

に
親
し
む
学
習
活
動
(
最
上
川
地
域
学
講
座
)
を
支
援
し

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
、
さ
く
ら
物

語
(
仮
称
)
を
作
成
し
て
い
く
。
会
員
が
手

作
り
で
、
県
内
各
地
を
彩
っ
て
い
る
桜
に
関

す
る
物
語
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
最
上
川
舟
運
文
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
(
仮
称
)
を
開
催
し
、
パ
ネ
ラ
ー
に

よ
る
発
表
や
会
場
と
の
意
見
交
換
を
予
定

し
て
い
る
。

O
地
時
経
清
活
性
化
部
会

山
形
県
の
桜
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る

「
最
上
川
夢
の
桜
街
道
」
は
、
日
本

一
の

桜
街
道

1
調
和
の
と
れ
た
ふ
る
さ
と
の
原
風

景

1
を
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
を
実

現
す
る
た
め
、

①
川
沿
い
に
桜
の
名
所
を
整
備
し
②
桜
を

世
話
す
る
桜
守
を
育
成
し
③
山
形
県
が
桜
の
巨
木
の
盟
で

あ
る
こ
と
を
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
内
閣
官
房
の
都
市
再
生
本
部
(
本
部
長
・

内
閣
総
理
大
臣
)
か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
提
案
し
た

「最

上
川
夢
の
桜
街
道
の

推
進
に
係
る
調
査
」

が
全
国
都
市
再
生
モ

デ
ル
調
査
に
採
択
さ

れ
た
。
こ
の
調
査
で

は
、
県
内
全
市
町
村

の
協
力
を
得
て
、
新

た
な
植
栽
ポ
イ
ン
ト

や
植
栽
の
現
況
を
取

り
ま
と
め
た
。
今
年

度
か
ら
は
、
こ
の
ポ

美しい山形・クリーンアップキャンペーン(天童市)

最上川地域学講座 (村山市)

イ
ン
ト
へ
の
植
栽
を

重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
夢
の
桜
街
道
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

る
が
、
桜
を
中
心
に
、
県
内
の
水
辺
(
川
・
海
・
湖
沼
等
)

お
よ
び
山
が
含
ま
れ
る
美
し
い
写
真
を
募
集
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
仮
称
)

を
開
催
す
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
山
形
県
が

名
実
と
も
に
日
本
有
数
の
桜
の
巨
木
の
型
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
山
形
県
の
桜
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
日
本

一
の
桜
街
道
を
目
指
す
契
機
と

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
実
践
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
各
地
で
開
催
し
、
各
地
域
の
課
題
や
テ

l
マ
に
応
じ
て

関
係
者
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ

ン
パ
ワ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
、
活
動
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。・4新し

い
県
民
運
動
の
展
開

こ
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
事
業
の
企
画
立
案
か
ら

運
営
ま
で
、
県
民
、

N
P
0
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
、

「共
通
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
対
等
な
立
場
で
、

一
緒
に

考
え
み
ん
な
で
実
行
し
て
い
く
」
方
式
で
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
関
係
者
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
県
民
運
動
が
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
き
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

美
し
い
山
形
を
つ
く
り
あ
げ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

の
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

一

層
理
解
さ
れ
、
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
、
今
後

と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

〈参
考
〉
美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
係
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
C
刃
「

Z
号
ミ
g
g
g・ヨ
OGω
ヨ
直
ω〈〈
ω・0
『・」更

i事政$ω2004・5月号13 

川と生きる備 ト特集
戸d毛主

O
散
乱
コ
ミ
対
策
部
会

河
川
や
海
岸
な
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を
無
く
す
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、

十
四
年
度
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ら
「
美
し
い

山
形
・
ク
リ
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ン
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
九

1
十
月
を

活
動
期
間
と
し
、
県
民
の

皆
さ
ん
が
ゴ
ミ
の
種
類
や

量
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

回
収
す
る
活
動
で
あ
る
。

初
年
度
は
六
グ
ル
ー
プ
、

昨
年
度
は
十
七
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
小
学

生
か
ら
は
、
「
最
上
川
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
新
た
な
グ

ル
ー
プ
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
河
川
清
掃

活
動
や

N
P
Oな
ど
が
行
う
清
掃
活
動
と
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。

な
お
、
各
参
加
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
で
公
表
し

て
い
る
。

O
最
上
川
文
化
部
会

人
と
川
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
希
薄
に
な
っ
た
今
日
、

水
を
大
切
に
す
る
生
活
文
化
や
川
遊
び
な
ど
、
水
や
川
に

親
し
む
地
域
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
活
動
団
体
が
実
施
す
る
、
川
や
水
辺
の
文
化
、
歴
史

に
親
し
む
学
習
活
動
(
最
上
川
地
域
学
講
座
)
を
支
援
し

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
、
さ
く
ら
物

語
(
仮
称
)
を
作
成
し
て
い
く
。
会
員
が
手

作
り
で
、
県
内
各
地
を
彩
っ
て
い
る
桜
に
関

す
る
物
語
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
最
上
川
舟
運
文
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
(
仮
称
)
を
開
催
し
、
パ
ネ
ラ
ー
に

よ
る
発
表
や
会
場
と
の
意
見
交
換
を
予
定

し
て
い
る
。

O
地
時
経
清
活
性
化
部
会

山
形
県
の
桜
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る

「
最
上
川
夢
の
桜
街
道
」
は
、
日
本

一
の

桜
街
道

1
調
和
の
と
れ
た
ふ
る
さ
と
の
原
風

景

1
を
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
を
実

現
す
る
た
め
、

①
川
沿
い
に
桜
の
名
所
を
整
備
し
②
桜
を

世
話
す
る
桜
守
を
育
成
し
③
山
形
県
が
桜
の
巨
木
の
盟
で

あ
る
こ
と
を
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
内
閣
官
房
の
都
市
再
生
本
部
(
本
部
長
・

内
閣
総
理
大
臣
)
か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
提
案
し
た

「最

上
川
夢
の
桜
街
道
の

推
進
に
係
る
調
査
」

が
全
国
都
市
再
生
モ

デ
ル
調
査
に
採
択
さ

れ
た
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こ
の
調
査
で

は
、
県
内
全
市
町
村

の
協
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て
、
新
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な
植
栽
ポ
イ
ン
ト

や
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の
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を
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り
ま
と
め
た
。
今
年

度
か
ら
は
、
こ
の
ポ

美しい山形・クリーンアップキャンペーン(天童市)

最上川地域学講座 (村山市)

イ
ン
ト
へ
の
植
栽
を

重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
夢
の
桜
街
道
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

る
が
、
桜
を
中
心
に
、
県
内
の
水
辺
(
川
・
海
・
湖
沼
等
)

お
よ
び
山
が
含
ま
れ
る
美
し
い
写
真
を
募
集
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
仮
称
)

を
開
催
す
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
山
形
県
が

名
実
と
も
に
日
本
有
数
の
桜
の
巨
木
の
型
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
山
形
県
の
桜
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
日
本

一
の
桜
街
道
を
目
指
す
契
機
と

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
実
践
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
各
地
で
開
催
し
、
各
地
域
の
課
題
や
テ

l
マ
に
応
じ
て

関
係
者
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ

ン
パ
ワ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
、
活
動
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。・4新し

い
県
民
運
動
の
展
開

こ
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
事
業
の
企
画
立
案
か
ら

運
営
ま
で
、
県
民
、

N
P
0
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
、

「共
通
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
対
等
な
立
場
で
、

一
緒
に

考
え
み
ん
な
で
実
行
し
て
い
く
」
方
式
で
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
関
係
者
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
県
民
運
動
が
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
き
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

美
し
い
山
形
を
つ
く
り
あ
げ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

の
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

一

層
理
解
さ
れ
、
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
、
今
後

と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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川
と
生
き
る。
茨
械
県
藤
代
町

ー

l
N
P
O
が
協
力
し
地
域
再
生
と
経
費
削
減

N
P
O
小
貝
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
引

事
務
局

・

高
橋
晃
雄

h
F

一9
0
0万
円
の
町
の
負
担
で

‘一
6
干
人
の
野
外
活
動

地
域
再
生
事
業
の
推
進
と
経
費
の
削
減
。
自
治
体
に
求

め
ら
れ
て
い
る
相
反
す
る
要
求
に
、

N
P
O
と
自
治
体
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
「
町
の
負
担
は
、
年
間
九

百
万
円
、

二
万
人
以
上
の
施
設
利
用
と
六
千
人
の
野
外
活

動
」
と
い
う
高
い
行
政
効
果
を
上
げ
て
応
え
て
い
る
の
が

「
ふ
じ
し
ろ
・

三
次
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(
以
下
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
)
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

茨
城
県
藤
代
町
を
流
れ

る
小
貝
川
の
自
然
環
境

の
中
で
、
水
・
陸
・
空

の
三
次
元
を
活
用
し
て
、

大
人
も
子
供
も
、
高
齢

者
も
障
害
者
も
、
時
間

と
場
所
を
共
有
し
、
思

い
つ
き
り
遊
び
、
学
び
、

交
流
す
る
こ
と
を
目
的

に
N
P
O
小
良
川
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
幻
(
以
下
N
P
O
)
と
側
ハ

l
モ
ニ

ィ
セ
ン
タ

ー
が
藤
代
町
、
国
土
交
通
省
、
各
種
団
体
と
協
力
し
て
進

め
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
、
公
共
施
設
「
小

貝
川
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
」
の
管
理
運
営
、
小
貝
川
で
の
野

外
体
験
活
動
と
小
貝
川
ポ
ニ

l
牧
場
の
運
営
な
ど
。

小
貝
川
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
は
、
藤
代
町
の
高
齢
福
祉
施

設
と
し
て
、
茨
城
県
の
十
割
補
助
で
十
四
年
に
竣
工
し
た

建
坪
約
百
坪
の
木
造
平
屋
建
て
の
建
物
で
あ
る
。
高
齢
者

施
設
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て

支
援
、
生
涯
学
習
や
市
民
交
流
な
ど
多
用
途
に

使
え
る
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
三
団
体
が

定
期
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
障
害
者
団
体
、
文
化

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
、
十
五
年

度
の
施
設
利
用
者
は
約
二
万
人
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
福
祉
法
人
「
ポ
ニ

i
の
会
」
の
作
業
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
緒
に
施
設
内
の
喫
茶
室
で
、

ケ
l
キ
・
軽
食
と
生
活
雑
貨
を
販
売
し
て
い
る
。

N
P
O
は
、
藤
代
町
と
委
託
契
約
を
結
び
、

施
設
の
維
持
管
理
と
利
用
者
間
の
調
整
な
ど
を

高齢者の健康維持を目的としたシニア乗馬教室

14 

行
い
、
ま
た
、
施
設
を

N
P
O事
務
所
、
牧
場
の
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

野
外
体
験
活
動
の
基
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

野
外
体
験
活
動
は
、
町
内
の
小
学
校
が
行
う
小
貝
川
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
「
総
合
学
習
の
支
援
」
、
川
で
の
遊

び
方
や
危
険
回
避
の
方
法
を
体
験
活
動
を
通
じ
て
学
ぶ

「
子
ど
も
水
辺
安
全
講
座
」
、
学
校
週
五
日
制
支
援
事
業
と

し
て
、
小
貝
川
の
上
流
か
ら
リ
レ

l
方
式
で

E
ボ
1
ト

(
組
み
立
て
式
の
十
人
乗
り
ボ
l
ト
)
で
冒
険
川
下
り
を

す
る
「
小
貝
川
E
ボ
l
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
や
地
元
の
高
齢

者
が
講
師
に
な
っ
て
ツ
リ

1
ハ
ウ
ス
や
ペ
ー
パ
ー
グ
ラ
イ

ダ
ー
を
子
供
た
ち
に
教
え
る
「
小
貝
川
土
曜
学
校
」
で
あ

る
。
ま
た
、
障
害
児
団
体
と
協
同
し
て
障
害
児
と
健
常
児

が
乗
馬
や
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
交
流
す
る
「
小

良
川
夢
乗
馬
」
や
自
治
体
教
育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
自
然
体
験
活
動
を
指
導
し
、
十
五
年
度
の
自
然
体
験

活
動
の
参
加
者
は
約
千
三
百
人
で
あ
っ
た
。

小
貝
川
ポ
ニ

l
牧
場
は
、
相
模
原
市
、
葛
飾
区
、
目
黒

区
か
ら
動
物
広
場
、
ポ
ニ

l
ス
ク
ー
ル
の
委
託
を
受
け
て

い
る
青
少
年
財
団
ハ

1
モ
ニ
イ
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い

る
。
現
在
、

三
人
の
職
員
が
十
頭
の
馬
を
使
っ
て
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
ポ
ニ

l
教
室
と
、
成
人
・
高
齢
者

・
障

害
者
を
対
象
と
し
た
乗
馬
教
室
、
団
体
を
対
象
と
し
た
牧

場
体
験
、
誰
で
も
気
軽
に
乗
れ
る
引
き
馬
を
行
っ
て
い
る
。

十
五
年
度
の
利
用
者
は
約
四
千
四
百
人
。

'
一

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

・

」

福
祉
・
教
育
の
ゾ

l
ン
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
実
行
委
員
会

(
N
P
O
の
前
身
)

が
十

一
年
ま
で
に
行
っ
た
ポ
ニ

l
乗
馬
や

E
ボ
l
ト
体
験

な
ど
の
三
回
の
社
会
実
験
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の
イ
ベ

2004・5月号泌総ω
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P
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ク
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P
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ク
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。
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ク
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・
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齢
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P
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験
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。
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川と生きる備ト特集
〆~、~

ン
ト
に
は
延
べ

二
千
四
百
人
が
参
加
、

三
万
四
千
人
の
藤
代
町
と
し
て
は
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
藤
代
町
も
、

小
貝
川
は
福
祉
と
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

常
設
と
し
て
絶
好
の
ゾ

l
ン
で
あ
る
と
認

識
。
翌
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
に

向
け
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
藤
代
町
は
駅
前

再
開
発
の
失
敗
か
ら
県
下
最
悪
の
財
政
難
に

陥
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
は
暗
礁
に

乗
り
上
げ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
時
、
実
行

委
員
会
の

一
員
で
も
あ
る
ハ

l
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
理
事
長

大
野
重
男
氏
が
「
初
め
に
予
算
あ
り
き
で
は
な
い
。
初
め

に
夢
あ
り
き
、
思
い
あ
り
き
だ
。
ま
ず
は
、
皆
で
出
せ
る

も
の
を
持
ち
寄
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
を
実
現
さ

せ
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
ハ

l
モ
ニ
イ
セ
ン
タ
ー
自
ら
、

三
人
の
職
員
と
九
頭
の
馬
、
仮
設
場
房
の
提
供
を
申
し
出

た
。
そ
の
熱
意
に
打
た
れ
た
人
々
が
奔
走
し
、
牧
場
建
設

に
使
う
資
材
と
仮
設
事
務
所
を
入
手
。
町
は
建
設
用
地
を

提
供
し
、
国
土
交
通
省
は
小
員
川
河
川
敷
の
利
用
を
認
め
、

十
三
年
五
月
、
「
小
貝
川
ポ
ニ

l
牧
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
こ
の
年
、
夏
休
み
中
の
ポ
ニ

l
ス
ク
ー
ル
参
加
者
は

延
べ
千
人
を
突
破
。
川
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
、
全
国
E
ボ
l
ト
交
流
大
会
出
場
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
藤
代
町
に
定
着
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
、
実
行
委
員
会
を
N
P
O
に

法
人
化
、
「
小
貝
川
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
」
も
完
成
し
た
。

ヱ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
低
コ
ス
ト
運
営

藤
代
町
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
出
し
て
い
る
予
算
の
内

人
口

福祉、教育施設として多目的に利用されている

小貝川生き生きクラフ

訳
は
、
「
小
貝
川
生
き
生
き
ク

ラ
ブ
」
の
管
理
運
営
委
託
料
と

し
て

N
P
O
に
三
百
万
円
、
ハ

I
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

「
小
員
川
ポ
ニ

l
牧
場
」
の
運

営
助
成
金
と
し
て
五
百
七
十
万

円
で
あ
る
。
こ
の
予
算
額
で
年

間
二
万
人
が
利
用
す
る
公
共
施

設
を
維
持
管
理
し
、
千
三
百
人

の
子
供
た
ち
が
野
外
体
験
活
動

に
参
加
し
、
四
千
四
百
人
が
乗

馬
を
楽
し
ん
で
い
る
。
も
し
、
こ
の
事
業
を
自
治
体
が
行

え
ば
、
経
費
は
三
倍
以
上
必
要
で
あ
ろ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
低
コ
ス
ト
で
運
営
で
き
て
い
る
の

は
、
団
体
の
活
用
、
人
材
の
育
成
、
自
主
財
源
の
確
保
と

自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
牧
場
の
運
営
に
乗
馬
を
活
用
し
た
青
少
年
教
育
に

優
れ
た
ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い

る
ハ

l
モ
ニ
イ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
た
こ
と
。
人
材
の

育
成
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
プ

ロ
意
識
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
て

い
る
。
野
外
体
験
活
動
従
事
者
の
育

成
で
は
、

R
A
C
(
川
に
学
ぶ
体
験

活
動
協
議
会
)
の
協
力
を
得
て
「
川

で
楽
し
く
安
全
に
遊
ぶ
た
め
の
指
導

者
育
成
講
座
」
を
毎
年
開
講
し
て
い

る
。
自
主
財
源
は
、
牧
場
利
用
者
か

ら
の
乗
馬
料
は
牧
場
運
営
に
充
当
し
、

河
川
整
備
基
金
な
ど
の
助
成
金
を
小

員
川
で
の
野
外
体
験
活
動
事
業
に
充

て
て
い
る
。
ま
た
、
喫
茶
底
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
利
益
を

N
P
O
運
営
費
に
当
て
る
。
自
治
体
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
広
報
誌
を
町
の
公
報
に
折
込
ん
で
全
戸
に
配
布
し
て
も

ら
い
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
発
行
の
情
報
誌
に
野
外
体
験

活
動
の
参
加
者
募
集
を
掲
載
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ヱ

全
国
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
展
開
ヘ

私
は
、
「
ふ
じ
し
ろ
・

三
次
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

様
の
事
業
は
全
国
で
の
展
開
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
水
辺
(
海
も
含
め
て
)
や
都
市

公
園
の
無
い
自
治
体
は
な
い
し
、
多
く
の
自
治
体
が
抱
え

て
い
る
空
き
教
室
や
利
用
の
少
な
い
公
共
施
設
が
活
用
で

き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
短
期
間
の
講
習
で
プ
ロ
集
団
に

生
ま
れ
変
わ
る
。
ま
た
、
藤
代
町
の
よ
う
に
公
共
施
設
、

乗
馬
、
野
外
体
験
活
動
の
全
て
が
そ
ろ
っ
て
い
る
必
要
も

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
生
か
し
た
い
も
の
を
組
み
合

わ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
立
と
活
動
が
可
能
で
あ
る
。

本
年
度
は
、

N
P
O
、ハ

l
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

R
A
C

と
他
の
団
体
が
共
同
し
て
、
「
ふ
じ
し
ろ
・

三
次
元
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
」
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開

し
、
全
国
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る
「

N
P
O
組
織
に
よ
る
公
共
施
設
の
管

理
運
営
と
野
外
で
の
教
育
・
福
祉
活
動
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」
を
展
開
す
る
。
関

心
を
持
た
れ
た
自
治
体
担
当
者
、
団
体
関

係
者
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町内小学生が行った小貝川を素材とした総合学

習で、フィールドワークを支援

泊迫雇~~
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ン
ト
に
は
延
べ

二
千
四
百
人
が
参
加
、

三
万
四
千
人
の
藤
代
町
と
し
て
は
大
き
な
成

果
を
上
げ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
藤
代
町
も
、

小
貝
川
は
福
祉
と
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

常
設
と
し
て
絶
好
の
ゾ

l
ン
で
あ
る
と
認

識
。
翌
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
に

向
け
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
藤
代
町
は
駅
前

再
開
発
の
失
敗
か
ら
県
下
最
悪
の
財
政
難
に

陥
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
は
暗
礁
に

乗
り
上
げ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
時
、
実
行

委
員
会
の

一
員
で
も
あ
る
ハ

l
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
理
事
長

大
野
重
男
氏
が
「
初
め
に
予
算
あ
り
き
で
は
な
い
。
初
め

に
夢
あ
り
き
、
思
い
あ
り
き
だ
。
ま
ず
は
、
皆
で
出
せ
る

も
の
を
持
ち
寄
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
常
設
化
を
実
現
さ

せ
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
ハ

l
モ
ニ
イ
セ
ン
タ
ー
自
ら
、

三
人
の
職
員
と
九
頭
の
馬
、
仮
設
場
房
の
提
供
を
申
し
出

た
。
そ
の
熱
意
に
打
た
れ
た
人
々
が
奔
走
し
、
牧
場
建
設

に
使
う
資
材
と
仮
設
事
務
所
を
入
手
。
町
は
建
設
用
地
を

提
供
し
、
国
土
交
通
省
は
小
員
川
河
川
敷
の
利
用
を
認
め
、

十
三
年
五
月
、
「
小
貝
川
ポ
ニ

l
牧
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
こ
の
年
、
夏
休
み
中
の
ポ
ニ

l
ス
ク
ー
ル
参
加
者
は

延
べ
千
人
を
突
破
。
川
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
、
全
国
E
ボ
l
ト
交
流
大
会
出
場
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
藤
代
町
に
定
着
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
、
実
行
委
員
会
を
N
P
O
に

法
人
化
、
「
小
貝
川
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
」
も
完
成
し
た
。

ヱ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
低
コ
ス
ト
運
営

藤
代
町
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
出
し
て
い
る
予
算
の
内

人
口

福祉、教育施設として多目的に利用されている

小貝川生き生きクラフ

訳
は
、
「
小
貝
川
生
き
生
き
ク

ラ
ブ
」
の
管
理
運
営
委
託
料
と

し
て

N
P
O
に
三
百
万
円
、
ハ

I
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

「
小
員
川
ポ
ニ

l
牧
場
」
の
運

営
助
成
金
と
し
て
五
百
七
十
万

円
で
あ
る
。
こ
の
予
算
額
で
年

間
二
万
人
が
利
用
す
る
公
共
施

設
を
維
持
管
理
し
、
千
三
百
人

の
子
供
た
ち
が
野
外
体
験
活
動

に
参
加
し
、
四
千
四
百
人
が
乗

馬
を
楽
し
ん
で
い
る
。
も
し
、
こ
の
事
業
を
自
治
体
が
行

え
ば
、
経
費
は
三
倍
以
上
必
要
で
あ
ろ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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低
コ
ス
ト
で
運
営
で
き
て
い
る
の

は
、
団
体
の
活
用
、
人
材
の
育
成
、
自
主
財
源
の
確
保
と

自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
よ
る
も
の
で
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る
。
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の
運
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し
た
青
少
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ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
両
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ノ
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ハ
ウ
を
持
っ
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い
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ハ

l
モ
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イ
セ
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協
力
を
得
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こ
と
。
人
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ボ
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テ
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プ
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を
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導
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ど
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誌
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ら
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。
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あ
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も
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と
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が
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で
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る
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に
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の
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と
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で
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構
浜
市

川
と
生
き
る

市
民
の

ー

l
横
浜
の
川
づ
く
り
か
ら

私
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
十
八
年
間
横
浜
市
職
員
と

し
て
河
川
事
業
に
携
わ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
横
浜
の
事
例

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
川
づ
く
り
の
課
題
を

考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ヱ

川
と
人
の
か
か
わ
り
の
再
生

横
浜
市
の
栄
区
で
昭
和
五
十
七
年
度
に
実
施
し
た
「
い

た
ち
川
」
の
低
水
路
工
事
は
、
河
川
改
修
に
よ
っ
て
単
調

に
な
っ
た
川
底
に
自
然
的
な
流
路
形
態
を
復
元
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
地
元
住
民
の

反
対
で
し
ば
ら
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
こ
ん
な
汚
い
川
で
そ
ん
な
こ
と
し
て
も
無
駄
だ
。
余
計

な
こ
と
す
る
な
!
」
と
い
う
の
が
説
明
会
に
参
加
し
た
住

民
の
大
多
数
で
あ
り
、
賛
同
す
る
意
見
は

一
つ
も
出
な
か

っ
た
。
今
風
に
言
え
ば
「
無
駄
な
公
共
事
業
」
の
典
型
と

言
う
わ
け
で
あ
る
。
町
内
会
長
さ
ん
の
計
ら
い
で
何
と
か

工
事
を
実
施
し
た
が
、
工
事
後

一
1
二
年
間
は
苦
情
が
殺

到
し
た
。
「
子
供
が
川
に
入
っ
て
遊
ん
で
い
る
。
け
が
を

し
た
ら
ど
う
す
る
!
」
「
川
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
と
指

導
し
て
い
る
。
市
役
所
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
川
に
階
段

制
吉
村
伸
一
流
域
計
画
室

代
表
取
締
役

・

吉
村
伸

を
付
け
た
の
で
す
か
?
」
と
い
う
小
学
校
の
先
生
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
。

都
市
河
川
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

一
番
の
問
題

は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
川
が
流
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
川
は
流
れ
て
い
る
が
、
市
民
は
身
近
な

「
か
か
わ
り
の
環
境
」
と
し
て
川
を
意
識
し
て
い
な
い
。

川
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

川
の
再
生
は
、
川
そ
の
も
の
の
再
生
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
豊
か
さ
を
再
生
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
工
事
か
ら
二
十
数
年
経
っ

て
、
い
た
ち
川
は
市
民
の
暮
ら
し
の
中
を
流
れ
る
存
在
に

な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

い
た
ち
川
は
、
も
と
も
と
蛇
行
の
激
し
い
川
で
あ
る
が
、

昭
和
四
十
年
代
に
策
定
さ
れ
た
河
川
改
修
計
画
は
、
蛇
行

河
川
を
直
線
的
に
改
修
す
る
も
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
旧
河
道
が
数
多
く
発
生
す
る
。
平

成
元
年
度
に
策
定
し
た
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
で
は
、

こ
う
し
た
旧
河
道
や
旧
河
道
と
新
河
道
に
挟
ま
れ
た
民
有

地
を

一
体
的
に
整
備
す
る
計
画
と
し
た
。
し
か
し
、
地
権

者
説
明
会
で
は
、
計
画
に
対
す
る
疑
問
が
続
出
し
た
。
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「
川
を
直
線
化
す
る
計
画
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
計
画
そ
の
も
の
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
至
極
も
っ
と
も
な
意
見
で
あ
る
。
川
沿
い

の
土
地
は
市
街
化
区
域
内
に
あ
り
、
地
権
者
か
ら
み
れ
ば
、

治
水
上
必
要
な
土
地
だ
け
で
な
く
環
境
の
た
め
の
土
地
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
資
産
と
し
て
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
地
権
者
の
方
々
の
理
解

や
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
こ
の
よ
う
な
事
業
は
な
か
な
か

前
に
進
ま
な
い
。

い
た
ち
川
稲
荷
森
の
水
辺
は
、
地
権
者
の
協
力
で
実
現

し
た
水
辺
拠
点
の

一
つ
で
あ
る
。
旧
河
道
を
そ
の
ま
ま
川

と
し
て
残
し
、
新
河
道
に
も
水
を
流
す
。
周
辺
の
土
地
を

買
収
し
て
周
辺
の
自
然
景
観
と

一
体
と
な
っ
た
空
間
整
備

を
行
な
っ
て
い
る
。
人
工
的
に
整
備
し
た
空
間
で
は
あ
る

が
、
も
と
も
と
そ
こ
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
水
辺
の
風
景

に
育
っ
て
い
く
よ
う
な
整
備
を
心
が
け
た
。
こ
こ
に
は
、

水
ぬ
る
む
こ
ろ
、
モ
ツ
ゴ
や
オ
イ
カ
ワ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
な

ど
の
稚
魚
が
群
れ
を
な
し
て
泳
ぐ
。
カ
ワ
セ
ミ
が
見
事
な

技
で
魚
を
捕
る
光
景
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
網
を
持
っ

た
子
供
た
ち
が
川
の
中
に
入
っ
て
魚
取
り
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
そ
ん
な
川
の
風
景
が
少
し

ず
つ
横
浜
の
ま
ち
に
で
き
て
い
く
と
、
川
が
暮
ら
し
と
結

び
付
い
て
流
れ
、
人
々
の
川
に
対
す
る
行
為
も
少
し
ず
つ

豊
か
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

・
ム

縦
割
り
領
域
を
上
手
に
つ
な
ぐ

川
は
川
、
道
路
は
道
路
、
公
園
は
公
園
と
い
う
風
に
、

公
共
事
業
は
縦
割
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
な
が
り

の
空
間
が
事
業
主
体
や
管
理
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
と
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
課
題

2004・5月号油取~~

特
集

摩

@ 

構
浜
市

川
と
生
き
る

市
民
の

ー

l
横
浜
の
川
づ
く
り
か
ら

私
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
十
八
年
間
横
浜
市
職
員
と

し
て
河
川
事
業
に
携
わ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
横
浜
の
事
例

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
川
づ
く
り
の
課
題
を

考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ヱ

川
と
人
の
か
か
わ
り
の
再
生

横
浜
市
の
栄
区
で
昭
和
五
十
七
年
度
に
実
施
し
た
「
い

た
ち
川
」
の
低
水
路
工
事
は
、
河
川
改
修
に
よ
っ
て
単
調

に
な
っ
た
川
底
に
自
然
的
な
流
路
形
態
を
復
元
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
地
元
住
民
の

反
対
で
し
ば
ら
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
こ
ん
な
汚
い
川
で
そ
ん
な
こ
と
し
て
も
無
駄
だ
。
余
計

な
こ
と
す
る
な
!
」
と
い
う
の
が
説
明
会
に
参
加
し
た
住

民
の
大
多
数
で
あ
り
、
賛
同
す
る
意
見
は

一
つ
も
出
な
か

っ
た
。
今
風
に
言
え
ば
「
無
駄
な
公
共
事
業
」
の
典
型
と

言
う
わ
け
で
あ
る
。
町
内
会
長
さ
ん
の
計
ら
い
で
何
と
か

工
事
を
実
施
し
た
が
、
工
事
後

一
1
二
年
間
は
苦
情
が
殺

到
し
た
。
「
子
供
が
川
に
入
っ
て
遊
ん
で
い
る
。
け
が
を

し
た
ら
ど
う
す
る
!
」
「
川
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
と
指

導
し
て
い
る
。
市
役
所
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
川
に
階
段

制
吉
村
伸
一
流
域
計
画
室

代
表
取
締
役

・

吉
村
伸

を
付
け
た
の
で
す
か
?
」
と
い
う
小
学
校
の
先
生
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
。

都
市
河
川
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

一
番
の
問
題

は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
川
が
流
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
川
は
流
れ
て
い
る
が
、
市
民
は
身
近
な

「
か
か
わ
り
の
環
境
」
と
し
て
川
を
意
識
し
て
い
な
い
。

川
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

川
の
再
生
は
、
川
そ
の
も
の
の
再
生
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
豊
か
さ
を
再
生
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
工
事
か
ら
二
十
数
年
経
っ

て
、
い
た
ち
川
は
市
民
の
暮
ら
し
の
中
を
流
れ
る
存
在
に

な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

い
た
ち
川
は
、
も
と
も
と
蛇
行
の
激
し
い
川
で
あ
る
が
、

昭
和
四
十
年
代
に
策
定
さ
れ
た
河
川
改
修
計
画
は
、
蛇
行

河
川
を
直
線
的
に
改
修
す
る
も
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
旧
河
道
が
数
多
く
発
生
す
る
。
平

成
元
年
度
に
策
定
し
た
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
で
は
、

こ
う
し
た
旧
河
道
や
旧
河
道
と
新
河
道
に
挟
ま
れ
た
民
有

地
を

一
体
的
に
整
備
す
る
計
画
と
し
た
。
し
か
し
、
地
権

者
説
明
会
で
は
、
計
画
に
対
す
る
疑
問
が
続
出
し
た
。
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「
川
を
直
線
化
す
る
計
画
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
計
画
そ
の
も
の
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
至
極
も
っ
と
も
な
意
見
で
あ
る
。
川
沿
い

の
土
地
は
市
街
化
区
域
内
に
あ
り
、
地
権
者
か
ら
み
れ
ば
、

治
水
上
必
要
な
土
地
だ
け
で
な
く
環
境
の
た
め
の
土
地
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
資
産
と
し
て
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
地
権
者
の
方
々
の
理
解

や
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
こ
の
よ
う
な
事
業
は
な
か
な
か

前
に
進
ま
な
い
。

い
た
ち
川
稲
荷
森
の
水
辺
は
、
地
権
者
の
協
力
で
実
現

し
た
水
辺
拠
点
の

一
つ
で
あ
る
。
旧
河
道
を
そ
の
ま
ま
川

と
し
て
残
し
、
新
河
道
に
も
水
を
流
す
。
周
辺
の
土
地
を

買
収
し
て
周
辺
の
自
然
景
観
と

一
体
と
な
っ
た
空
間
整
備

を
行
な
っ
て
い
る
。
人
工
的
に
整
備
し
た
空
間
で
は
あ
る

が
、
も
と
も
と
そ
こ
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
水
辺
の
風
景

に
育
っ
て
い
く
よ
う
な
整
備
を
心
が
け
た
。
こ
こ
に
は
、

水
ぬ
る
む
こ
ろ
、
モ
ツ
ゴ
や
オ
イ
カ
ワ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
な

ど
の
稚
魚
が
群
れ
を
な
し
て
泳
ぐ
。
カ
ワ
セ
ミ
が
見
事
な

技
で
魚
を
捕
る
光
景
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
網
を
持
っ

た
子
供
た
ち
が
川
の
中
に
入
っ
て
魚
取
り
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
そ
ん
な
川
の
風
景
が
少
し

ず
つ
横
浜
の
ま
ち
に
で
き
て
い
く
と
、
川
が
暮
ら
し
と
結

び
付
い
て
流
れ
、
人
々
の
川
に
対
す
る
行
為
も
少
し
ず
つ

豊
か
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

・
ム

縦
割
り
領
域
を
上
手
に
つ
な
ぐ

川
は
川
、
道
路
は
道
路
、
公
園
は
公
園
と
い
う
風
に
、

公
共
事
業
は
縦
割
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
な
が
り

の
空
間
が
事
業
主
体
や
管
理
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
川
と
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
課
題

2004・5月号油取~~



川と生きる情子特集
戸d名

は
、
こ
う
し
た
境
界
領
域
を
上
手
に
つ
な
い
で
豊
か
な
空

間
に
再
編
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

横
浜
市
の
瀬
谷
区
を
流
れ
る
和
泉
川
で
は
、
現
在
「
ふ

る
さ
と
の
川
整
備
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
川
は
、

六
十
二
年
度
に
環
境
整
備
計
画
の
検
討
作
業
を
行
っ
た

が
、
和
泉
川
流
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
意
図
し
て
実
施
し
た
。

治
水
上
必
要
な
計
画
幅
を
超
え
て
川
を
広
げ
、
周
辺
の
森

や
農
地
を
取
り
込
ん
だ
り
し
て
、
川
を
軸
と
し
て
こ
ん
な

空
間
に
な
る
と
い
い
な
と
い
う
構
想
図
を
描
い
た
り
、
川

と
道
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
、
流
域
の
魅
力
資
源
と
川
を
ど
う

つ
な
ぐ
か
と
い
っ
た
課
題
を
検
討
し
た
。
"
絵
に
描
い
た

餅
“
と
い
う
側
面
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
単
な
る
絵

だ
か
ら
自
由
に
描
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
河
川
事
業

と
し
て
の
限
界
や
可
能
性
、
他
事
業
と
の
連
携
の
可
能
性

周辺の民有林と一体的な空間として利用できる和泉川東山の水辺。散策し

たり、水遊びをする子供の歓声が上がる

な
ど
を
検
討
す
る
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
検
討

の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
区
役
所

を
巻
き
込
み
、
流
域
に
あ
る

十

一
の
小
学
校
の
協
力
を
得

て
、
「
子
供
の
遊
び
環
境
調
査

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施

し
た
。
四
年
生
四
百
人
が
参

加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果

は
二
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
し

て
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

児
童
と
学
校
に
お
返
し
す
る
と
と
も
に
、
区
役
所
な
ど
の

窓
口
に
お
い
て
市
民
に
提
供
し
、
巻
き
込
み
た
い
関
係
部

局
に
配
布
し
た
。
今
進
め
ら
れ
て
い
る
和
泉
川
ふ
る
さ
と

の
川
整
備
事
業
は
、
こ
の
と
き
の
「
計
画
図
」
が
元
に
な

っ
て
い
る
。
た
い
て
い
、
こ
の
種
の
内
部
的
な
構
想
図
は

予
算
や
制
度
的
な
裏
付
け
が
な
く
、
担
当
者
も
変
わ
っ
て

お
蔵
入
り
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
現
に
向
け
た
戦
略
や

持
続
的
な
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

ー

水
辺
を
意
識
し
た
住
宅
建
て
替
え
も

和
泉
川
東
山
の
水
辺
は
、
隣
接
す
る
市
街
化
区
域
の
山

林
と
接
す
る
よ
う
に
川
幅
を
広
げ
、
山
林
は
緑
政
局
の

「
ふ
れ
あ
い
の
樹
林
」
制
度
に
よ
っ
て
地
主
さ
ん
か
ら
お

借
り
し
て
市
民
が
森
の
中
を
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
場
所
は
、
ス
プ
ロ

l
ル
化
し
た
戸
建
て
の
住

宅
地
が

一
方
に
接
し
て
い
る
が
、
最
近
水
辺
を
意
識
し
た

住
宅
の
建
て
替
え
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
住
む
人
の
暮
ら

し
が
水
辺
住
宅
の
建
て
替
え
と
い
う

形
で
現
れ
、
川
を
軸
と
し
て
住
宅
地

と
山
林
と
が
ひ
と
つ
な
が
り
の
空
間

と
し
て
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
理
的
な

空
間
の
つ
な
が
り
だ
け
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
住
み
こ
こ

に
訪
れ
る
人
を
包
み
込
む
環
境
、
先

の
言
葉
で
言
え
ば
「
か
か
わ
り
の
空

間
」
と
し
て
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
こ
に
は
、
い
つ
も
人
の
気
配
が

あ
る
。
い
つ
も
、
ど
こ
か
ら
か
人
が

わ
い
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
空
間
が
人
を
呼
ぶ
と
い
う

か
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
。
地
元
に
住
む
人
た
ち
が

「
東
山
の
水
辺
愛
護
会
」
を
つ
く
り
、
清
掃
や
草
刈
り
な

ど
の
活
動
を
毎
月
行
っ
て
い
る
。
初
期
の
こ
ろ
は
芝
生
公

園
の
よ
う
に
き
れ
い
に
管
理
し
て
い
た
が
、
水
際
の
草
や

原
つ
ぱ
の
野
草
を
保
全
す
る
な
ど
、
植
物
に
ま
つ
わ
る
生

き
物
の
こ
と
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
十
二
年
度
に
行
っ
た
和
泉
川
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で

は
、
子
供
の
こ
ろ
の
川
体
験
の
話
で
が
ぜ
ん
盛
り
上
が
っ

た
。
小
さ
な
川
ば
か
り
し
か
な
い
横
浜
で
も
、
今
で
は
想

像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
豊
か
な
川
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
ん

の
数
十
年
前
ま
で
は
間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
時
代
が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、
身
近
な
川
と
の
か
か

わ
り
が
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
暮
ら
し
の
中
で
、
ふ
ら

っ
と
訪
れ
て
し
ま
う
河
川
空
間
を
ま
ち
の
中
に
張
り
巡
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い
る
。

東山の水辺下流にある和泉川関ヶ原の水辺。ここは斜面

林との連続性や生き物環境を意識して整備。ここにはカ

! ワセミがやってくる
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川と生きる情子特集
戸d名

は
、
こ
う
し
た
境
界
領
域
を
上
手
に
つ
な
い
で
豊
か
な
空

間
に
再
編
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

横
浜
市
の
瀬
谷
区
を
流
れ
る
和
泉
川
で
は
、
現
在
「
ふ

る
さ
と
の
川
整
備
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
川
は
、

六
十
二
年
度
に
環
境
整
備
計
画
の
検
討
作
業
を
行
っ
た

が
、
和
泉
川
流
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
意
図
し
て
実
施
し
た
。

治
水
上
必
要
な
計
画
幅
を
超
え
て
川
を
広
げ
、
周
辺
の
森

や
農
地
を
取
り
込
ん
だ
り
し
て
、
川
を
軸
と
し
て
こ
ん
な

空
間
に
な
る
と
い
い
な
と
い
う
構
想
図
を
描
い
た
り
、
川

と
道
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
、
流
域
の
魅
力
資
源
と
川
を
ど
う

つ
な
ぐ
か
と
い
っ
た
課
題
を
検
討
し
た
。
"
絵
に
描
い
た

餅
“
と
い
う
側
面
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
単
な
る
絵

だ
か
ら
自
由
に
描
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
河
川
事
業

と
し
て
の
限
界
や
可
能
性
、
他
事
業
と
の
連
携
の
可
能
性

周辺の民有林と一体的な空間として利用できる和泉川東山の水辺。散策し

たり、水遊びをする子供の歓声が上がる

な
ど
を
検
討
す
る
と
い
う
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
検
討

の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
区
役
所

を
巻
き
込
み
、
流
域
に
あ
る

十

一
の
小
学
校
の
協
力
を
得

て
、
「
子
供
の
遊
び
環
境
調
査

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施

し
た
。
四
年
生
四
百
人
が
参

加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果

は
二
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
し

て
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

児
童
と
学
校
に
お
返
し
す
る
と
と
も
に
、
区
役
所
な
ど
の

窓
口
に
お
い
て
市
民
に
提
供
し
、
巻
き
込
み
た
い
関
係
部

局
に
配
布
し
た
。
今
進
め
ら
れ
て
い
る
和
泉
川
ふ
る
さ
と

の
川
整
備
事
業
は
、
こ
の
と
き
の
「
計
画
図
」
が
元
に
な

っ
て
い
る
。
た
い
て
い
、
こ
の
種
の
内
部
的
な
構
想
図
は

予
算
や
制
度
的
な
裏
付
け
が
な
く
、
担
当
者
も
変
わ
っ
て

お
蔵
入
り
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
現
に
向
け
た
戦
略
や

持
続
的
な
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

ー

水
辺
を
意
識
し
た
住
宅
建
て
替
え
も

和
泉
川
東
山
の
水
辺
は
、
隣
接
す
る
市
街
化
区
域
の
山

林
と
接
す
る
よ
う
に
川
幅
を
広
げ
、
山
林
は
緑
政
局
の

「
ふ
れ
あ
い
の
樹
林
」
制
度
に
よ
っ
て
地
主
さ
ん
か
ら
お

借
り
し
て
市
民
が
森
の
中
を
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
場
所
は
、
ス
プ
ロ

l
ル
化
し
た
戸
建
て
の
住

宅
地
が

一
方
に
接
し
て
い
る
が
、
最
近
水
辺
を
意
識
し
た

住
宅
の
建
て
替
え
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
住
む
人
の
暮
ら

し
が
水
辺
住
宅
の
建
て
替
え
と
い
う

形
で
現
れ
、
川
を
軸
と
し
て
住
宅
地

と
山
林
と
が
ひ
と
つ
な
が
り
の
空
間

と
し
て
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
理
的
な

空
間
の
つ
な
が
り
だ
け
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
住
み
こ
こ

に
訪
れ
る
人
を
包
み
込
む
環
境
、
先

の
言
葉
で
言
え
ば
「
か
か
わ
り
の
空

間
」
と
し
て
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
こ
に
は
、
い
つ
も
人
の
気
配
が

あ
る
。
い
つ
も
、
ど
こ
か
ら
か
人
が

わ
い
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
空
間
が
人
を
呼
ぶ
と
い
う

か
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
。
地
元
に
住
む
人
た
ち
が

「
東
山
の
水
辺
愛
護
会
」
を
つ
く
り
、
清
掃
や
草
刈
り
な

ど
の
活
動
を
毎
月
行
っ
て
い
る
。
初
期
の
こ
ろ
は
芝
生
公

園
の
よ
う
に
き
れ
い
に
管
理
し
て
い
た
が
、
水
際
の
草
や

原
つ
ぱ
の
野
草
を
保
全
す
る
な
ど
、
植
物
に
ま
つ
わ
る
生

き
物
の
こ
と
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
十
二
年
度
に
行
っ
た
和
泉
川
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で

は
、
子
供
の
こ
ろ
の
川
体
験
の
話
で
が
ぜ
ん
盛
り
上
が
っ

た
。
小
さ
な
川
ば
か
り
し
か
な
い
横
浜
で
も
、
今
で
は
想

像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
豊
か
な
川
と
の
か
か
わ
り
が
ほ
ん

の
数
十
年
前
ま
で
は
間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
時
代
が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、
身
近
な
川
と
の
か
か

わ
り
が
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
暮
ら
し
の
中
で
、
ふ
ら

っ
と
訪
れ
て
し
ま
う
河
川
空
間
を
ま
ち
の
中
に
張
り
巡
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い
る
。

東山の水辺下流にある和泉川関ヶ原の水辺。ここは斜面

林との連続性や生き物環境を意識して整備。ここにはカ

! ワセミがやってくる

泌~ω2004・5月号17 
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石
川
県
七
尾
市

『
川
は
と
も
だ
ち
』
を
含
葉
に

コ
ミ
ュ
=
テ
ィ
ー
を
再
生

ー

l
ド
ブ
川
浄
化
で
マ
チ
と
ミ
セ
と
ヒ
ト
の
正
常
化
目
指
す

川
と
生
き
る

古
く
万
葉
の
時
代
か
ら
港
町
と
し
て
栄
え
た
七
尾
は
、

加
賀
百
万
石
の
前
田
利
家
が
最
初
に
城
持
ち
大
名
と
な
っ
み
そ
ぎ

た
ま
ち
で
あ
る
。
利
家
は
、
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
御
職

川
を
境
に
商
人
町
と
職
人
町
に
分
け
た
城
下
を
築
き
、
そ

の
町
割
は
現
在
も
中
心
市
街
地
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

「
家
々
に
珊
瑚
の
色
の
格
子
立
つ
能
登
の
な
、
お

の
御
誠
川
か
な
」
と
与
謝
野
晶
子
が
詠
ん
だ
御
誠
川
だ

が
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
は
典
型
的
な
都
市
河
川
の
歩
み

を
た
ど
り
、
急
激
に
汚
染
が
進
ん
だ
。

ー

か
け
が
え
の
な
い
地
減
資
源

株
式
会
社
御
職
川
は
、
御
誠
川
と
ま
ち

の
再
生
に
取
り
組
む
民
間
ま
ち
づ
く
り
会

社
で
あ
る
。
主
体
を
明
確
に
し
、
自
己
責

任
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
株
式

会
社
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
平
成
十

一

年
六
月
、
地
元
企
業
家
人
人
の
出
資
に
よ

り
資
本
金
五
千
万
円
(
後
に
六
千
八
百
万

円
に
増
資
)
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
活
動

制
御
桜
川

チ
!
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

• 森
山
奈
美

は
、
御
職
川
を
中
心
市
街
地
の
か
け
が
え
の
な
い
地
域
資

源
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
大
き
く

三
つ
の
柱
か
ら
な
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

①

御
誠
川
の
浄
化
に
関
わ
る
事
業

産
官
学
民
の
共
同
研
究
体
で
あ
る
「
御
蹴
川
浄
化
研
究

会
」
を
運
営
し
、
曝
気
方
式
と
植
物
浄
化
に
よ
る
浄
化
実

験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②

か
い
わ
い
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
関
わ
る
事
業

川
沿
い
に
魅
力
的
な
脂
を
誘
致

し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
工
芸
品
庖
、

美
容
院
、
飲
食
庖
な
ど
の
出
底
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
既
存
庖
と
の

連
携
で
回
遊
性
を
高
め
て
い
る
。

T
M
O
で
あ
る
七
尾
街
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
怖
と
の
協
働
に
よ
り
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
l
施
設
「
寄
合
処

御
誠
館
」
を
整
備
し
、
「
暮
ら
し

つ
く
舘
」
「
葦
・
い
し
り
亭
」
と

街の中心を流れる御飯川
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い
う
直
営
庖
で
、
能
登
の
生
活
文
化
を
発
信
し
て
い
る
。

③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
に
関
わ
る
事
業

川
と
の
関
係
を
取
り
戻
す
た
め
の
親
水
イ
ベ
ン
ト
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
う
。
川
へ
の
祈
り
実
行
委
員
会
な

ど
N
P
O
の
事
務
局
を
担
当
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人

材
育
成
と
川
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を

目
指
し
て
い
る
。

川
へ
の
祈
り
実
行
委
員
会
で
は
、
市
民
か
ら
集
め
た

「
川
へ
の
祈
り
フ
ァ
ン
ド
」
を
基
に
、
御
蹴
川
と
市
民
の

関
係
を
取
り
戻
す
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

川
そ
う
じ
&
川
あ
そ
び
や
源
流
へ
の
遠
足
、
ふ
る
さ
と

の
川
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

F
M

の
協
力
に
よ
っ
て
、
毎
週
水
曜
日
に
川
の
話
題
を
提
供
す

る
ラ
ジ
オ
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。
川
へ
の
祈
り
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
川
に
関
心
の
無
か
っ
た
層
へ
も
音

楽
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
十

五
年
度
に
開
催
し
た
「
排
水
路
対
抗
!
御
誠
川
浄
化
大

会
」
で
は
、
子
供
た
ち
が
流
域
の
家
庭
に
呼
び
掛
け
を
行

い
、
排
水
路
ご
と
の
静
化
を
競
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上

の
効
果
が
上
が
っ
た
。

・
ム

ミ
セ
づ
く
り
は
マ
チ
づ
く
り

私
た
ち
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ミ
セ
と
マ
チ
の

関
係
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
制
御
蔵
川
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
美
容
院
で
は
、

二
階
か
ら
見
下
ろ
す
御
蔵
川
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
決
め
、
美
し
い
女

性
を
川
沿
い
に
送
り
込
ん
で
く
れ
る
。
直
営
庖
の
い
し
り

亭
で
は
、
能
登
独
特
の
調
味
料
で
あ
る
「
い
し
り
」
料
理

を
提
供
し
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
水
の
大
切
さ
や
地
元

の
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
地
元
の
工
芸
品
を
紹
介
す

2004・5月号掛通事鋤
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し
た
美
容
院
で
は
、

二
階
か
ら
見
下
ろ
す
御
蔵
川
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
決
め
、
美
し
い
女

性
を
川
沿
い
に
送
り
込
ん
で
く
れ
る
。
直
営
庖
の
い
し
り

亭
で
は
、
能
登
独
特
の
調
味
料
で
あ
る
「
い
し
り
」
料
理

を
提
供
し
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
水
の
大
切
さ
や
地
元

の
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
地
元
の
工
芸
品
を
紹
介
す
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川と生きる崎 小特集
!，-~ 

る
こ
と
で
、
御
蹴
川
が
育
ん
だ
七
尾
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
く
。
夜
に
な
る
と
庖
の
灯
り
が
情
緒
的
な
川
沿
い
の
風

景
を
創
り
出
す
。

そ
の
庖
の
存
在
意
義
を
見
極
め
、
商
底
主
が
真
剣
に
庖

と
い
う
空
間
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
庖
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ち
に

と
っ
て
の
財
産
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。
川
沿
い
の
庖
は
、

川
に
目
を
向
け
る
人
々
を
増
や
し
、
私
た
ち
の
ま
ち
が
持

っ
て
い
る
財
産
を
確
か
め
合
う
場
で
あ
り
、
川
沿
い
に
元

気
を
吹
き
込
む
窓
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
御
誠
川
で
は
、

川
沿
い
の
底
か
ら
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、
ま
ち
と
川
の

一
体
的
な
再
生
を
目
指
し
て
い
る
。

ヱ

マ
チ
づ
く
り
は
物
語
づ
く
り

毎
年
五
月
三
1
五
日
、
七
尾
市
で
行
わ
れ
る
青
柏
祭
は
、

高
さ
十
二

m
と
い
う
日
本

一
の
「
で
か
山
」
が
曳
き
出
さ

れ
る
能
登
最
大
の
祭
礼
で
あ
る
。
祭
の
最
終
日
、
御
誠
川

の
仙
対
橋
付
近
に
三
台
の
で
か
山
が
そ
ろ
い
踏
み
す
る
。

仙
対
橋
の
欄
干
は
で
か
山
に
映
え
る
朱
色
。
ま
さ
に
「
ま

つ
り
の
橋
」
で
あ
る
。

御
誠
川
下
流
に
は
多
く
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
の
川
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

三
つ
の
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
l
マ
が
つ
け

ら
れ
た
。
泰
平
橋
は
、
七
尾
の
特
産
品
和
ろ
う
そ
く
に
ち

な
み
「
あ
か
り
の
橋
」
。
年
に
数
回
、
欄
干
に
燭
台
を
取

り
付
け
、
和
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
る
。
「
か
お
り
の
橋
」

長
生
橋
、
「
か
ざ
り
の
橋
」
慶
応
橋
、
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来

と
物
語
が
あ
る
。

橋
だ
け
で
は
な
い
。
市
内
に
残
る
近
代
建
築
、
伝
統
町

屋
の
数
々
、
営
ま
れ
る
生
活
の
す
べ
て
に
、
人
々
の
思
い

と
物
語
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
を
発
掘
し
、

顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
七
尾
ら
し
さ
」
を
紡
い

で
い
く
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
物
語
が
生
ま
れ
る
。
マ

チ
づ
く
り
と
は
、
こ
の
よ
う
な
物
語
を
次
々
と
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
だ
と
吾一
守
え
る
。

ヱ

川
づ
く
り
は
か
か
わ
り
づ
く
り

御
誠
川
が
汚
染
さ
れ
た
物
理
的
な
原
因
は
、
地
盤
沈
下

や
生
活
排
水
の
流
入
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
根
底

に
は
「
市
民
と
川
の
関
係
」
が
薄
れ
た
こ
と
が
問
題
と
し

て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
活
動
は
、
ド
ブ
川
と
呼

ば
れ
て
背
を
向
け
ら
れ
た
川
と
、
も
う

一
度
よ
り
を
戻
し
、

新
し
い
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

川
へ
の
祈
り
実
行
委
員
会
で
は
、
御
誠
川
浄
化
研
究
会

へ
の
参
画
に
よ
る
直
接
的
な
浄
化
に
か
か
わ
る
活
動
も

「
市
民
と
川
と
の
関
係
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
視
点
を
持

ち
続
け
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
装
置
実
験
に
取
り
組
み

つ
つ
も
、
私
た
ち
が
本
当

に
目
指
す
の
は
、
装
置
を

付
け
ず
に
川
と
市
民
と
の

か
か
わ
り
で
川
を
再
生
す

る
こ
と
だ
。
合
言
葉
は
「
川

は
と
も
だ
ち
」
。
川
掃
除
さ

え
も
「
ひ
と
つ
の
川
と
の

か
か
わ
り
方
」
と
い
う
と

ら
え
方
で
あ
り
、
重
苦
し

い
使
命
感
や
責
任
感
よ
り

も
川
と
か
か
わ
る
楽
し
き

ゃ
充
実
感
を
重
視
し
て
い

る
点
が
、

N
P
O
ら
し
い

柔
軟
な
活
動
を
生
ん
で
い
る
。

市
民
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら
れ
る
浄
化
で

は
、
本
当
の
意
味
で
の
川
の
再
生
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
「
川
」
を
「
ま
ち
」
に
置
き
換
え
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。
ま
ち
は
、
市
民
が
か
か
わ
り
、
世
話
を
焼
き
、

手
を
か
け
続
け
る
こ
と
で
、
輝
き
を
増
す
0

・
ム

か
か
わ
り
と
つ
な
が
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

御
誠
川
の
浄
化
と
は
、
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
自
然
資

源
の
循
環
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
「
川
沿
い
の
に
ぎ
わ

い
創
出
」
と
は
、
ま
ち
の
文
化
に
支
え
ら
れ
た
地
元
資
本

の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
地
域
経
済
の
循
環
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
」
と

は
、
ま
ち
へ
の
想
い
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
思
想
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
附
御
職
川
の
事
業
は
、

三
つ
の
循

環
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
チ
と
ミ
セ
と
ヒ
ト
の
関

係
の
正
常
化
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に

は
、
主
体
を
つ
な
ぎ
、
か
か
わ
り
を
生
み
出
し
、

創
造
性
の
高
い
関
係
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
機

能
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
は
七
尾
全
体
を
調

整
し
、
オ
ー
プ
ン
に
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
諜
題
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
丁
寧
に
ク
リ
ア

し
な
が
ら
、
今
後
も
、
川
か
ら
の
恵
み
に
感
謝

し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
ま
ち
を
育
て
、

川
の
周
り
で
生
ま
れ
る
物
語
を
次
々
と
生
み
出

し
て
い
き
た
い
。

みんなで設置した植物による浄化装置
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る
こ
と
で
、
御
蹴
川
が
育
ん
だ
七
尾
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
く
。
夜
に
な
る
と
庖
の
灯
り
が
情
緒
的
な
川
沿
い
の
風

景
を
創
り
出
す
。

そ
の
庖
の
存
在
意
義
を
見
極
め
、
商
底
主
が
真
剣
に
庖

と
い
う
空
間
を
つ
く
り
出
す
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
庖
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ち
に

と
っ
て
の
財
産
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。
川
沿
い
の
庖
は
、

川
に
目
を
向
け
る
人
々
を
増
や
し
、
私
た
ち
の
ま
ち
が
持

っ
て
い
る
財
産
を
確
か
め
合
う
場
で
あ
り
、
川
沿
い
に
元

気
を
吹
き
込
む
窓
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
御
誠
川
で
は
、

川
沿
い
の
底
か
ら
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
、
ま
ち
と
川
の

一
体
的
な
再
生
を
目
指
し
て
い
る
。

ヱ

マ
チ
づ
く
り
は
物
語
づ
く
り

毎
年
五
月
三
1
五
日
、
七
尾
市
で
行
わ
れ
る
青
柏
祭
は
、

高
さ
十
二

m
と
い
う
日
本

一
の
「
で
か
山
」
が
曳
き
出
さ

れ
る
能
登
最
大
の
祭
礼
で
あ
る
。
祭
の
最
終
日
、
御
誠
川

の
仙
対
橋
付
近
に
三
台
の
で
か
山
が
そ
ろ
い
踏
み
す
る
。

仙
対
橋
の
欄
干
は
で
か
山
に
映
え
る
朱
色
。
ま
さ
に
「
ま

つ
り
の
橋
」
で
あ
る
。

御
誠
川
下
流
に
は
多
く
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
の
川
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

三
つ
の
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
l
マ
が
つ
け

ら
れ
た
。
泰
平
橋
は
、
七
尾
の
特
産
品
和
ろ
う
そ
く
に
ち

な
み
「
あ
か
り
の
橋
」
。
年
に
数
回
、
欄
干
に
燭
台
を
取

り
付
け
、
和
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
る
。
「
か
お
り
の
橋
」

長
生
橋
、
「
か
ざ
り
の
橋
」
慶
応
橋
、
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来

と
物
語
が
あ
る
。

橋
だ
け
で
は
な
い
。
市
内
に
残
る
近
代
建
築
、
伝
統
町

屋
の
数
々
、
営
ま
れ
る
生
活
の
す
べ
て
に
、
人
々
の
思
い

と
物
語
が
潜
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
を
発
掘
し
、

顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
七
尾
ら
し
さ
」
を
紡
い

で
い
く
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
物
語
が
生
ま
れ
る
。
マ

チ
づ
く
り
と
は
、
こ
の
よ
う
な
物
語
を
次
々
と
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
だ
と
吾一
守
え
る
。

ヱ

川
づ
く
り
は
か
か
わ
り
づ
く
り

御
誠
川
が
汚
染
さ
れ
た
物
理
的
な
原
因
は
、
地
盤
沈
下

や
生
活
排
水
の
流
入
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
根
底

に
は
「
市
民
と
川
の
関
係
」
が
薄
れ
た
こ
と
が
問
題
と
し

て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
活
動
は
、
ド
ブ
川
と
呼

ば
れ
て
背
を
向
け
ら
れ
た
川
と
、
も
う

一
度
よ
り
を
戻
し
、

新
し
い
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

川
へ
の
祈
り
実
行
委
員
会
で
は
、
御
誠
川
浄
化
研
究
会

へ
の
参
画
に
よ
る
直
接
的
な
浄
化
に
か
か
わ
る
活
動
も

「
市
民
と
川
と
の
関
係
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
視
点
を
持

ち
続
け
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。
装
置
実
験
に
取
り
組
み

つ
つ
も
、
私
た
ち
が
本
当

に
目
指
す
の
は
、
装
置
を

付
け
ず
に
川
と
市
民
と
の

か
か
わ
り
で
川
を
再
生
す

る
こ
と
だ
。
合
言
葉
は
「
川

は
と
も
だ
ち
」
。
川
掃
除
さ

え
も
「
ひ
と
つ
の
川
と
の

か
か
わ
り
方
」
と
い
う
と

ら
え
方
で
あ
り
、
重
苦
し

い
使
命
感
や
責
任
感
よ
り

も
川
と
か
か
わ
る
楽
し
き

ゃ
充
実
感
を
重
視
し
て
い

る
点
が
、

N
P
O
ら
し
い

柔
軟
な
活
動
を
生
ん
で
い
る
。

市
民
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら
れ
る
浄
化
で

は
、
本
当
の
意
味
で
の
川
の
再
生
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
「
川
」
を
「
ま
ち
」
に
置
き
換
え
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。
ま
ち
は
、
市
民
が
か
か
わ
り
、
世
話
を
焼
き
、

手
を
か
け
続
け
る
こ
と
で
、
輝
き
を
増
す
0

・
ム

か
か
わ
り
と
つ
な
が
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

御
誠
川
の
浄
化
と
は
、
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
自
然
資

源
の
循
環
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
「
川
沿
い
の
に
ぎ
わ

い
創
出
」
と
は
、
ま
ち
の
文
化
に
支
え
ら
れ
た
地
元
資
本

の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
地
域
経
済
の
循
環
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
」
と

は
、
ま
ち
へ
の
想
い
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
思
想
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
附
御
職
川
の
事
業
は
、

三
つ
の
循

環
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
チ
と
ミ
セ
と
ヒ
ト
の
関

係
の
正
常
化
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
生

ま
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に

は
、
主
体
を
つ
な
ぎ
、
か
か
わ
り
を
生
み
出
し
、

創
造
性
の
高
い
関
係
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
機

能
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
は
七
尾
全
体
を
調

整
し
、
オ
ー
プ
ン
に
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
諜
題
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
丁
寧
に
ク
リ
ア

し
な
が
ら
、
今
後
も
、
川
か
ら
の
恵
み
に
感
謝

し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
ま
ち
を
育
て
、

川
の
周
り
で
生
ま
れ
る
物
語
を
次
々
と
生
み
出

し
て
い
き
た
い
。
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特
集

愛
知
県
豊
田
市

川
と
生
き
る

@ 

都
市
公

ー
!
暗
渠
化
し
た
五
六
川
を
住
民
が
復
活

何
の
変
哲
も
な
い
、
現
代
に
ど
こ
に
で
も
あ
る
ご
く
ご

く
普
通
の
公
園
の

一
つ
と
し
て
、
豊
田
市
の
中
心
市
街
地

殺
勺
一宇』

ノ
、
殺
り

の
真
中
に
「
児
の
口
公
閤
」
が
あ
る
。

そ
の
使
い
方
を
思
い
切
っ
て
変
え
て
み
た
ら
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
々
が
ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日
を
過
ご
し
、
そ
し

て
、
街
中
を
イ
キ
イ
キ
と
楽
し
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
の

で
、
中
心
市
街
地
以
外
の
人
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
お
話
で
あ
る
。

・
ム

昔
の
五
六
川
復
活
へ

戦
後
間
も
な
く
の
こ
ろ
、
市
街
地
の
中
に
用
水
兼
排
水

ご

ろ
く

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
「
五
六
川
」
と
い
う
名
の
小

川
が
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
川
は
低
地
で
湿
地
状

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
約
二
h
の
都
市
公
園
(
近
隣
公

園
)
を
造
ろ
う
と
盛
土
し
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
や
が

て
そ
の
公
園
は
、
「
児
の
口
公
園
」
と
い
う
名
で
市
営
プ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
逐
次
整
備
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
正
し

い
(
?
)
公
園
に
備
わ
る
べ
き
「
三
種
の
神
器
」
、
ぶ
ら
ん

こ
・
滑
り
台
・
砂
場
の
施
設
も
整
え
、
近
代
都
市
公
園
と

し
て
昭
和
三
十
年
代
に
輝
か
し
く
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

児
の
口
公
園
管
理
協
会

事
務
局
長

・

成
瀬
順
次

時
は
流
れ
、
平
成
三
年
の
こ
ろ
、
中
心
市
街
地
を
貫
流

や

は
ぎ

す
る

一
級
河
川
矢
作
川
を
管
理
し
て
い
る
建
設
省
(
現
国

土
交
通
省
)
が
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
市
街

地
河
川
の
静
化
対
策
事
業
と
し
て
、
矢
作
川
の
流
水
の

一

部
を
市
街
地
河
川
に
流
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
水
源
は
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
今
度
は
市
の
役
割
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化

策
の
先
駆
け
と
し
て
、
児
の
口
公
園
内
に
つ
い
て
「
暗
渠

化
さ
れ
て
い
る
五
六
川
の
復
活
」
と
、
「
老
朽
化
し
た
プ

ー
ル
の
撤
去
」
と
い
う
案
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

市
役
所
は
、
小
川
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
川
の
周

り
は
ど
う
す
る
の
か
?
と
悩
ん
だ
末
、
地
元
の

一
部
の
共

感
者
も
交
え
て
考
え
た
。
合
言
葉
で
「
川
」
と
言
っ
た
ら

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
な
く
、
や
は
り
「
山
」
で
あ
る
、
そ
う
い

う
単
純
な
発
想
で
、
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
壊
し
、
「
山
」

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
名
付
け
て
「
都
市
公

園
の
野
生
化
を
目
指
す
」
。
そ
こ
に
メ
ダ
カ
な
ど
の
魚
た
ち

が
生
息
し
、
昆
虫
も
烏
も
い
っ
ぱ
い
来
る
よ
う
に
し
よ
う
。

そ
う
い
う
意
気
込
み
で
、
住
民
説
明
会
を
四
年
か
ら
開

始
し
た
。
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住
民
は
最
強
の
生
物
で
あ
っ
た

「
公
園
を
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
す
る
の
だ
と
!
ア
ホ
ッ
な
こ

と
を
い
う
な
!
」
(
お
じ
さ
ん
た
ち
)

「
蚊
や
ク
モ
が
増
え
、
ヘ
ピ
な
ん
か
も
出
る
か
も
。
い

い
こ
と
は

一
つ
も
な
い
、
オ
オ
l
イ
ヤ
ダ
!
」
(
お
ば
さ

ん
た
ち
)

「
子
ど
も
た
ち
は
、
ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り
台
が
大
好
き
な

の
。
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
の
!
」
(
学
校
の
女
性
教
師
)

「プ
l
ル
は
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
、
わ
ず
か
五
十

円
で

一
日
中
遊
ん
で
い
ら
れ
る
の
よ
!
毎
日
家
に
い
ら

れ
て
は
、
た
ま
ん
な
い
ワ
l
」
(
主
婦
)

そ
ん
な
や
り
と
り
で
、
解
決
の
糸
口
が
ま
っ
た
く
見
つ

か
ら
な
い
ま
ま
、
瞬
く
問
に

一
年
が
過
ぎ
た
。

続
い
て
二
年
目
、
少
し
変
化
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
説
明
会
以
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
夕
飯
時
に
、
児

の
口
公
園
が
話
題
と
な
る
と
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

そ
れ
に
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
連
合
軍
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
(
実
は
彼
ら
が
「
川
」
「
山
」
の
共
感
者
で
あ
る
)

は
責
め
ら
れ
苦
戦
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
住
民
説
明
会
を
境
に
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
連
合
が
こ
つ
ぜ
ん
と
立
ち
上
が
っ
た
。
昔
の
原
風
景

を
知
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
奮
起
し
、
「
何
も

な
く
て
も
山
と
川
さ
え
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
」
と
主
張
し
、
市
役
所
主
催
の
説
明
会
な
ん
か

は
吹
っ
飛
ん
で
、
住
民
同
士
の
大
騒
動
が
始
ま
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

市
役
所
も
騒
動
の
原
因
の

一
端
を
担
っ
て
お
り
、
喧
騒

の
中
で
、
騒
動
の
原
因
の
出
所
と
な
っ
た
こ
と
を
詫
び
、

そ
れ
で
も
構
想
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
を
何
と
か
お
願
い
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で
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と
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次
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の
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都
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和
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誕
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で
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る
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児
の
口
公
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管
理
協
会

事
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局
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成
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の
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、
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今
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と
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の
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、
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と
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去
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と
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上
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た
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で
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は
、
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を
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る
の
で
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ば
、
そ
の
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の
周

り
は
ど
う
す
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の
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?
と
悩
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だ
末
、
地
元
の

一
部
の
共

感
者
も
交
え
て
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た
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合
言
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で
「
川
」
と
言
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た
ら

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
な
く
、
や
は
り
「
山
」
で
あ
る
、
そ
う
い

う
単
純
な
発
想
で
、
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
壊
し
、
「
山
」

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
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名
付
け
て
「
都
市
公

園
の
野
生
化
を
目
指
す
」
。
そ
こ
に
メ
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カ
な
ど
の
魚
た
ち

が
生
息
し
、
昆
虫
も
烏
も
い
っ
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い
来
る
よ
う
に
し
よ
う
。
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い
う
意
気
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み
で
、
住
民
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を
四
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ら
開
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。
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に
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と
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

そ
れ
に
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を
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に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
(
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」
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の
共
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者
で
あ
る
)

は
責
め
ら
れ
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で
あ
る
。

と
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ろ
が
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る
日
の
住
民
説
明
会
を
境
に
、
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ち

ゃ
ん
連
合
が
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つ
ぜ
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と
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上
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た
。
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の
原
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を
知
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る
お
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い
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ゃ
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が
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し
、
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何
も

な
く
て
も
山
と
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え
あ
れ
ば
子
ど
も
た
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は
遊
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こ
と

が
で
き
る
」
と
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張
し
、
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所
主
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の
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明
会
な
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か

は
吹
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飛
ん
で
、
住
民
同
士
の
大
騒
動
が
始
ま
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し
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っ
た
の
で
あ
る
。

市
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所
も
騒
動
の
原
因
の

一
端
を
担
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て
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、
喧
騒

の
中
で
、
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動
の
原
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の
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と
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、
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れ
で
も
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想
ど
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に
進
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と
を
何
と
か
お
願
い

2004・5月号埴政$ω



川と生きる

で
き
な
い
か
と
、
理
解
を

求
め
た
。
「も
し
気
に
入

ら
な
け
れ
ば
ぶ
ら
ん
こ
で

も
滑
り
台
で
も
何
で
も
持

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も

ダ
メ
な
ら
元
に
戻
し
て
も

い
い
。
と
に
か
く

一
度
試

し
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
・
・
・
」

同
時
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
連
合
も
頭
を
下
げ
て
く
れ
た
。

「
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
仕
方
が
な
い
。一

度
や
っ
て
み
た

ら
!
」
:
・
し
か
し
冷
た
い
視
線
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
経
緯
も
あ
り
、
本
音
を
言
う
と
わ
れ
わ
れ
に
失

敗
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
命
運
を
か
け
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
連
合
と
の
共
同
作
戦
が
始
ま
っ
た
。
「お

じ
い
ち
ゃ
ん
:
・
昔
の
風
景
は
:
・
絵
に
描
い
て
く
れ
:
・
」
。

住
民
説
明
会
を
始
め
て
か
ら
既
に
二
年
の
歳
月
が
た
つ

て
い
た
。・4おじ

い
さ
ん
た
ち
が
現
場
を
指
揮

工
事
は
、
平
成
六
年
、
七
年
と
二
カ
年
を
要
し
た
。

国
道
に
面
し
て
い
た
プ
1
ル
の
周
辺
は
、
国
道
の
歩
道
の

ど
こ
か
ら
で
も
公
園
に
踏
み
入
る
こ
と
が
で
き
る
里
山
の

裾
野
の
雰
囲
気
を
目
指
し
、
グ
ラ
ン
ド
は
盛
土
を
行
い
、

里
山
本
来
に
自
生
す
る
ポ
ッ
ト
苗
を
密
植
し
て
、
雑
木
林

の
山
を
目
指
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
の
た
め
に
暗
渠
と
な
っ
た
五
六
川

は
、
洪
水
対
策
用
に
存
置
し
、
そ
の
脇
に
平
常
流
水
を
導

水
し
昔
の
五
六
川
の
復
活
を
目
指
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
工
事
が
始
ま
る
と
「
そ
こ
は
、
こ
う
だ
」

児の口公圏内

備し鎗
r--~ 晶4

「そ
れ
は
、
こ
う
し
ろ
」
と
、
年
老
い
た
い
ろ
ん
な
現
場

監
督
さ
ん
た
ち
が
出
現
し
た
で
は
な
い
か
。

完
成
も
間
近
な
こ
ろ
、
五
六
川
に
ビ
オ
ト
l
プ
(
生
物

生
息
空
間
)
と
い
う
し
ゃ
れ
た
も
の
を
創
る
と
、
例
の
連

合
軍
が
や
っ
て
来
て
そ
こ
を

「
田
ん
ぼ
」
に
変
え
て
し
ま

っ
た
。
何
で
も
古
代
米
(
紫
米
)
を
作
っ
・
・

-
E
E

て
天
皇
陛
下
に
献
上
す
る
と
か
何
と
か
言

園
内
幽
圃
圃

っ
て
、
と
う
と
う
都
市
公
園
に
田
ん
ぽ
が

園

晶

画

で
き
て
し
ま
っ
た
。

E
-咽
品
咽
蝿

草
刈
や
、
木
の
手
入
れ
を
し
な
く
ち
ゃ

閤
賄
事

r臼

イ
カ
ン
か
ら
道
具
の
納
屋
が
い
る
。
作
業
闘
脳
R

一γ

後
の
休
憩
所
も
必
要
だ
ナ
l
、
足
が
汚
れ

欄
幽
回
開
蹴

る
か
ら
縁
側
も
要
る
ゾ

l
、
と
脅
さ
れ
、
圃
-
-
-
田

つ
い
に
は
「
ち
ご
の
庵
」
と
い
う
ア
ジ
ト

Z・
・

(
公
園
管
理
棟
)
も
で
き
て
し
ま
っ
た
。

田
副

--E

工
事
が
完
成
す
る
と
、
役
所
ナ
ン
カ
に
任
し
て
お
け
な

い
、
役
所
ナ
ン
カ
ど
う
で
も
イ
イ
、
み
た
い
な
雰
囲
気
が

漂
い
は
じ
め
、
わ
れ
わ
れ
住
民
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
児
の
口
公
園
管
理
協
会
が
誕
生
し
て
し
ま
っ
た
。

か
く
し
て
、
街
の
中
に
、
春
の
花
見
の
会
に
始
ま
り
、

縁
日
、
茶
会
、
竹
あ
ん
ど
ん
コ
ン
テ
ス
ト
、
コ
ン
サ
ー

ト
・
ホ
タ
ル
の
会
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会
、
池
も
み
の
会
、

田
植
え
、
稲
刈
り
餅
っ
き
、
野
外
映
画
会
な
ど
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
風
物
詩
と
し
て
盛
況
に
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
児
の
口
神
社
が
あ
る
の
で
「
お
御
輿
」
を

つ
く
り
、
新
た
な
お
祭
り
も
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
駄
菓

子
屋
、
リ
ヤ
カ
ー
屋
台
も
現
れ
た
。

ま
た
、
世
間
に
安
産
の
お
守
り
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、

人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
ポ
ッ
ク
リ
死
ね
る
「
ポ
ッ
ク
リ
お

守
り
」
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
お
守
り
を
作
り
出
し
、
そ

の
後
も
っ
と
ポ
ツ
ク
リ
お
守
り
の
効
き
め
が
強
力
に
な
る

よ
う

「ち
ご
の
四
季
」
と
い
う
御
神
酒
ま
で
し
ぼ
り
出
し
、

視
察
に
来
る
方
々
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
非
常

に
好
評
と
き
て
い
る
。

あ
れ
ほ
ど
反
対
し
て
い
た
主
婦
連
合
軍
と
子
ど
も
た
ち

圃
圃
・
・
・
・
・
が
い
つ
も
主
役
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

園

薗
圃
・
・
お
じ
さ
ん
連
合
軍
が
い
つ
も
脇
役
、

・
園
田
園
圃
世
話
係
り
、
段
取
り
役
に
成
り
下
が

圃
圃
圃
・
圃
・
・
っ
た
の
で
あ
る
。
お
ば
さ
ん
た
ち
い

圃
・
圃
・
圃
・
わ
く
、
ぶ
ら
ん
こ
、
滑
り
台
、
そ
ん

圃
園
田
圃
聞
盟
な
こ
と
言
っ
た
つ
け
:
・
。
そ
ん
な
の

誼

掴
圃
・
冒
川
知
ラ
ナ
1
イ
・
:
で
あ
る
。

常

蹴

園

調
間
最
近
、
公
園
の
隣
に
大
き
な
マ
ン

医
院
院
副
圏
、
ン
ヨ
ン
が
建
ち
、
そ
の
宣
伝
の
キ
ャ

園
田
園
.
，

E

ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
駅
近
く
、
緑
豊

か
な
お
庭
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
」
と
い
う
う
た
い
文
句

で
、
こ
れ
ま
た
売
れ
行
き
が
よ
く
、
地
価
の
下
落
な
ど
ど

こ
吹
く
風
な
の
で
あ
る
。

'

一

埋
も
れ
忘
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
を

4
一
見
つ
め
直
せ
ば

今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
中
心
市
街
地
で
住

む
・
遊
ぶ
・
働
く
の
三
拍
子
の
中
で
遊
び
が
薄
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
つ
ま
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
前
に
、

今
あ
る
機
能
や
、
埋
も
れ
た
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
を
、
も
う

一
度
見
詰
め
、
街
暮
ら
し
、
街
使
い
を
見
直

し
て
み
る
と
、
意
外
と
元
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
都
市
公
園
の
野
生
化
を
目
指
し
た
ら
、
魚
た
ち
、
鳥

た
ち
、
見
虫
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
街
に
住
む

人
間
と
い
う
生
物
も
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
来
た

の
だ
」。
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川と生きる

で
き
な
い
か
と
、
理
解
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た
。
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し
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に
入
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れ
ば
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ら
ん
こ
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滑
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台
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で
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ま
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。
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ダ
メ
な
ら
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し
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。
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ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
・
・
・
」
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連
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下
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「
そ
こ
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で
言
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な
ら
仕
方
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な
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度
や
っ
て
み
た

ら
!
」
:
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し
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し
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た
い
視
線
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た
。

そ
ん
な
経
緯
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あ
り
、
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音
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言
う
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わ
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わ
れ
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敗
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許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
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よ
命
運
を
か
け
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を
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。

国
道
に
面
し
て
い
た
プ
1
ル
の
周
辺
は
、
国
道
の
歩
道
の

ど
こ
か
ら
で
も
公
園
に
踏
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囲
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グ
ラ
ン
ド
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盛
土
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里
山
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ポ
ッ
ト
苗
を
密
植
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、
雑
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林
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山
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し
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。

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
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の
た
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に
暗
渠
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五
六
川
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脇
に
平
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導
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昔
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五
六
川
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。
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で
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協
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。
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に
、
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の
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に
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ど
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の
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、
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み
の
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、
野
外
映
画
会
な
ど
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
風
物
詩
と
し
て
盛
況
に
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
児
の
口
神
社
が
あ
る
の
で
「
お
御
輿
」
を

つ
く
り
、
新
た
な
お
祭
り
も
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し
た
の
で
あ
る
。
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子
屋
、
リ
ヤ
カ
ー
屋
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現
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た
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ま
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、
世
間
に
安
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の
お
守
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が
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る
。
そ
れ
な
ら
、
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に
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を
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け
ず
に
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る
「
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」
も
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要
で
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と
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う
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を
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出
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の
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よ
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ご
の
四
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い
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ぼ
り
出
し
、

視
察
に
来
る
方
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に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
が
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た
非
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に
好
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て
い
る
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り
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下
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あ
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台
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間
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公
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に
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き
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マ
ン
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、
ン
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が
建
ち
、
そ
の
宣
伝
の
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ャ
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お
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も
の
で
す
」
と
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う
う
た
い
文
句

で
、
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れ
ま
た
売
れ
行
き
が
よ
く
、
地
価
の
下
落
な
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ど

こ
吹
く
風
な
の
で
あ
る
。
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埋
も
れ
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ら
れ
て
い
た
も
の
を

4
一
見
つ
め
直
せ
ば

今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
中
心
市
街
地
で
住

む
・
遊
ぶ
・
働
く
の
三
拍
子
の
中
で
遊
び
が
薄
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
つ
ま
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
前
に
、

今
あ
る
機
能
や
、
埋
も
れ
た
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
を
、
も
う

一
度
見
詰
め
、
街
暮
ら
し
、
街
使
い
を
見
直

し
て
み
る
と
、
意
外
と
元
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
都
市
公
園
の
野
生
化
を
目
指
し
た
ら
、
魚
た
ち
、
鳥

た
ち
、
見
虫
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
街
に
住
む

人
間
と
い
う
生
物
も
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
来
た

の
だ
」。
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@
地
方
が
変
わ

人

間
は
、
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
社
会
を
創

り
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い

き
ま
す
。
国
家
を
形
成
す
る
の
は
私
た
ち

国
民
で
す
が
、
そ
の
原
点
は
地
域
社
会
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
は
、
住
民
が
創
造
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核
と
し
て
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

特
に
経
済
環
境
の
激
変
は
、
家
族
的
連

帯
を
基
本
と
し
た
企
業
体
質
か
ら
厳
し
い

能
力
主
義
へ
と
転
換
し
、
「
会
社
人
間
」

と
ま
で
呼
称
さ
れ
た
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
、
人
々
は
、
そ

の
受
け
皿
を
地
域
社
会
に
求
め
て
い
ま

す
。
あ
る
意
味
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

環
境
の
変
化
が
、
地
方
を
再
認
識
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重

要
度
が
益
々
高
ま
る
地
方
社
会
は
、

雇
用
機
会
の
減
少
や
大
型
庖
の
進
出
に
よ

る
小
規
模
商
庖
の
閉
鎖
な
ど
著
し
く
疲
弊

し
て
い
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
も
固
と つ

て、

国
を
変
え
よ
う
!

同
様
に
厳
し
い
局
面
に
あ
え
い
で
い
ま

す
。
地
方
自
身
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再

生
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
な
が
ら
、
ピ
ン
チ

に
陥
っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

経

済
の
高
度
成
長
は
増
収
を
生
み
、

保
護
者
的
な
国
の
姿
勢
は
、
次
々
と
地
方

の
要
請
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

「
押
し
つ
け
」
の
親
切
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
行
政
の
肥
大
化
と
と
も
に
、
戦

後

一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
護
送
船

団
方
式
の
地
方
行
財
政
制
度
は
、
官
主
導

と
行
政
の
閉
鎖
性
も
あ
り
、
住
民
と
の

講
離
を
生
む
と
同
時
に
、
非
効
率
性
な

ど
、
随
所
に
制
度
疲
労
を
を
露
呈
し
て

い
ま
す
。

地

方
自
治
体
は
、
今
も
こ
れ
か
ら
も
、

必
要
最
小
限
度
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
住
民
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
創
造
す
る
上
で
、
最
小
要
件
の
ひ
と

つ
と
な
る
か
ら
で
す
。
現
在
で
も
、
地
域

力
の
低
下
は
、

青
少
年
の
非
行
化
や
治
安

の
荒
廃
に
ま
で
及
ぶ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

危
険
な
状
況
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

士ー
仰
木
市
は
、
元
気
な
地
域
を
創
る
た

め
に
市
民
と
行
政
の

一
体
化
を
図
り
、
ロ

l
コ
ス
ト
、
ロ

l
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

行
政
体
を
構
築
す
る
た
め
、
市
民
と
の
協

働
運
営
推
進
条
例
に
基
づ
き
「
地
方
自
立

計
画
」
を
策
定
し
、
市
の
業
務
を
市
民
と

協
働
す
る
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
(
市
民
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
る
税
を
市

民
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
対
価
を
利
用

し
て
地
域
商
品
券
も
活
用
し
、
市
民
と
小

規
模
事
業
者
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
地
方
版

「ワ

l
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
に
発
展
さ
せ
、

埼
玉
県
志
木
市
長

一
穂

板

邦

夫

二
十

一
世
紀
型
村
落
共
同
体
の
構
築
が
目

標
で
す
。
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
に
参
加
す
る

市
民
は
、
「
社
会
貢
献
活
動
」
と
位
置
づ

け
、
業
務
委
託
契
約
と
同
時
に
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
び
、
提
案
権
と
自

主
性
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

地
方
自
立
計
画
「
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制

度
」
導
入
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
徹

底
し
た
情
報
の
公
開
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
ロ
ー
カ

ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
二
十
五

人
程
度
学
級
、
ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ

l
制
度
、

あ
る
い
は
自
然
再
生
条
例
や
公
共
事
業
市

民
選
択
権
保
有
条
例
、
市
政
運
営
基
本
条

例
に
基
づ
く
第
二
の
市
役
所
と
し
て
の

「
市
民
委
員
会
」
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

国
の
構
造
改
革
特
区
に
提
案
し
た
市
町

村
長
の
廃
止
や
地
域
混
在
型
福
祉
施
設
の

設
置
な
ど
も
、
所
有
者
で
あ
る
市
民
の
主

体
性
を
実
証
す
る
た
め
の
施
策
で
す
。

@
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方
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わ
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、
ひ
と
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と
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す
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住
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創
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ミ
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ニ
テ
ィ
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中
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役
割
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担
っ
て
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す
。
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ミ
ュ
ニ
テ
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人
々
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そ
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。
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要
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益
々
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地
方
社
会
は
、
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庖
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迎
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。
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あ
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。
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築
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テ
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淡海エコフォスター制度 ・滋賀県

アドプト制度は、河川、湖岸、道路などと養子縁組をして自分たちの生活環境を美化清掃し、

併せて環境意識を高めようというもので、80年代アメリカで始ま った。琵琶湖を抱える滋
賀県では、「環境こだわり県jとして、ユミのない美しい湖圏実現に向け92年ゴミの散乱防
止条例を制定するとともに、2000年全国に先駆けて「淡海工コフォスター制度」を導入。
エコ (環境)とフォスター (育成)を結び付けたこの制度によって、養子縁組した河川など

公共用地500mをめどに清掃が行われている。現在、県下では、地域の有志、企業等170以
上の団体が参加している。ボランティア保険費用等に一団体8万円を県が支援

~，，， 

組川めぐり

・松江市

水の都松江市に現存する松江

城の周りには、およそ400年前

の築城の際、内堀、外堀として

開削された「堀川IJが残る。97年
夏これをめぐる遊覧船「ぐる っ

と松江堀川めぐりjの就航が始
まり 、年間約34万人が利用する

松江観光の目玉となった。船頭

さんの出雲弁による案内や民謡

を聞きながらの1周約50分の船

旅は、途中、船の屋根を下げな

くては通れないような普門院橋

などの16の橋を潜り抜ける。

船上からは、松江の街並みや四

季折々の松江城周辺、水鳥など

を間近に見ることができる。冬

は豆炭を使ったこたつ船が運航

川と生きる淡海エコフォスター制度 ・滋賀県

アドプト制度は、河川、湖岸、道路などと養子縁組をして自分たちの生活環境を美化清掃し、

併せて環境意識を高めようというもので、80年代アメリカで始ま った。琵琶湖を抱える滋
賀県では、「環境こだわり県jとして、ユミのない美しい湖圏実現に向け92年ゴミの散乱防
止条例を制定するとともに、2000年全国に先駆けて「淡海工コフォスター制度」を導入。
エコ (環境)とフォスター (育成)を結び付けたこの制度によって、養子縁組した河川など
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を聞きながらの1周約50分の船

旅は、途中、船の屋根を下げな

くては通れないような普門院橋
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川と生きる



川を地滅資源に FC・愛知県犬山市日本ラインフィルムコミッション連絡協蹟会

映画やテレビなどの映像制作を支援する組織であるフィルムコミ ッション (FC)の設立が全国に広がっ
ている。日本3大急流の1つに数えられ、「日本ライン」で呼はれる木曽川のおよそ13kmを挟む犬山市・

各務原市・可児市・美濃加茂市・坂祝町の5市町は01年連絡協議会を立ち上げ、これまでにドラマ、CMなどの

撮影50件に携わった。撮影の時にエキストラが必要になればボランティア登録した市民を派遣、深夜から

朝まで協力することもある。ボランティアが現在では200人を超え、徐々にその活動が広がっている

環境共生壁テーマパーク

.厳阜県川島町河川環境楽園

河川環境楽園は、木曽川が育んだ川の

自然や風土・文化を遊びながら学ぷこ

とのできるわが国で初めての環境共生

型公園。約50haのエリア内に国営木曽

三川公園、環境教育の拠点となる自然

発見館などを抱えており、川島パーキ

ングエリアからそのまま入国できるの

が特徴の公園だ。自然発見館のフィー

ルドには、木曽川の上流から下流まで

の景観や自然を表現した「木曽川水

園j、「河の森」などがあり、総合学習の
一環として指導員によるセルフガイド

などが行われ、02年には129校345クラ

ス1万人以上の生徒が参加した
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その延長196kmと四国ーの長さを誇り、手っかずの自然が多く残る四

万+川には毎年たくさんの観光、レジャー客が訪れる。その一方で、

事故に遭ったり、コミを残していく人も多い。このため高知県では、

流域八市町村の川漁師やカヌーの指導者、民宿経営者など四万十111に
深くかかわり、特性を知っている206人を「四万十川リバーマスタ

ー」に委嘱。カヌーで危険な場所に立ち入るのを止めたり、身動きで

きなくなったカヌーを助けたり、アユ釣のポイン卜を教えており、来

訪者に喜ばれている

バイク ・ツーリングの人に道案内

流減インストラクター

.広島県三次市江の川文化画会議

江の川流域は、かつて舟運を通じ文化交流が盛んな地域であ

った。島根、広島県境を越え江の川でつながる流域36市町
村はそれぞれの文化や伝統を大事にしながら，111と自然を生
かした地域づくりをしようと、j工の川文化国会議を90年設
立。河川環境の学習と交流活動を指導する「流域インスト

ラクター」を養成しているほか、上流から下流までのクリー

ンキャラバンなどを実施。172年水害Jを語り継ぐ集いに
は子ども2000人が参加し、また伝統漁法である「火振り漁」

などの見学も行っている (写真は源流探訪会の活動)

EMを活用した循環型河川浄化

・三重県四日市市

NPOイーエム市民広矯

EMは有用微生物群 (印刷iveMicroorganisms) 
のことで、比嘉照夫琉球大学教慢によってそ

の妓術が開発された。人間にと って善玉の乳

酸菌や酵母など自然界の微生物を複合培養し

たもので、自然農法、水質浄化、生コミたい肥化

等用途は広い。NPOイーエム市民広場は市、

小中学生、ボランティアらの協働により、ヘド

ロで悪臭の強い阿瀬知川にEM米とぎ汁を流
したり団子を投入、これによってヘドロが滅

り、川は子どもたちが魚とりができるまでに浄

化した。その活動は他の川にも広がっている
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水路マップづくり

.佐賀市佐賀の水みちマップづくり実行蚤員会

佐賀平野は縦横に走る水路網の総延長が2000kmともいわれ、
佐賀市は面積当たり長さでは全国一の「水の都」である。その

水環境を良くしようと、市民と行政が協力して02年から始まっ
たのが、迷路のように入り組んだ水路を地図にして流れや水

質を調べる「水みちマ ップづくりj。今年は総合学習の一環と
して、市内の小学校と共同で校区内の水路を調査した。昨年に

はこれまでの参加団体に加え、九州や関東などの水みちを謂査

している各団体が参加し「水みちサミ ット」を開催、交流を図

った。現在までの水路網の調査距離は200kmと全体の10分の
1に過き'ないが、今後も末永く調査を続行する

水道水源かん議事業基金で上流の環償・地縦づくり ・徳岡市

福岡市は、水資源に恵まれず水源の多くを市域外に依存しており、水源地域・流域の理解と協力のもと安

定給水が成り立っている。こうした状況から、水道水を将来にわたって良質な状態で安定確保すること、

市民に水の大切さや水源地域に対する認識を深めてもらうことを目的に、97年「福岡市水道水源かん養

事業基金Jを創設。この基金は、水道水 1m'使用するごとに料金から0.5円、市の一般会計から0.5円の
1円を積み立て、水;原の大分県大山町などとの交流、水源林の整備、地域活性化に役立てている
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「
負
け
て
も
負
け
て
も
走
り
続
け
て
い
る

馬
が
い
る
ん
だ
っ
て
?
」
競
馬
を
知
ら
な
い

母
や
妻
が
聞
く
。
何
と
な
く
嬉
し
そ
う
な
表

情
で
あ
る
。

そ
う
、
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
、
現
在

一
O
五
連
敗

:
・
し
か
し
、

三
月
二
十
二
日
に
は
天
才
騎
手

武
豊
が
騎
乗
す
る
。
果
た
し
て
結
果
は
ど
う

な
る
か
。
地
元
高
知
県
で
は
民
放
が
生
放
送
、

東
京
か
ら
は
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
、
当
た
ら
な

い
か
ら
交
通
安
全
の
お
守
り
に
と
全
国
的
に

馬
券
が
売
れ
て
い
る
と
か
。

馬
は
人
間
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
ど
ん

な
に
苦
し
く
て
も
、
た
と
え
心
臓
が
破
れ
て

も
定
り
続
け
る
。
泣
き
言
は
言
わ
な
い
。
そ

し
て
、
人
を
優
し
い
気
持
ち
に
す
る
。

今
、
地
方
競
馬
は
大
変
厳
し
い
状
況
だ
。

中
津
、
新
潟
、
益
田
、
足
利
、
上
山
と
競
馬

場
の
廃
止
が
相
次
ぎ
、
か
つ
て

一
般
会
計
に

多
く
の
繰
出
金
を
出
し
、
災
害
復
興
を
は
じ

め
教
育
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
の
建
設
な
ど

の
公
益
事
業
に
貢
献
し
た
公
営
競
技
は
現
在

火
の
車
だ
。
儒
教
精
神
な
ど
を
背
景
と
す
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
批
判
と
行
革
推
進
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
方
財
政
の
窮
状
か
ら
、

益
々
厳
し
い
状
況
は
続
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
競
馬
場
に
見
に
行
っ
て
ほ
し

ぃ
。
主
催
者
の
地
方
公
共
団
体
は
懸
命
な
努

力
を
し
て
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
若
夫

婦
が
楽
し
ん
で
い
る
。
保
育
所
施
設
が
場
内

に
あ
る
か
ら
そ
う
で
き
る
。
場
内
の
公
園
で

遊
び
盛
り
の
幼
児
が
は
し
ゃ
ぎ
回
る
の
を
笑

顔
の
両
親
が
見
つ
め
て
い
る
。
若
者
の
デ
ー

ト
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
老
夫
婦
が
競
馬

新
聞
を
見
な
が
ら
仲
良
く
予
想
し
合
っ
て
い

る
。
た
と
え
金
額
が
百
円
で
あ
っ
て
も
、
頭

を
使
い
、
楽
し
く
健
康
的
に
老
後
を
楽
し
ん

で
い
る
の
だ
。

公
営
競
馬
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
義
が
あ

る
。
地
方
財
政
の
寄
与
だ
け
で
は
な
い
。
地

域
の
雇
用
、
地
域
経
済
の
振
興
、
そ
し
て
地

域
住
民
へ
の
健
全
な
楽
し
み
の
提
供
そ
し
て

馬
事
文
化
振
興
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

馬
と
の
触
れ
合
い
(
教
育
、
医
療
効
果
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
)
ま
た
、
根
本
は
ギ
ャ
ン
ブ

ル
を
公
正
な
場
で
行
わ
な
い
と
地
下
に
潜
っ

て
行
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
社
会
政
策
上
の

選
択
の
問
題
で
も
あ
る
。

い
っ
た
ん
成
立
し
た
公
営
競
馬
に
ど
の
よ

う
な
意
義
を
見
出
す
か
は
、
そ
の
地
域
の
住

民
が
真
剣
に
考
え
て
決
め
る
べ
き
だ
。
現
に

北
海
道
で
は
馬
の
生
産
地
と
し
て
の
意
義
が

@ 

ノ、

ル
ウ
ラ
ラ
に
思
う

強
調
さ
れ
て
い
る
。

私
は
か
つ
て
竹
下
内
閣
時
代
、
「
ふ
る
さ

と
創
生
」
を
担
当
し
た
。
地
域
が
固
か
ら
の

依
存
を
離
れ
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を
想
い
、

誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
を
自
ら
の
手
で
創

る
こ
と
を
応
援
し
た
。
ど
ん
な
に
小
さ
く
と

も
、
そ
の
地
域
で
夢
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
現

し
よ
う
と
努
力
す
る
。
そ
こ
に
地
域
e

つ
く
り

の
本
質
が
あ
る
よ
う
に
思
、
っ
。

公
営
競
馬
に
来
る
人
の
数
は
減
つ
て
は
い

な
い
。
そ
の
地
域
の
公
共
施
設
で
こ
れ
ほ
ど

の
人
々
を
集
客
し
楽
し
め
る
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
今
回
会
に
提
出
さ
れ
た
競
馬
法

改
正
法
案
で
は
、
従
前
義
務
で
あ
っ
た
入
場

料
の
徴
収
を
任
意
と
し
た
。
広
く
県
民
が
参

加
で
き
る
の
だ
。
「
レ
デ
ィ
ー
ズ
デ
イ
l
」

や
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
デ
l
」
も
で
き
る
の
だ
。

だ
か
ら
活
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
公
共
施
設
へ

の
機
能
に
道
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
学
生
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
意
義
を
持
ち
得
る
こ
と
と

な
っ
た
。

量
目
、
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
や
オ
グ
リ
キ
ャ
ッ

プ
は
地
方
か
ら
中
央
に
移
り
、
輝
く
ば
か
り

の
血
統
を
誇
る
中
央
の
エ
リ
ー
ト
を
打
ち
負

か
し
た
。
今
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
に
は
そ
の
力
は
な

い
。
し
か
し
、
彼
女
は
小
さ
な
小
さ
な
競
馬

場
か
ら
、
負
け
て
も
負
け
て
も
元
気
に
走
り

続
け
る
。
多
く
の
人
に
勇
気
を
与
え
な
が
ら
。

「
い
っ
し
ょ
に
頑
張
ろ
う
と
日
」

追
記
三
月
二
十
二
日
高
知
競
馬
場
に
行
っ
た
。

異
例
尽
く
め
で
あ
っ
た
。
天
候
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十

一
時
の
第

一
レ
l
ス
開
始
前

に
、
ほ
ほ
、
満
員
。
北
海
道
、
秋
田
、
鹿
児

島
か
ら
来
た
人
も
い
た
。
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
の
馬

券
売
り
場
に
は
長
い
列
が
で
き
、
十
時
半
に

並
ん
だ
友
人
が
実
際
に
買
え
た
の
は
、
午
後

二
時
半
。
中
に
は
七
時
間
も
並
ん
で
買
え
な

い
人
が
続
出
し
た
。
発
券
機
の
紙
が
な
く
な

り
騒
ぎ
に
も
な
っ
た
。

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
・
武
豊
コ
ン
ビ
は
断
ト
ツ
の

一
番
人
気
と
な
り
、
何
と
単
勝
の
売
り
上
げ

一
億
二
千
万
円
を
集
め
た
(
こ
の
レ
l
ス
の

売
り
上
げ
だ
け
で
、
五
億
千
百
六
十
二
万

円
)
。
結
果
は
十
位
の
ブ
l
ピ
ー
だ
っ
た
が
、

コ
ン
ビ
は
も
う

一
周
走
り
、
フ
ァ
ン
の
歓
呼

に
応
え
た
。

子
ど
も
も
、
大
人
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
。
ど
の
顔
も
笑
顔
で
あ
っ
た
。

地
方
競
馬
全
国
協
会
理
事

一
内

貴
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人
々
を
集
客
し
楽
し
め
る
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
今
回
会
に
提
出
さ
れ
た
競
馬
法

改
正
法
案
で
は
、
従
前
義
務
で
あ
っ
た
入
場

料
の
徴
収
を
任
意
と
し
た
。
広
く
県
民
が
参

加
で
き
る
の
だ
。
「
レ
デ
ィ
ー
ズ
デ
イ
l
」

や
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
デ
l
」
も
で
き
る
の
だ
。

だ
か
ら
活
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
公
共
施
設
へ

の
機
能
に
道
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
学
生
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
意
義
を
持
ち
得
る
こ
と
と

な
っ
た
。

量
目
、
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
や
オ
グ
リ
キ
ャ
ッ

プ
は
地
方
か
ら
中
央
に
移
り
、
輝
く
ば
か
り

の
血
統
を
誇
る
中
央
の
エ
リ
ー
ト
を
打
ち
負

か
し
た
。
今
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
に
は
そ
の
力
は
な

い
。
し
か
し
、
彼
女
は
小
さ
な
小
さ
な
競
馬

場
か
ら
、
負
け
て
も
負
け
て
も
元
気
に
走
り

続
け
る
。
多
く
の
人
に
勇
気
を
与
え
な
が
ら
。

「
い
っ
し
ょ
に
頑
張
ろ
う
と
日
」

追
記
三
月
二
十
二
日
高
知
競
馬
場
に
行
っ
た
。

異
例
尽
く
め
で
あ
っ
た
。
天
候
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
十

一
時
の
第

一
レ
l
ス
開
始
前

に
、
ほ
ほ
、
満
員
。
北
海
道
、
秋
田
、
鹿
児

島
か
ら
来
た
人
も
い
た
。
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
の
馬

券
売
り
場
に
は
長
い
列
が
で
き
、
十
時
半
に

並
ん
だ
友
人
が
実
際
に
買
え
た
の
は
、
午
後

二
時
半
。
中
に
は
七
時
間
も
並
ん
で
買
え
な

い
人
が
続
出
し
た
。
発
券
機
の
紙
が
な
く
な

り
騒
ぎ
に
も
な
っ
た
。

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
・
武
豊
コ
ン
ビ
は
断
ト
ツ
の

一
番
人
気
と
な
り
、
何
と
単
勝
の
売
り
上
げ

一
億
二
千
万
円
を
集
め
た
(
こ
の
レ
l
ス
の

売
り
上
げ
だ
け
で
、
五
億
千
百
六
十
二
万

円
)
。
結
果
は
十
位
の
ブ
l
ピ
ー
だ
っ
た
が
、

コ
ン
ビ
は
も
う

一
周
走
り
、
フ
ァ
ン
の
歓
呼

に
応
え
た
。

子
ど
も
も
、
大
人
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
。
ど
の
顔
も
笑
顔
で
あ
っ
た
。

地
方
競
馬
全
国
協
会
理
事

一
内

貴

滋



特
集

島
根
県
益
田
市

。

川
と
生
き
る

ー

l
流
域
連
携
で
文
化
・
歴
史
を
再
発
見

ア
ン
ダ
ン
テ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
ゆ
っ
く
り
歩
く
よ
う
に

と
い
う
音
楽
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
を
冠
に
し
た
ア
ン
ダ
ン

テ
幻
は
島
根
県
益
岡
市
を
中
心
に
「
市
民
」
が
自
主
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
し
て
発
足
、
平
成
十
五
年
十

一
月
よ
り
N
P
O
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

益
岡
市
は
島
根
県
の
最
西
端
に
あ
っ
て
山
口
県
と
接
し

て
お
り
、
北
は
日
本
海
を
望
み
、
南
は
中
国
山
地
が
連
な

り
、
海
と
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
地
で
あ
る
。

・
ム

申
園
地
方
N
0
1
の
水
質

島
根
県
西
部
に
あ
る
高
津
川
は
、
山
口
県
境
に
接
し
た

六
日
市
町
を
源
に
北
に
流
下
し
、
益
岡
市
を
河
口
に
し
て

日
本
海
へ
注
ぐ
八
十

一
キ
ロ
の

一
級
河
川
で
あ
る
。
国
内

の
一
組
河
川
の
中
で
唯

一
ダ
ム
の
無
い
川
と
し
て
知
ら
れ

る
。
そ
の
支
流
に
は
明
治
の
文
豪
、
森
鴎
外
を
生
ん
だ
津

和
野
を
流
れ
る
津
和
野
川
や
匹
見
峡
、
裏
匹
見
峡
を
擁
す

る
匹
見
川
が
あ
る
。
昨
年
の
全
国
の

一
級
河
川
で
は
七
番

目
、
中
国
地
方
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
水
質
の
良
さ
を
誇

る
川
で
あ
る
。
天
野
礼
子
著
「
日
本
の
名
河
川
を
歩
く
」

日

N
P
O
法
人
ア
ン
ダ
ン
テ
引

代表

・

吉
田
篤
志

(
講
談
社
)
で
は
私
的
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
全
国

一
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
最
近
何
か
と
注
目
を
さ
れ
る
河
川

で
も
あ
る
。
そ
の
上
天
然
遡
上
の
鮎
の
う
ま
さ
は
折
り
紙

付
き
で
あ
り
、
近
年
釣
り
フ
ァ
ン
が
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

全
国
か
ら
集
ま
る
。

-T↓な
ぜ
高
津
川
な
の
か

都
会
並
み
の
環
境
を
欲
し
が
る
よ
り
も
、
益
岡
市
に
今

あ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
や
価
値
を
見
い
出
し
、
無
い
も
の

ね
だ
り
を
し
な
い
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う

と
、
九
年
、

三
十
人
近
く
の
市
民
が
集
ま
り
ア
ン
ダ
ン
テ

幻
を
結
成
し
た
。
当
初
は
市
内
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て

き
た
が
、
益
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
そ
れ
を
取

り
巻
く
周
辺
地
域
を
考
慮
し
な
い
と
解
決
し
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
立
ち
、
そ
の
翌
年
か
ら
周
辺
町
村
を
見
て

回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の

地
域
資
源
を
発
見
す
る
こ
と
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
の
だ
が
、
最
大
の
発
見
は

何
と
い
っ
て
も
高
津
川
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ダ
ン
テ
別
に
と

っ
て
当
た
り
前
の
風
景
の
そ
ん
な
高
津
川
が

一
変
し
て
比

28 

類
の
な
い
宝
と
し
て
輝
き
始
め
た
の
で
あ
り
、
地
域
の
宝

と
し
て
注
目
し
、
町
づ
く
り
の
核
と
し
て
位
置
付
け
た
の

が
十
二
年
か
ら
で
あ
る
。

ヱ

川
と
水
を
切
り
口
に
ワ
l
ク
シ
ヨ
ツ
プ

高
津
川
を
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
取
り
組
む
た
め
に

は
、
流
域
住
民
の
高
津
川
に
対
す
る
意
識
の
盛
り
上
が
り

が
当
然
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
十
二
年
二
月
か
ら
三

年
聞
か
け
て
、
流
域
七
市
町
村
に
呼
び
掛
け
、
高
津
川
や

水
を
切
り
口
に
「
高
津
川
の
環
境
を
考
え
る
」
を
テ
l
マ

に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
を
目
的
に
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。

O
高
津
川
が
持
つ
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
資
源
の
学
習

(
地
域
特
性
の
把
握
)

O
高
津
川
を
通
し
た
環
境
意
識
向
上

(
経
済
重
視
意
識
か
ら
の
脱
却
)

O
高
津
川
流
域
の
人
的
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

(
住
民
力
の
結
集
)

ま
ず
は
こ
の
年
の
七
月
「
川
の
遊
び
ゃ
楽
し
さ
」
を
求

め
水
に
触
れ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
動
し
て
い
る
益

岡
市
の
隣
の
町
、
日
原
町
の
住
民
と

一
緒
に
活
動
を
開
始

し
た
。
そ
こ
で
は
思
い
が
け
な
く
古
老
か
ら
、
か
つ
て
川

漁
で
生
活
で
き
て
い
た
こ
と
、
き
れ
い
な
川
砂
利
が
採
れ

た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

鯉
が
泳
ぐ
堀
割
り
で
有
名
な
津
和
野
町
で
は
、
地
域
住
民

が
E
M
菌
(
有
用
微
生
物
群
)
な
ど
を
使
っ
て
生
活
廃
水

で
汚
れ
た
疎
水
の
水
質
を
浄
化
し
て
い
る
活
動
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
柿
木
村
で
は
有
機
農
業
に
よ
る
村
お

こ
し
や
全
国
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
大
井
谷
の
棚
田
の
水

管
理
な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
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川と生きる

九

mA
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
住
民
が

高
津
川
を
テ

1
マ
に
据
え
る
こ
と

を
共
感
す
る
こ
と
で
上
・
中
・
下

流
の
連
携
と
、
同
時
に
町
づ
く
り

の
柱
を
こ
の
高
津
川
に
し
よ
う
と

の
認
識
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得

た
成
果
は
そ
の
後
の
わ
れ
わ
れ
の

方
向
性
を
明
確
に
示
し
て
く
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

高
津
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
高

津
川
の
自
然
と
し
て
の
価
値
だ
け

で
な
く
、
高
津
川
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た
人
、
川
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
関
心
を
抱
い
て

い
こ
う
と
す
る
人
た
ち
、
そ
れ
ら
の
人
的
資
源
と
の
出
会

い
だ
っ
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
役
割
と
し
て
、

①
流
域

の
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
形
成
②
外
に
向
け
て
の
情

報
発
信
③
継
続
性
あ
る
活
動
(
運
動
体
か
ら
経
営
体
へ
)

を
確
認
し
た
。
-yす4
回
全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
九
月
第
四
回
全
国
源
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
「
自
慢
し
よ
う
源
流
域
の
す
ば
ら
し
さ
、
つ
な

が
ろ
う
川
に
生
か
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
」
と
い
う
テ
l
マ

で
高
津
川
の
源
流
部
に
あ
る
島
根
県
匹
見
町
、
六
日
市
町

で
開
催
し
た
。
そ
の
企
画
段
階
か
ら
、
地
域
住
民
に
自
信

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
住
民
参
加
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
目

指
し
、
自
然
と
文
化
の
調
和
し
た
地
域
づ
く
り
、
自
然
環

境
の
保
全
、
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
生
活
へ
の
再
考
の
三
つ

に
つ
い
て
住
民
と
都
市
の
人
が

一
緒
に
考
え
る
、
こ
と
を

サ
ブ
テ
l
マ
に
置
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
全
国
か
ら
四
百
人

あ
ま
り
の
高
津
川
フ
ァ
ン
、
源
流
フ
ァ
ン
、

鮎
フ
ァ
ン
が
集
い
、
高
津
川
で
発
見
さ
れ

た
新
種
の
イ
シ
ド
ン
コ
や
イ
シ
ド
ジ
ョ
ウ

と
い
っ
た
「
高
津
川
の
魚
た
ち
」
の
話
や
、

山
口
県
の
錦
川
と
の
河
川
争
奪
の
地
質
学

上
の
話
な
ど
が
分
科
会
で
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
源
流
体
験
教

室
と
い
う
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
総
勢
百
三
十
五
人
。
子
ど
も
は
六
十
九

人
で
遠
く
は
川
崎
か
ら
の
三
人
を
は
じ
め

岡
山
、
広
島
か
ら
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
源
流
体
験
は
、

"
水
が
き
“
と
最
近
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
現

代
の
子
ど
も
た
ち
に
体
で
水
の
や
わ
ら
か
さ
や
美
し
さ
、

コ
ケ
の
す
べ
り
や
す
さ
や
、
石
の
固
さ
な
ど
を
感
じ
学
び

体
得
し
、
何
を
お
い
て
も
水
遊
び
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て

も
ら
う
と
い
う
体
験
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
最
初
は
恐

る
恐
る
、
で
も
慣
れ
て
く
る
と
本
来
の
無
邪
気
さ
と
天
性

の
自
由
さ
を
発
揮
し
て
く
る
。
こ
う
い
う
も
の
を
引
き
出

す
川
の
力
は
不
思
議
で
、
教
室
で
の
ど
ん
な
授
業
よ
り
も

貴
い
。
山
々
に
叫
び
声
や
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
、
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
童
心
に
帰
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
分

科
会
で
あ
っ
た
。

ヱ

高
津
川
大
学
構
想

こ
の
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
、
か
つ
て
華
や
か
に
舟

が
行
き
交
っ
た
歴
史
や
文
化
の
あ
る
高
津
川
に
再
ぴ
光
を

当
て
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
や
貴
重
な
生
物
、
環
境

や
水
質
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
責
任

第4回全国源流シンポジウムIn高津川

で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
下
、
「
高
津
川
大
学
構
想
」
(
開

校
2
0
0
X
年
)
を
ア
ン
ダ
ン
テ
引
の
計
画
と
し
て
描
い

た
。
人
生
豊
か
で
生
き
る
知
恵
に
長
け
た
年
配
の
方
々
の

力
を
発
揮
で
き
る
場
・
学
び
の
場
・
遊
び
の
場
と
し
て
、

そ
し
て
地
域
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
高
津
川
を
キ

ャ
ン
パ
ス
に
し
ょ
、
つ
と
い
、
?
も
の
で
あ
る
。

高
津
川
大
学
構
想
は
、

一
、
高
津
川
を
、
益
美
鹿
地
域
を
中
心
と
し
た
「
交
流

の
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
再
構
築
す
る

二
、
高
津
川
の
歴
史
、
人
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
市

民
の
目
で
再
認
識
し
、

二
十

一
世
紀
の
川
と
人
間
の

関
係
を
考
え
る

一二
、
川
を
回
復
し
、
森
と
川
、
そ
し
て
海
に
つ
な
が
る

「
豊
か
さ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
と
す
る
、
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る

さ
ら
に
十
五
年
か
ら
の
五
カ
年
計
画
と
し
て
具
体
的
な

形
で
進
ん
で
い
る
事
業
に
は
、
高
津
川
に
舟
運
を
も
う

一

度
復
活
さ
せ
、
近
隣
の
観
光
地
の
萩
、
津
和
野
と
連
携
を

し
て
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
「
高

津
川
川
下
り
実
証
実
験
事
業
」
「
萩
・
津
和
野
・
益
田
観

光
モ
デ
ル
事
業
」
が
あ
る
。
ま
た
、
十
五
年
か
ら
二
カ
年

で
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
つ
く
り
事
業
」
を
展
開
す
る
。
こ
れ

は
、
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
ド
ン
グ
リ
を
拾
わ
せ
、
地
域

の
大
人
た
ち
と

一
緒
に
竹
ポ
ッ
ト
を
作
り
山
に
竹
ポ
ッ
ト

を
植
え
る
と
い
う
計
画
で
、
森
の
再
生
を
多
く
の
住
民
や

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
長
い
時
間
の
町
づ
く

り
地
域
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
国
土
づ
く
り
環
境
づ
く
り
を

考
え
る
事
業
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ
幻
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
高
津
川
流
域
の
住
民
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
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、
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築
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史
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特
集

徳
島
市

清
掃
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

そ
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
奇
異

な
活
動
を
す
る
、
何
か
特
殊
な
団
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
の
が
、
多
く
の
市
民
か
ら
徐
々
に
で
は
あ
る
が
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

・

ム

水
辺
に
集
ま
り
だ
し
た
市
民
た
ち

新
町
川
を
守
る
会
の
活
動
に
は
、
水
際
や
水
上
で
楽
し

く
市
民
が
交
流
し
な
が
ら
水
辺
の
賑
わ
い
を
創
造
し
、
そ

れ
と
同
時
に
河
川
環
境
の
啓
発
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
が
あ
る
。

毎
年
、
水
際
公
園
に
お
い
て
魚
釣
り
大
会
や
、
雅
楽
演

奏
会
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
各
種
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
は
じ
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
「
川
か
ら
サ
ン
タ
が
や
っ

て
く
る
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
遊
覧

船
に
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ

l
ト
を
施

し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
流
し
な
が

ら
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
か
ら
か
き
集

め
た
環
境
グ
ツ
ズ
な
ど
の
袋
詰
め
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
、
円
周
六
回
の
水
際
に
鈴
な

り
に
な
り
待
っ
て
く
れ
て
い
る
市
民

一

人
ひ
と
り
に
川
か
ら
渡
す
と
い
う
趣
向

で
、
す
で
に
十
年
以
上
も
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
正
月
に
は
寒
中
水
泳
大
会

も
復
活
さ
せ
る
な
ど
し
て
水
際
に
市
民

が
集
う
機
会
を
増
や
し
て
お
り
、
こ
れ

に
伴
い
わ
れ
わ
れ
の
活
動
が
マ
ス
コ
ミ

や
市
民
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と

川
と
生
き
る

e 

ー

l
吉
野
川
源
流
の
村
で
百
年
後
の
山
づ
く
り

徳
島
県
の
県
都
徳
島
市
に
は
、
主
に
吉
野
川
の
支
流
河

川
が
大
小
百
三
十
八
流
れ
、
ま
た
橋
梁
の
数
は
千
六
百
五

十
四
と
、
さ
な
が
ら
水
壕
都
市
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
川
の
流
域
に
は
、
か
つ
て
あ
い
染
め
の
原
料
で

あ
る
あ
い
の
産
地
と
し
て
栄
え
、
と
り
わ
け
市
の
中
心
部

約
六
・
五
回
を
流
れ
る
新
町
川
は
、
長
い
長
い
年
月
に
わ

た
っ
て
産
業
河
川
と
し
て
人
々
の
営
み
を
支
え
て
き
た
ま

ち
の
仲
間
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
化
学
繊
維
の
台
頭
に
よ
り
あ
い
産
業
は
衰
退

し
、
新
町
川
は
人
々
の
意
識
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る

と
、
そ
れ
ま
で
河
川
に
向
か
っ
て
建
ち
並
ん
で
い
た
家
々

も
い
つ
の
日
か
川
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
に

は
子
ど
も
た
ち
が
水
泳
を
楽
し
ん
で
い
た
ほ
ど
美
し
か
っ

た
川
は
、
昭
和
四
十
年
前
後
ま
で
に
流
域
の
工
場
・
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
排
水
で
魚
が
住
め
な
い
ほ
ど
汚
れ
た
ど
ぶ

川
と
化
し
て
、

当
時
、
写
生
に
訪
れ
た
小
学
生
の
画
用
紙

に
は
黒
い
水
の
流
れ
だ
け
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
ほ
ど
汚
れ
、
中
心
部
を
東
西
に
分

断
す
る
こ
の
川
は
市
民
に
と
っ
て
迷
惑
な
存
在
と
し
て

疎
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。

N
P
O
法
人
新
町
川
を
守
る
会

理
事
長

・

申
村
英
雄

ヱ

ま
ず
ボ
l
卜
で
川
掃
除

平
成
二
年
、
こ
の
惨
状
を
見
か
ね
た
有
志
十
人
が
河
川

の
環
境
の
向
上
を
目
的
に
し
た
「
新
町
川
を
守
る
会
」
を

設
立
し
、
毎
月
二
回
ボ

l
ト
四
隻
に
分
乗
し
て
小
さ
な
網

を
手
に
川
の
清
掃
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

掃
除
は
、
都
心
を
囲

む
よ
う
に
し
て
流
れ
る

新
町
川
と
助
任
川
に
よ

っ
て
ち
ょ
う
ど
、
ひ
ょ

う
た
ん
の
形
の
よ
う
に

結
ぼ
れ
た
「
ひ
ょ
う
た

ん
島
」
と
呼
ば
れ
る
円

周
六
回
の
島
を
囲
む
河

川
と
、

吉
野
川
の
河
口

に
い
た
る
ま
で
の
範
囲

で
行
わ
れ
た
。

開
始
か
ら
二
年
ほ
ど

経
過
し
、
わ
れ
わ
れ
の
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と
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
日
常
的
に

特
集

徳
島
市

清
掃
活
動
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軌
道
に
乗
り
始
め
る
と
、
マ
ス
コ
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な
ど
で
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介
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れ
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う
に
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り
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そ
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な
活
動
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す
る
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団
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
の
が
、
多
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の
市
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は
あ
る
が
理
解
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れ
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き
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。

・

ム
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河
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イ
ベ
ン
ト

の
開
催
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が
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水
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サ
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す
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る
。
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を
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る
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と
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て
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の
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の
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、
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流
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迷
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が
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の
環
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の
向
上
を
目
的
に
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た
「
新
町
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を
守
る
会
」
を

設
立
し
、
毎
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二
回
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四
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に
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に
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に
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囲
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に
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に
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範
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と
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
日
常
的
に
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こ
の
水
辺
空
間
に
市
民
が
集
う
よ
う
に
な
り
、
八
年
に
徳

島
市
に
よ
っ
て
水
際
公
園
の
対
岸
に
あ
る
河
川
敷
公
闘
が

常
時
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
多
目
的
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。
同
時
に
こ
の
河
川
敷
に
は
、
地
元
商
業
者
が
主

体
と
な
っ
て
の
三
百
五
十

m
に
及
ぶ
木
製
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
「
し
ん
ま
ち
ボ
l
ド
ウ
ォ

l
ク
」
が
完
成
し
た
。

日
常
的
な
活
動
と
し
て
は
、
市
民
を
は
じ
め
内
外
の
お

客
さ
ん
に
川
か
ら
都
心
な
ど
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
観
光
遊
覧
船
の
運
航
が
あ
る
。
毎
日
五
回
無
料
で

運
航
し
て
い
る
。

-
ム

吉
野
川
を
テ
l
マ
に
広
域
連
携

新
町
川
を
守
る
会
で
は
、
八
年
以
来
吉
野
川
を
テ
l
マ

吉野川3003年の森の植樹活動

に
し
た
広
域
的
な
連
携
と
、
市
民
へ
の
啓

発
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
毎
年
夏
の
吉
野
川
流
域

の
住
民
五
万
人
に
よ
る
河
川

一
斉
清
掃
の

実
施
と
九
州
は
筑
後
川
、
北
海
道
は
石
狩

川
な
ど
全
国
の
河
川
環
境
の
保
全
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
る
代
表
者
が
多
数
集
い
意

見
交
換
す
る
川
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
り
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
吉

野
川
十
回
ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
全
国

か
ら
百
人
程
度
の
猛
者
が
毎
年
参
加
し
て

覇
権
を
争
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
花
火
大

会
も
添
え
ら
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し

三
日
間
川
を
遊
び
川
を
め
で
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
五
千
食

の
大
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
四
国
の
多
く
の
市
民
や
川
を
愛

す
る
活
動
家
が
集
い
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
連
携
の
き

っ
か
け
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

ヱ

源
流
の
村
で
山
林
を
千
年
信
り
受
け

あ
る
時
、
吉
野
川
源
流
の
高
知
県
大
川
村
か
ら
来
た
参

加
者
よ
り
、
吉
野
川
と
山
林
の
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て

聞
か
さ
れ
、
現
在
そ
の
山
が
人
の
手
も
入
ら
ず
に
"
緑
の

砂
漠
“
と
化
し
て
い
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。

そ
の
惨
状
に
心
動
か
さ
れ
た
参
加
者
か
ら
、
川
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
源
流
の
村
の
山
林
を
は
ぐ
く
む
活
動
に
着

手
し
よ
う
と
の
提
案
が
あ
り
、
十
三
年
に
は
大
川
村
と
の

問
で

一
千
年
間
の
村
有
林
の
無
償
貸
与
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
の
事
業
を
"
吉
野
川
三
O
O
一
年
の
森
づ
く
り
“
と
命

名
し
て
、
徳
島
県
の
隣
の

高
知
県
や
地
元
の

N
P
O

と
の
協
働
で
隔
月
ご
と
に

出
向
い
て
伐
採
な
ど
の
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
息
の

長
い
運
動
を
展
開
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
、

吉
野
川
に
お
い
て
川
の
魅

力
と
そ
の
本
当
の
姿
、
川

の
作
法
を
守
っ
て
き
た
先

人
の
知
恵
を
広
く
人
に
伝

え
る
「
川
に
学
ぶ
体
験
活

動
の
指
導
者
の
養
成
講

座
」
も
実
施
し
て
お
り
、
夏
に
は
、
「
全
国
川
に
学
ぶ
体

験
活
動
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

・
ム

ァ
ド
プ
卜
方
式
で
河
川
清
掃

そ
の
他
、
徳
島
県
が
音
頭
を
取
っ
て
、
吉
野
川
流
域
の

広
域
的
エ
リ
ア
で
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動
に

も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
ア
ド
プ
ト
方
式
(
河
川

な
ど
の

一
定
の
区
域
を
自
分
の
「
養
子
」
と
し
て
契
約
を

結
び
、
責
任
を
持
っ
て
清
掃
す
る
方
式
)
を
と
っ
て
お
り
、

毎
月

一
回
の
清
掃
に
よ
り
吉
野
川
が
目
立
っ
て
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
民
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
民

が
川
に
帰
っ
て
く
る
機
会
が
増
え
、
市
民
の
河
川
や
都
市

の
環
境
へ
の
こ
だ
わ
り
が
芽
生
え
る
こ
と
と
な
り
、
今
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
河
川
環
境
の
向
上
に

関
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
た
。

公園アドプト・プログラム、四季の花植え

i辺政事@2004・5月号31 

川と生きる協 〉特集
〆~..，.~

こ
の
水
辺
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民
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よ
う
に
な
り
、
八
年
に
徳
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市
に
よ
っ
て
水
際
公
園
の
対
岸
に
あ
る
河
川
敷
公
闘
が

常
時
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
多
目
的
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。
同
時
に
こ
の
河
川
敷
に
は
、
地
元
商
業
者
が
主

体
と
な
っ
て
の
三
百
五
十

m
に
及
ぶ
木
製
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
「
し
ん
ま
ち
ボ
l
ド
ウ
ォ

l
ク
」
が
完
成
し
た
。

日
常
的
な
活
動
と
し
て
は
、
市
民
を
は
じ
め
内
外
の
お

客
さ
ん
に
川
か
ら
都
心
な
ど
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
観
光
遊
覧
船
の
運
航
が
あ
る
。
毎
日
五
回
無
料
で

運
航
し
て
い
る
。

-
ム

吉
野
川
を
テ
l
マ
に
広
域
連
携

新
町
川
を
守
る
会
で
は
、
八
年
以
来
吉
野
川
を
テ
l
マ

吉野川3003年の森の植樹活動

に
し
た
広
域
的
な
連
携
と
、
市
民
へ
の
啓

発
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
毎
年
夏
の
吉
野
川
流
域

の
住
民
五
万
人
に
よ
る
河
川

一
斉
清
掃
の

実
施
と
九
州
は
筑
後
川
、
北
海
道
は
石
狩

川
な
ど
全
国
の
河
川
環
境
の
保
全
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
る
代
表
者
が
多
数
集
い
意

見
交
換
す
る
川
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
り
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
吉

野
川
十
回
ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
全
国

か
ら
百
人
程
度
の
猛
者
が
毎
年
参
加
し
て

覇
権
を
争
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
花
火
大

会
も
添
え
ら
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し

三
日
間
川
を
遊
び
川
を
め
で
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
五
千
食

の
大
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
四
国
の
多
く
の
市
民
や
川
を
愛

す
る
活
動
家
が
集
い
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
連
携
の
き

っ
か
け
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

ヱ

源
流
の
村
で
山
林
を
千
年
信
り
受
け

あ
る
時
、
吉
野
川
源
流
の
高
知
県
大
川
村
か
ら
来
た
参

加
者
よ
り
、
吉
野
川
と
山
林
の
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て

聞
か
さ
れ
、
現
在
そ
の
山
が
人
の
手
も
入
ら
ず
に
"
緑
の

砂
漠
“
と
化
し
て
い
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。

そ
の
惨
状
に
心
動
か
さ
れ
た
参
加
者
か
ら
、
川
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
源
流
の
村
の
山
林
を
は
ぐ
く
む
活
動
に
着

手
し
よ
う
と
の
提
案
が
あ
り
、
十
三
年
に
は
大
川
村
と
の

問
で

一
千
年
間
の
村
有
林
の
無
償
貸
与
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
の
事
業
を
"
吉
野
川
三
O
O
一
年
の
森
づ
く
り
“
と
命

名
し
て
、
徳
島
県
の
隣
の

高
知
県
や
地
元
の

N
P
O

と
の
協
働
で
隔
月
ご
と
に

出
向
い
て
伐
採
な
ど
の
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
息
の

長
い
運
動
を
展
開
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
、

吉
野
川
に
お
い
て
川
の
魅

力
と
そ
の
本
当
の
姿
、
川

の
作
法
を
守
っ
て
き
た
先

人
の
知
恵
を
広
く
人
に
伝

え
る
「
川
に
学
ぶ
体
験
活

動
の
指
導
者
の
養
成
講

座
」
も
実
施
し
て
お
り
、
夏
に
は
、
「
全
国
川
に
学
ぶ
体

験
活
動
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

・
ム

ァ
ド
プ
卜
方
式
で
河
川
清
掃

そ
の
他
、
徳
島
県
が
音
頭
を
取
っ
て
、
吉
野
川
流
域
の

広
域
的
エ
リ
ア
で
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動
に

も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
ア
ド
プ
ト
方
式
(
河
川

な
ど
の

一
定
の
区
域
を
自
分
の
「
養
子
」
と
し
て
契
約
を

結
び
、
責
任
を
持
っ
て
清
掃
す
る
方
式
)
を
と
っ
て
お
り
、

毎
月

一
回
の
清
掃
に
よ
り
吉
野
川
が
目
立
っ
て
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
市
民
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
民

が
川
に
帰
っ
て
く
る
機
会
が
増
え
、
市
民
の
河
川
や
都
市

の
環
境
へ
の
こ
だ
わ
り
が
芽
生
え
る
こ
と
と
な
り
、
今
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
河
川
環
境
の
向
上
に

関
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
た
。

公園アドプト・プログラム、四季の花植え
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⑪ 

川
と
生
き
る

• 
学
び

• 稼
ぐ

ー

l

流
域
連
携
で
ま
る
ご
と
博
物
館

-
十

回
目
に
入
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

筑
後
川
は
筑
紫
次
郎
と
呼
ば
れ
、
坂
東
太
郎
の
利
根
川
、

四
国
三
郎
の
吉
野
川
と
並
び
全
国
的
に
有
名
な
川
で
あ

る
。
筑
後
川
流
域
に
は
古
く
か
ら
人
々
が
住
み
つ
き
、
上

下
流
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
、
四
十
年
ぐ
ら
い

前
ま
で
は
、
上
流
域
の
山
林
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
日
田

で
い
か
だ
に
組
ま
れ
て
下
流
の
久
留
米
や
大
川
に
運
ば

れ
、
建
築
資
材
や
舟
、
家
具
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
。
川
は
物
資
輸
送
の
動
脈
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
人
々

や
情
報
の
交
流
も
も
た
ら
し
て
き
た
。

し
か
し
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
を
経
て
、
ダ
ム
や

中
流
に
幾
多
の
せ
き
が
で
き
、
川
は
物
や
人
や
情
報
を
運

ば
な
く
な
る
に
つ
れ
て
、
上
下
流
の
交
流
も
疎
遠
に
な
っ

た
。
同
時
に
、
筑
後
川
の
水
質
や
そ
れ
に
関
す
る
河
川
環

境
が
急
速
に
悪
化
し
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
で
も
あ
っ
た

川
に
は
人
々
が
寄
り
付
か
な
く
な
っ
た
。
「
筑
後
川
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
上
下
流
の
交
流
連
携
を
復
活
し
、
筑

後
川
の
環
境
を
守
り
、
再
び
川
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
、

併
せ
て
流
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
民
間
活
動
グ
ル
ー
プ
の

N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
理
事
長

久
留
米
大
学
経
済
学
部
教
授

• 駄
田
井
正

主
導
で
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
か
ら
十
八
年
前
、
大

川
市
で
第

一
回
目
が
開
催
さ
れ
、
以
後
流
域
の
市
町
村
を

巡
回
し
、
昨
年
は
久
留
米
市
で
第
十
七
回
目
が
、
そ
し
て

今
年
は
第
十
八
回
目
が
田
主
丸
町
で
開
催
さ
れ
る
。

ヱ

筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
の
誕
生

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
、
政
策
の
最
終

目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
間
の
地
域
活
動
の
目
標
で
も

あ
る
。
流
域
は

水
循
環
を
基
盤

と
し
て
自
立
的

な
生
態
系
を
形

成
し
て
い
る
の

で
、
経
済
や
文

化
な
ど
を
含
め

た
持
続
可
能
な

自
立
的
地
域
空

間
を
形
成
す
る

と
い
う
視
点
か

ら
と
ら
え
て
み

フィールドワーク 下流のガタ見学

32 

る
こ
と
は
意
義
深
い
。
久
留
米
大
学
産
業
経
済
研
究
所
は
、

こ
の
観
点
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
、
筑
後
川
流
域
圏
の
総

合
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の
成
果
の

一
端

を
公
表
す
る
と
同
時
に
地
域
が
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る

か
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
公
開
講
座
や
研
究
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、

大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
が
、
筑
後
川
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
実
行
メ
ン
バ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
交
流
の
中
で
、
筑
後
川
流
域
の
連
携
・
交
流
を
恒
常

化
し
本
格
化
す
る
た
め
の
組
織
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
、
そ
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
「
筑
後
川
流
域
連
携
倶

楽
部
」
を
つ
く
り
平
成
十
年
に
、

N
P
O法
人
の
認
可
を

得
た
。
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
は
、
し
た
が
っ
て
筑
後
川
流

域
で
環
境
保
全
や
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
や

個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
る
た
め
に
は
情
報
の
共
有
が
欠
か
せ
な
い
の

で
、
「
筑
後
川
流
域
新
聞
」
を
年
六
回
発
行
し
、
流
域
全

体
の
情
報
が
流
域
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

連
携
倶
楽
部
の
地
域
づ
く
り
活
動
方
針
は
、
筑
後
川
に

遊
び
、
筑
後
川
に
学
び
、
筑
後
川
で
稼
ぐ
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、

三
つ
の
基
本
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
筑
後
川
ま

る
ご
と
リ
バ

l
パ
l
ク」

「筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
」

「
筑
後
川
ま
る
ご
と
リ
バ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
構
想
し
実

効
が
上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

・

ム

自

然

文

化

歴

史

を

丸

ご

と

保

存

継

承

従
来
の
博
物
館
で
は
、
主
に
建
物
の
中
に
収
集
し
た
資

料
を
展
示
す
る
が
、
こ
の
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、

筑
後
川
流
域
に
点
在
す
る
自
然
や
歴
史
的
遺
跡
、
文
化
的

2004・5月号姐~ω
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プ
や

個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
る
た
め
に
は
情
報
の
共
有
が
欠
か
せ
な
い
の

で
、
「
筑
後
川
流
域
新
聞
」
を
年
六
回
発
行
し
、
流
域
全

体
の
情
報
が
流
域
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

連
携
倶
楽
部
の
地
域
づ
く
り
活
動
方
針
は
、
筑
後
川
に

遊
び
、
筑
後
川
に
学
び
、
筑
後
川
で
稼
ぐ
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、

三
つ
の
基
本
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
筑
後
川
ま

る
ご
と
リ
バ

l
パ
l
ク」

「筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
」

「
筑
後
川
ま
る
ご
と
リ
バ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
構
想
し
実

効
が
上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

・

ム

自

然

文

化

歴

史

を

丸

ご

と

保

存

継

承

従
来
の
博
物
館
で
は
、
主
に
建
物
の
中
に
収
集
し
た
資

料
を
展
示
す
る
が
、
こ
の
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、

筑
後
川
流
域
に
点
在
す
る
自
然
や
歴
史
的
遺
跡
、
文
化
的

2004・5月号姐~ω
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遺
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
産
業
や
地
域
住
民
の
生
活
を
含

め
た
有
形
・
無
形
の
も
の
を
対
象

に
し
て
、
そ
れ
が
点
在
す
る
場
所

で
保
存
・
継
承
し
な
が
ら
研
究
の

対
象
と
す
る
。
い
わ
ば
、
筑
後
川

流
域
全
体
を
博
物
館
と
見
立
て
た

も
の
で
、
建
物
は
な
い
が
、
観
察

さ
れ
る
資
料
と
学
芸
員
と
学
芸
員

が
活
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、

博
物
館
に
必
要
な
三
つ
の
要
素
が

備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
二
十

一
世
紀
の
博
物
館
で
は
、
四

つ
目
の
要
素
と
し
て
市
民
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
が
必
要

で
あ
る
が
、
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、
成
立
の
経

緯
か
ら
し
て
市
民
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
の
運
営
は
、
筑
後
川
ま
る
ご

と
博
物
館
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
運
営

委
員
会
は
、
流
域
で
環
境
や
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
学

術
研
究
、
活
動
グ
ル
ー
プ
が
数
多
く
参
加
す
る
が
、
そ
こ

か
ら
選
ば
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
学
芸
員
、
学
識
経
験
者
か

ら
な
る
顧
問
、
そ
れ
に
新
た
に
構
成
さ
れ
た
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
学
芸
員
か
ら
成
る
。
実
際
の
運
営
事
務
は
こ

の
学
芸
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
当
し
て
い
る
。

筑
後
川
流
域
に
は
黒
川
温
泉
や
柳
川
市
な
ど
の
全
国
版

に
加
え
て
、
江
戸
時
代
の
町
並
み
を
残
す
日
田
の
豆
田
町
、

秋
月
古
城
、
陶
芸
の
小
鹿
田
、
中
流
原
鶴
祖
泉
の
う
飼
い

舟、

三
速
水
車
、
大
川
の
エ
ツ
舟
、

吉
野
ケ
里
な
ど
数
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
豊
富
な
観
光
資
源
も
、
個
別
的
に
バ
ラ
バ
ラ

に
開
発
し
た
の
で
は
潜
在
力
は
充
分
生
か
さ
れ
ず
、
浪
費

さ
れ
破
壊
さ
れ
か
ね
な
い
。
「筑
後
川
流

域
全
体
を
川
と
水
を
主
題
と
し
た
テ
ー

マ
パ

l
ク
」
と
し
て
捉
え
る
よ
う
な
統

一
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

「筑
後
川
ま
る
ご
と
リ
バ

l
パ
l
ク
」
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
流
域
全
体
が
画

一

的
な
開
発
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゾ

l
ン

分
け
し
、
各
ゾ

1
ン
の
特
色
を
明
示
し

て
、
観
光
資
源
を
最
大
限
生
か
せ
る
地

域
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
、

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
学
芸
員
、
国
土
交
通
省
筑
後
川

事
務
所
、
流
域
自
治
体
と
観
光
協
会
、
旅
行
会
社
、
旅
館

や
観
光
施
設
の
経
営
者
か
ら
成
る

「筑
後
川
ま
る
ご
と
リ

バ
l
パ
l
ク
構
想
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、
構
想
の
中
身

の
検
討
や
実
験
的
な
モ
ニ
タ
ー
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。

'F一
リ
バ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

・
1
}

産
学
民
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
流
域
圏
は
久
留
米
緋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
伝

統
工
芸
品
の
宝
庫
で
あ
る
。
「筑
後
川
リ
バ

l
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
は
、
こ
れ
ら
の
工
芸
品
の
伝
統
を
活
か
し
、

生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
よ
う
と
始
め
た
も
の
で
、

筑
後
川
流
域
圏
で
S
O
H
Oを
仕
事
や
生
き
方
の

ス
タ
イ
ル
と
し
て
選
択
し
て
い
る
人
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
S
O
H
O筑
後
川
」
の
メ
ン
バ
ー
が

運
営
主
体
に
な
り
、
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
ま
で
二
回
聞
か
れ

た
手
工
芸
品
の
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
が
、

筑
後
の
素
材
か
筑
後
出
身
あ
る
い
は
筑
後
を
製
作

拠
点
に
し
て
い
る
こ
と
が
出
底
条
件
で
あ
る
。

まるごと博 講義風景

筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
の
発
足
時
、
日
岡
市
か
ら
四

h
の
山
林
を
無
償
で
貸
し
出
す
申
し
入
れ
が
あ
り
、
そ
こ

を
拠
点
に
植
林
や
下
草
刈
を
行
い
な
が
ら
子
供
た
ち
の
環

境
学
習
の
場
に
な
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
。
上
流
か
ら
水

を
育
む
山
林
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
水
の
森
と
名
付
け
た
。
今

年
の
春
に
は
山
小
屋
も
完
成
し
い
よ
い
よ
活
動
は
本
格
化

す
る
。

久
留
米
大
学
産
業
経
済
研
究
所
の
筑
後
川
流
域
研
究
や

筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
の
活
動
を
通
じ
て
、
流
域
に
は

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
や
、

事
業
展
開
が
で
き

る
シ

l
ズ
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

そ
の
よ
う
な
問
題
や
シ
l
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、

産
学
官
が

連
携
し
て

「
こ
の
指
と
l
ま
れ
」
方
式
で
仲
間
を
募
り
実

行
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
偶
数
月
の
第
一一

木
曜
日
を
定
例
の
情
報
交
換
と
交
流
の
場
と
し
て
、

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

ヱ
ヵlドと
地
域
通
貨
「
力
ツ
パ
」
を
発
行

地
域
づ
く
り
の
活
動
で
常
に
悩
み
の
種
は
資
金
不
足
で

あ
る
。
「筑
後
川
カ

l
ド
」
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、

カ
ー
ド
会
社
の
協
力
で
こ
の
カ

l
ド
を
使

用
す
れ
ば
買
物
額
の

0
・
三
%
が
連
携
倶

楽
部
に
寄
付
さ
れ
る
。
こ
の
寄
付
は
お
も

に
環
境
保
全
活
動
に
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
連
携
倶
楽
部
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
発
に
し
地
産
地
消
を
促
進
す

る
た
め
に
地
域
通
貨

「
カ
ッ
パ
」
を
発
行
し

て
い
る
。
一

時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
六

カ
ッ
パ

(六
百
円
相
当
)
が
支
給
さ
れ
、
流

域
四
十
数
カ
所
の
協
力
庖
で
使
用
で
き
る
。
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遺
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
産
業
や
地
域
住
民
の
生
活
を
含

め
た
有
形
・
無
形
の
も
の
を
対
象

に
し
て
、
そ
れ
が
点
在
す
る
場
所

で
保
存
・
継
承
し
な
が
ら
研
究
の

対
象
と
す
る
。
い
わ
ば
、
筑
後
川

流
域
全
体
を
博
物
館
と
見
立
て
た

も
の
で
、
建
物
は
な
い
が
、
観
察

さ
れ
る
資
料
と
学
芸
員
と
学
芸
員

が
活
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、

博
物
館
に
必
要
な
三
つ
の
要
素
が

備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
二
十

一
世
紀
の
博
物
館
で
は
、
四

つ
目
の
要
素
と
し
て
市
民
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
が
必
要

で
あ
る
が
、
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、
成
立
の
経

緯
か
ら
し
て
市
民
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
の
運
営
は
、
筑
後
川
ま
る
ご

と
博
物
館
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
運
営

委
員
会
は
、
流
域
で
環
境
や
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
学

術
研
究
、
活
動
グ
ル
ー
プ
が
数
多
く
参
加
す
る
が
、
そ
こ

か
ら
選
ば
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
学
芸
員
、
学
識
経
験
者
か

ら
な
る
顧
問
、
そ
れ
に
新
た
に
構
成
さ
れ
た
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
学
芸
員
か
ら
成
る
。
実
際
の
運
営
事
務
は
こ

の
学
芸
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
当
し
て
い
る
。

筑
後
川
流
域
に
は
黒
川
温
泉
や
柳
川
市
な
ど
の
全
国
版

に
加
え
て
、
江
戸
時
代
の
町
並
み
を
残
す
日
田
の
豆
田
町
、

秋
月
古
城
、
陶
芸
の
小
鹿
田
、
中
流
原
鶴
祖
泉
の
う
飼
い

舟、

三
速
水
車
、
大
川
の
エ
ツ
舟
、

吉
野
ケ
里
な
ど
数
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
豊
富
な
観
光
資
源
も
、
個
別
的
に
バ
ラ
バ
ラ

に
開
発
し
た
の
で
は
潜
在
力
は
充
分
生
か
さ
れ
ず
、
浪
費

さ
れ
破
壊
さ
れ
か
ね
な
い
。
「筑
後
川
流

域
全
体
を
川
と
水
を
主
題
と
し
た
テ
ー

マ
パ

l
ク
」
と
し
て
捉
え
る
よ
う
な
統

一
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

「筑
後
川
ま
る
ご
と
リ
バ

l
パ
l
ク
」
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
流
域
全
体
が
画

一

的
な
開
発
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゾ

l
ン

分
け
し
、
各
ゾ

1
ン
の
特
色
を
明
示
し

て
、
観
光
資
源
を
最
大
限
生
か
せ
る
地

域
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

N
P
O
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
、

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
学
芸
員
、
国
土
交
通
省
筑
後
川

事
務
所
、
流
域
自
治
体
と
観
光
協
会
、
旅
行
会
社
、
旅
館

や
観
光
施
設
の
経
営
者
か
ら
成
る

「筑
後
川
ま
る
ご
と
リ

バ
l
パ
l
ク
構
想
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、
構
想
の
中
身

の
検
討
や
実
験
的
な
モ
ニ
タ
ー
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。

'F一
リ
バ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

・
1
}

産
学
民
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
流
域
圏
は
久
留
米
緋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
伝

統
工
芸
品
の
宝
庫
で
あ
る
。
「筑
後
川
リ
バ

l
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
は
、
こ
れ
ら
の
工
芸
品
の
伝
統
を
活
か
し
、

生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
よ
う
と
始
め
た
も
の
で
、

筑
後
川
流
域
圏
で
S
O
H
Oを
仕
事
や
生
き
方
の

ス
タ
イ
ル
と
し
て
選
択
し
て
い
る
人
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
S
O
H
O筑
後
川
」
の
メ
ン
バ
ー
が

運
営
主
体
に
な
り
、
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
ま
で
二
回
聞
か
れ

た
手
工
芸
品
の
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
が
、

筑
後
の
素
材
か
筑
後
出
身
あ
る
い
は
筑
後
を
製
作

拠
点
に
し
て
い
る
こ
と
が
出
底
条
件
で
あ
る
。

まるごと博 講義風景

筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
の
発
足
時
、
日
岡
市
か
ら
四

h
の
山
林
を
無
償
で
貸
し
出
す
申
し
入
れ
が
あ
り
、
そ
こ

を
拠
点
に
植
林
や
下
草
刈
を
行
い
な
が
ら
子
供
た
ち
の
環

境
学
習
の
場
に
な
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
。
上
流
か
ら
水

を
育
む
山
林
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
水
の
森
と
名
付
け
た
。
今

年
の
春
に
は
山
小
屋
も
完
成
し
い
よ
い
よ
活
動
は
本
格
化

す
る
。

久
留
米
大
学
産
業
経
済
研
究
所
の
筑
後
川
流
域
研
究
や

筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
の
活
動
を
通
じ
て
、
流
域
に
は

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
や
、

事
業
展
開
が
で
き

る
シ

l
ズ
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

そ
の
よ
う
な
問
題
や
シ
l
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、

産
学
官
が

連
携
し
て

「
こ
の
指
と
l
ま
れ
」
方
式
で
仲
間
を
募
り
実

行
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
偶
数
月
の
第
一一

木
曜
日
を
定
例
の
情
報
交
換
と
交
流
の
場
と
し
て
、

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

ヱ
ヵlドと
地
域
通
貨
「
力
ツ
パ
」
を
発
行

地
域
づ
く
り
の
活
動
で
常
に
悩
み
の
種
は
資
金
不
足
で

あ
る
。
「筑
後
川
カ

l
ド
」
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、

カ
ー
ド
会
社
の
協
力
で
こ
の
カ

l
ド
を
使

用
す
れ
ば
買
物
額
の

0
・
三
%
が
連
携
倶

楽
部
に
寄
付
さ
れ
る
。
こ
の
寄
付
は
お
も

に
環
境
保
全
活
動
に
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
連
携
倶
楽
部
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
発
に
し
地
産
地
消
を
促
進
す

る
た
め
に
地
域
通
貨

「
カ
ッ
パ
」
を
発
行
し

て
い
る
。
一

時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
六

カ
ッ
パ

(六
百
円
相
当
)
が
支
給
さ
れ
、
流

域
四
十
数
カ
所
の
協
力
庖
で
使
用
で
き
る
。
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l
河
畔
の
病
院
が
サ
ミ
ッ
ト
開
催

本
荘
第
一
病
院

院長

・

小
松
寛
治

の
団
体
講
演
に
も
無
料
で
開
放
し
て
い
る
。

一
方
で
、
各
層
で
構
成
す
る
評
議
員
か
ら
病
院
の
あ
り

方
や
、
地
域
住
民
か
ら
病
院
食
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

第
二
は
本
荘
市
は
百
年
に
及
ぶ
ボ

l
ト
の
町
の
歴
史
を

持
ち
、
市
民
は
そ
の
中
央
を
流
れ
る
子
吉
川
を
愛
し
、
市

民
ボ

l
ト
大
会
も
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
子
吉
川

の
ほ
と
り
に
当
病
院
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

てたホし ー 虹しそられさの l の院発れい
もめ l 、般門たうればん病ピ例基の展ばて当
らのル 三 にの 。しなそが院スえ本発にな述病
つ講は百開洗トたいの選のでば理展貢らべ院
た演病人放浄イ目 。目択中あ、念も献なるに
り会気がし室レ的当的でかり医もなすいにお
に予入てな、で病はきら、療「いる 。はけ
地使防るいど人設院達な患複は地と核第、る
域つの大るは工立はせけ者数サ域いで ー ま"

とうあはず川
手考り病その
をえ、院の癒
つで地は 二 し
な運域健っと
ぐ営の康の医
医さ発 を背療
療れ展通景“
」てなしをの
でおくて語実
ありしのら践
る、て地なに
U そ病域けつ

マイナスイオンいっぱいの川辺で小鳥のさえずりを聞き、ポー

トを眺め想い出をたどる患者さんたち

こ
の
二
つ
の
背
景
が
や
が
て
川
の
癒
し
に
つ

い
て
注
目
し
、
活
動
し
、
研
究
し
て
ゆ
く
前
提

と
な
っ
て
い
く
。

'
一

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
川
を

一、

一
眺
め
て
い
る
患
者

病
院
と
川
と
の
出
会
い
の
日
の
感
動
を
わ
れ

わ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
-

i

昭
和
六
十

三
年
七
月

一
日
は
、
翌
日
の
オ
ー
プ
ン
に
備
え

て
病
室
に
は
ベ
ッ
ド
が
運
ば
れ
準
備
は
完
了
し

て
い
た
。
最
後
の
点
検
に
回
り
そ
の
ベ
ッ
ド
に

横
に
な
っ
て
み
て
驚
い
た
。
二
階
の
ベ
ッ
ド
か

34 

ら
見
る
川
は
船
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
窓
が
直
接
水
面
に

接
し
て
見
え
、
川
を
上
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ

れ
る
。
急
い
で
三
階
に
上
っ
て
み
る
と
、
河
川
敷
と
川
が

間
近
に
見
ら
れ
河
岸
で
餌
を
つ
い
ば
む
カ
モ
の
群
が
お

り
、
折
か
ら
葦
原
か
ら
キ
ジ
が

一
羽
飛
び
立
っ
た
。
さ
ら

に
四
階
に
上
が
っ
て
み
る
と
驚
く
ほ
ど
広
く
河
川
空
間
が

開
け
絶
景
が
夕
日
に
映
え
て
い
た
。
何
と
す
ば
ら
し
い
の

だ
ろ
う
、
翌
日
の
オ
ー
プ
ン
を
忘
れ
て
し
ば
ら
く
景
観
に

2004・5月号迫通電~i!ì

見
入
っ
た
|
|
。

そ
し
て
新
設
の
病
院
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
や
が
て
看
護

婦
た
ち
の
間
で
患
者
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
川
を
眺
め
て
い

る
、
ま
た

一
日
中
眺
め
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
が

た
び
た
び
話
題
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
を

し
て
み
る
と
入
院
患
者
の
約
八

O
%
が
川
を
眺
め
て
お

り
、
そ
の
理
由
は
「
心
が
安
ら
ぐ
」
「
気
持
ち
が
落
ち
着

く
」
「
病
院
に
い
る
こ
と
を

一
時
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
」

と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
み
て
企
画
室
長
は

「癒
し
の
川
」
(
国

g
-
z
m
E
2司
)
と
名
付
け
、
平
成
八

年
本
荘
市
で
開
催
し
た
「
切
水
環
境
ネ
ッ
ト
東
北
」
で

初
め
て
癒
し
の
川
分
科
会
を
設
け
討
議
し
た
。
川
の
環
境

を
病
気
の
治
療
に
利
用
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
夢

が
こ
う
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
夢
が
動
機
と
な
っ
て
川
と
医
療
の
手
探
り
の

活
動
が
始
ま
り
、
こ
れ
が
背
景
と
な
っ
て
国
土
交
通
省
の

河
川
整
備
事
業
「
癒
し
の
川
づ
く
り
」
が
進
行
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
当
病
院
と
介
護
老
人
保

健
施
設
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
西
日
が
合
同
で
毎
月

一
回

癒
し
の
川
活
動
委
員
会
(
代
表
小
松
か
ず
ゆ
企
画
室
長
)

を
聞
き
、
癒
し
と
川
を
め
ぐ
る
勉
強
会
と
活
動
計
画
の
打

ち
合
わ
せ
、
研
究
発
表
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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の
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地
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に
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出
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の
日
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。
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多
元
的
な
展
開
の
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
0

・

ム

癒
し
の
効
果

人
は
な
ぜ
川
で
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
河
川
空
間
と

人
と
の
関
係
は
長
い
長
い
人
類
の
歴
史
の
中
で
成
立
し
て

き
た
。
景
観
、
小
鳥
や
虫
、
魚
、
樹
木
と
花
、
そ
し
て
清

流
あ
り
濁
流
あ
り
、
静
か
な
流
れ
あ
り

一
転
し
て
氾
瀧
あ

り
、
下
流
で
は
干
満
に
よ
る
逆
流
あ
り
で
、
川
は
無
限
の

フ
ァ
ク
タ
ー
を
持
つ
小
宇
宙
で
あ
る
。

こ
う
し
た
河
川
空
間
の
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
人
間
の
視
・
聴
・
嘆
・

触
・
味
の
五
感
覚
を
通
し
て
脳
を
刺

戟
し
、
思
い
出
や
体
験
や
空
想
な
ど

に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
癒
し
効
果
を

生
む
と
推
察
さ
れ
る
。

ど
ん
な
病
気
に
効
果

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

-

ム

癒
し
を
求
め
る
医
療
の
流
れ

一
方
、
な
ぜ
病
院
が
今
摘
し
を
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
十
八
世
紀
に
初
め
て

入
院
し
て
病
気
を
治
す
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
始
ま
り
、

十
九
世
紀
に
は
コ
ッ
ホ
の
結
核
菌
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
細

菌
学
全
盛
の
時
代
と
な
り
、
実
験
室
で
の
研
究
が
医
学
の

主
流
と
な
っ
た
。
二
十
世
紀
に
入
り
第
二
次
大
戦
を
経
て

胤
液
の
自
動
分
析
器
、

C
T
、

M
R
I
そ
し
て
ロ
ボ
ッ

ト
医
療
へ
と
あ
ら
ゆ
る
科
学
を
網
羅
し
た
ア
メ
リ
カ
の
医

学
が
科
学
的
医
学
の
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
。
二
十

一
世
紀
に
入
る
と
社
会
学
、
人
文
科
学
そ
し
て
人
間
の
存

在
を
問
い
直
す
考
え
方
が
広
く
入
っ
て
き
て
、
医
療
に
お

け
る
情
報
公
開
、
自
己
決
定
権
な
ど
医
療
に
対
す
る
人
間

の
考
え
方
、
社
会
の
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き

た
。
分
子
生
物
学
遺
伝

子
の
医
療
な
ど
従
来
の

進
歩
の
延
長
線
上
を
走

る
一
方
で
、
社
会
の
中

で
の
人
間
を
全
体
と
し

て
と
ら
え
、
人
生
の
質

を
い
か
に
高
め
る
か
の

観
点
か
ら
医
療
を
位
置

付
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
に
音
楽
療

法
、
動
物
療
法
な
ど
い

ろ
ん
な
手
段
で
癒
し
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た

背
景
が
あ
る
。
医
療
は

どんな病気を対象とするか.

糖尿病、高血圧、高脂血症、 . 

脂肪肝、肥満、骨粗忽症 ・
脳血管障害後遺症、低腕担豊能.

老年期痴呆、生活習慣病 . 

治療.

こ
れ
は
も
っ
と
も
っ
と

実
績
を
経
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
図
に
示
し
た

よ
う
な
病
気
を
対
象
と
し
、
ま
た
リ
ハ
ビ

リ
や
病
気
の
予
防
、
健
康
増
進
、
さ
ら
に

心
理
的
効
果
を
狙
っ
て
生
活
習
慣
の
転
換

ま
で
対
象
と
し
て
広
く
試
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ヱ

河
畔
病
院
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

ー河川敷 (せせらぎパーク)ではイベントも開催される

活
動
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
第

一
に

日
常
診
療
の
中
で
散
歩
、
運
動
療
法
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
に
河
川
敷
を
利
用
す
る
方
法
、 リハビリ.

予防.

第
二
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
施
設
の
老
人
や
保
育
園
児
な

ど
を
交
え
た
サ
マ

l
フ
エ
ス
夕
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
中

心
と
す
る
糖
尿
病
リ
バ

l
サ
イ
ド
ウ
オ
l
ク
ラ
リ
ー
な
ど

繰
り
返
し
実
施
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
退
職
し
た
市

民
で
作
ら
れ
て
い
る
歩
こ
う
会
、
地
元
栄
養
士
会
や
地
元

大
学
の
保
健
科
・
栄
養
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
第
三
が

市
民

一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
運
動
療
法
と
し
て
こ
の
施
設

E
E
E
E
E-
を
利
用
す
る
方
法
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
0

・
・
・
・
・
一
毎
月
聞
か
れ
て
い
る
そ
の
推
進
力
で
あ
る

・
・
聞
幽
圃
一
癒
し
の
川
活
動
委
員
会
で
は
①
河
川
空
間

・
園
開
幽
圃
一
に
癒
し
効
果
は
果
た
し
て
あ
る
の
か
②
癒

副
E
帽
幽
・
一
し
効
果
の
有
無
は
ど
の
よ
う
に
し
て
説
明

岡
昌
明
画
一
さ
れ
る
か
③
癒
し
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
う

・
・
・
・
・
一
解
明
す
る
か
、
を
研
究
テ

l
マ
と
し
て
い

・
・
閉
幽
・
一
る
。
看
護
部
門
は
散
歩
し
た
人
た
ち
の
変

園
開
削
幽
圃
一
化
の
詳
細
な
記
録
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
の

圃
轟
鴎
圃
園
一
測
定
、
脳
波
の
解
析
、
血
液
指
標
特
に
神

団
団
団
団
川
」
経
関
連
物
質
の
変
化
の
分
析
、
河
川
環
境

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
測
定
な
ど
多
彩
な
研
究
を

行
い
、
昨
年
十
月
の
「
第
四
回
川
で
の
福
祉
と
教
育
の
全

国
本
荘
大
会
」
の
分
科
会
に
発
表
し
た
。
全
国
に
川
辺
に

あ
る
病
院
は
ざ
っ
と
八
十
以
上
あ
り
、
全
日
本
病
院
協
会
、

日
本
臨
床
内
科
医
会
の
後
援
も
得
て
呼
び
掛
け
、
こ
の
分

科
会
は
別
名
河
畔
病
院
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
行
っ
た
。

人
間
は
今
、
本
来
の
大
自
然
の
中
で
動
く
生
き
物
と
し

て
の
機
能
を
失
い
か
け
て
お
り
、
ま
た
生
活
習
慣
病
な
ど

が
多
く
の
病
気
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
川
辺

の
ウ
オ
1
キ
ン
グ
が
本
来
の
人
間
を
取
り
戻
す

一
助
に
な

る
よ
う
に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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多
元
的
な
展
開
の
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
0

・

ム

癒
し
の
効
果

人
は
な
ぜ
川
で
癒
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
河
川
空
間
と

人
と
の
関
係
は
長
い
長
い
人
類
の
歴
史
の
中
で
成
立
し
て

き
た
。
景
観
、
小
鳥
や
虫
、
魚
、
樹
木
と
花
、
そ
し
て
清

流
あ
り
濁
流
あ
り
、
静
か
な
流
れ
あ
り

一
転
し
て
氾
瀧
あ

り
、
下
流
で
は
干
満
に
よ
る
逆
流
あ
り
で
、
川
は
無
限
の

フ
ァ
ク
タ
ー
を
持
つ
小
宇
宙
で
あ
る
。

こ
う
し
た
河
川
空
間
の
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
人
間
の
視
・
聴
・
嘆
・

触
・
味
の
五
感
覚
を
通
し
て
脳
を
刺

戟
し
、
思
い
出
や
体
験
や
空
想
な
ど

に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
癒
し
効
果
を

生
む
と
推
察
さ
れ
る
。

ど
ん
な
病
気
に
効
果

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

-

ム

癒
し
を
求
め
る
医
療
の
流
れ

一
方
、
な
ぜ
病
院
が
今
摘
し
を
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
十
八
世
紀
に
初
め
て

入
院
し
て
病
気
を
治
す
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
始
ま
り
、

十
九
世
紀
に
は
コ
ッ
ホ
の
結
核
菌
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
細

菌
学
全
盛
の
時
代
と
な
り
、
実
験
室
で
の
研
究
が
医
学
の

主
流
と
な
っ
た
。
二
十
世
紀
に
入
り
第
二
次
大
戦
を
経
て

胤
液
の
自
動
分
析
器
、

C
T
、

M
R
I
そ
し
て
ロ
ボ
ッ

ト
医
療
へ
と
あ
ら
ゆ
る
科
学
を
網
羅
し
た
ア
メ
リ
カ
の
医

学
が
科
学
的
医
学
の
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
。
二
十

一
世
紀
に
入
る
と
社
会
学
、
人
文
科
学
そ
し
て
人
間
の
存

在
を
問
い
直
す
考
え
方
が
広
く
入
っ
て
き
て
、
医
療
に
お

け
る
情
報
公
開
、
自
己
決
定
権
な
ど
医
療
に
対
す
る
人
間

の
考
え
方
、
社
会
の
考

え
方
が
変
わ
っ
て
き

た
。
分
子
生
物
学
遺
伝

子
の
医
療
な
ど
従
来
の

進
歩
の
延
長
線
上
を
走

る
一
方
で
、
社
会
の
中

で
の
人
間
を
全
体
と
し

て
と
ら
え
、
人
生
の
質

を
い
か
に
高
め
る
か
の

観
点
か
ら
医
療
を
位
置

付
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
に
音
楽
療

法
、
動
物
療
法
な
ど
い

ろ
ん
な
手
段
で
癒
し
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た

背
景
が
あ
る
。
医
療
は

どんな病気を対象とするか.

糖尿病、高血圧、高脂血症、 . 

脂肪肝、肥満、骨粗忽症 ・
脳血管障害後遺症、低腕担豊能.

老年期痴呆、生活習慣病 . 

治療.

こ
れ
は
も
っ
と
も
っ
と

実
績
を
経
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
図
に
示
し
た

よ
う
な
病
気
を
対
象
と
し
、
ま
た
リ
ハ
ビ

リ
や
病
気
の
予
防
、
健
康
増
進
、
さ
ら
に

心
理
的
効
果
を
狙
っ
て
生
活
習
慣
の
転
換

ま
で
対
象
と
し
て
広
く
試
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ヱ

河
畔
病
院
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

ー河川敷 (せせらぎパーク)ではイベントも開催される

活
動
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
第

一
に

日
常
診
療
の
中
で
散
歩
、
運
動
療
法
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
に
河
川
敷
を
利
用
す
る
方
法
、 リハビリ.

予防.

第
二
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
施
設
の
老
人
や
保
育
園
児
な

ど
を
交
え
た
サ
マ

l
フ
エ
ス
夕
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
中

心
と
す
る
糖
尿
病
リ
バ

l
サ
イ
ド
ウ
オ
l
ク
ラ
リ
ー
な
ど

繰
り
返
し
実
施
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
退
職
し
た
市

民
で
作
ら
れ
て
い
る
歩
こ
う
会
、
地
元
栄
養
士
会
や
地
元

大
学
の
保
健
科
・
栄
養
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
第
三
が

市
民

一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
運
動
療
法
と
し
て
こ
の
施
設

E
E
E
E
E-
を
利
用
す
る
方
法
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
0

・
・
・
・
・
一
毎
月
聞
か
れ
て
い
る
そ
の
推
進
力
で
あ
る

・
・
聞
幽
圃
一
癒
し
の
川
活
動
委
員
会
で
は
①
河
川
空
間

・
園
開
幽
圃
一
に
癒
し
効
果
は
果
た
し
て
あ
る
の
か
②
癒

副
E
帽
幽
・
一
し
効
果
の
有
無
は
ど
の
よ
う
に
し
て
説
明

岡
昌
明
画
一
さ
れ
る
か
③
癒
し
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
う

・
・
・
・
・
一
解
明
す
る
か
、
を
研
究
テ

l
マ
と
し
て
い

・
・
閉
幽
・
一
る
。
看
護
部
門
は
散
歩
し
た
人
た
ち
の
変

園
開
削
幽
圃
一
化
の
詳
細
な
記
録
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
の

圃
轟
鴎
圃
園
一
測
定
、
脳
波
の
解
析
、
血
液
指
標
特
に
神

団
団
団
団
川
」
経
関
連
物
質
の
変
化
の
分
析
、
河
川
環
境

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
測
定
な
ど
多
彩
な
研
究
を

行
い
、
昨
年
十
月
の
「
第
四
回
川
で
の
福
祉
と
教
育
の
全

国
本
荘
大
会
」
の
分
科
会
に
発
表
し
た
。
全
国
に
川
辺
に

あ
る
病
院
は
ざ
っ
と
八
十
以
上
あ
り
、
全
日
本
病
院
協
会
、

日
本
臨
床
内
科
医
会
の
後
援
も
得
て
呼
び
掛
け
、
こ
の
分

科
会
は
別
名
河
畔
病
院
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
行
っ
た
。

人
間
は
今
、
本
来
の
大
自
然
の
中
で
動
く
生
き
物
と
し

て
の
機
能
を
失
い
か
け
て
お
り
、
ま
た
生
活
習
慣
病
な
ど

が
多
く
の
病
気
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
川
辺

の
ウ
オ
1
キ
ン
グ
が
本
来
の
人
間
を
取
り
戻
す

一
助
に
な

る
よ
う
に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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プ
レ
ー
ト
付
き
思
い
出
ベ
ン
チ

が
予
想
を
超
え
る
反
響

|
|
日
比
谷
・
井
の
頭
両
公
園
と
も
百
基
の
目
標
達
成

• 
日
本
で
初
め
て
の
近
代
洋
風
公
園
と
し

て
明
治
三
十
六
年
に
開
園
し
た
日
比
谷
公

園
。
百
年
以
上
た
っ
た
今
も
近
隣
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
、
銀
座
に
買
い
物
に
来
た
人

た
ち
が
憩
う
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

東
京
都
が
、
民
間
活
力
の
導
入
・
規
制

緩
和
の

一
環
と
し
て
、
日
比
谷
公
園
と
井

の
頭
恩
賜
公
園
の
ベ
ン
チ
に
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
事
業
を
実
施
し
、

二一

月
に
は
各
百
基
の
募
集
数
を
達
成
し
た
。

東京都• 
一
石
二
鳥
を
狙
い
に

こ
の
事
業
は
、
都
立
公
園
に
木
製
ベ
ン

チ
を
市
民
に
寄
付
し
て
も
ら
い
、
寄
付
者

の
名
前
や
思
い
出
な
ど
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー

ト
を
取
り
付
け
る
と
い
う
も
の
で
、
都
で

は
、
当
事
業
を
通
じ
て
二
つ
の
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
考
え
た
。

一
つ
は
、
財
源
不
足
に
よ
り
改
修
、
修

繕
が
滞
っ
て
い
た
ベ
ン
チ
を
更
新
す
る
こ

と
で
公
園
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
図
る
こ

と
。
も
う

一
つ
は
、
寄
付
者
に
思
い
出
ベ

ン
チ
を
何
度
も
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
と
、

そ
の
他
の
来
園
者
に
は
ベ
ン
チ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
散
策
す
る
楽
し
み
を

提
供
す
る
こ
と
で
公
園
の
フ
ァ
ン
を
つ
く

ろ
、
つ
と
い
、
?
も
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

l
ク

の
事
例
を
参
考

に
都
職
員
が
発

案
し
た
こ
の
事

業
に
つ
い
て
、
寄
付
と
い
う
習
慣
が
ア
メ

リ
カ
と
違
っ
て
前
例
が
な
い
日
本
で
応
募

が
本
当
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
声
が
当

初
は
あ
っ
た
も
の
の
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
申
し

込
み
件
数
が
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
。
都

内
は
も
と
よ
り
、
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
な

ど
の
近
県
や
遠
く
は
高
知
県
や
福
岡
県
か

ら
も
あ
り
、
十
三
都
府
県
に
及
ん
で
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
個
人
申
し
込
み

都会のオアシスとして多くの人が訪れる

プ
レ
ー
ト
の
料
金
は
デ
ザ
イ
ン
の
違
い

で
十
五
万
円
と
二
十
万
円
の
二
種
類
が
あ

り
、
企
業
・
団
体
も
対
象
に
日
比
谷
公
園
、

井
の
頭
恩
腸
公
園
各
百
基
ず
つ
募
集
し
た

が
、
個
人
の
申
し
込
み
が
そ
れ
ぞ
れ
八
十

二
基
、
九
十
六
基
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
た
。

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
の
真

家族に宛てたメッセージが多い

新
し
い
ベ
ン
チ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
く
つ
ろ
ぎ
下
さ

い

O
O家
の
椅
子
」
「
君
と
こ
こ
に
座

る
の
は
ど
ん
な
ヤ
ツ
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
け
ど
楽
し
み
だ
。

父
よ
り
」
と

い
っ
た
微
笑
ま
し
い
も
の
か
ら
、
「
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
た

O
Oさ
ん
回
歳
で
早
す

ぎ
る
旅
立
ち
で
し
た
が
天
国
か
ら
見
守
っ

て
い
て
下
さ
い
」
と
い
う
夫
か
ら
「
最
愛

の
妻
」
に
向
け
た
も
の
や
「
ほ
ん
ま
あ
り

が
と
産
ん
で
育
て
て
く
れ
て
」
と
障
害

の
あ
る
娘
か
ら
両
親
に
向
け
た
も
の
、

「
う
れ
し
い
時
つ
ら
い
時
は
こ
こ
に
お
い

で
」
と
両
親
か
ら
子
ど
も
に
向
け
た
も
の

な
ど
家
族
に
向
け
た
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
多
い
。

「
申
込
書
と
と
も
に
早
速
、
公
園
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

あ
り
、
公
園
が
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
」
と
担
当

職
員
。

予
想
を
超
え
る
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
都
で
は
平
成
十
六
年
度
は
他
の
都
立

公
園
や
霊
園
で
も
「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
を

設
置
す
る
計
画
を
立
て
、
身
近
で
親
し
み

ゃ
す
い
公
園
を
広
げ
て
い
く
考
え
だ
。
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プ
レ
ー
ト
付
き
思
い
出
ベ
ン
チ

が
予
想
を
超
え
る
反
響

|
|
日
比
谷
・
井
の
頭
両
公
園
と
も
百
基
の
目
標
達
成

• 
日
本
で
初
め
て
の
近
代
洋
風
公
園
と
し

て
明
治
三
十
六
年
に
開
園
し
た
日
比
谷
公

園
。
百
年
以
上
た
っ
た
今
も
近
隣
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
、
銀
座
に
買
い
物
に
来
た
人

た
ち
が
憩
う
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

東
京
都
が
、
民
間
活
力
の
導
入
・
規
制

緩
和
の

一
環
と
し
て
、
日
比
谷
公
園
と
井

の
頭
恩
賜
公
園
の
ベ
ン
チ
に
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
事
業
を
実
施
し
、

二一

月
に
は
各
百
基
の
募
集
数
を
達
成
し
た
。

東京都• 
一
石
二
鳥
を
狙
い
に

こ
の
事
業
は
、
都
立
公
園
に
木
製
ベ
ン

チ
を
市
民
に
寄
付
し
て
も
ら
い
、
寄
付
者

の
名
前
や
思
い
出
な
ど
を
刻
ん
だ
プ
レ
ー

ト
を
取
り
付
け
る
と
い
う
も
の
で
、
都
で

は
、
当
事
業
を
通
じ
て
二
つ
の
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
考
え
た
。

一
つ
は
、
財
源
不
足
に
よ
り
改
修
、
修

繕
が
滞
っ
て
い
た
ベ
ン
チ
を
更
新
す
る
こ

と
で
公
園
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
図
る
こ

と
。
も
う

一
つ
は
、
寄
付
者
に
思
い
出
ベ

ン
チ
を
何
度
も
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
と
、

そ
の
他
の
来
園
者
に
は
ベ
ン
チ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
散
策
す
る
楽
し
み
を

提
供
す
る
こ
と
で
公
園
の
フ
ァ
ン
を
つ
く

ろ
、
つ
と
い
、
?
も
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

l
ク

の
事
例
を
参
考

に
都
職
員
が
発

案
し
た
こ
の
事

業
に
つ
い
て
、
寄
付
と
い
う
習
慣
が
ア
メ

リ
カ
と
違
っ
て
前
例
が
な
い
日
本
で
応
募

が
本
当
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
声
が
当

初
は
あ
っ
た
も
の
の
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
申
し

込
み
件
数
が
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
。
都

内
は
も
と
よ
り
、
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
な

ど
の
近
県
や
遠
く
は
高
知
県
や
福
岡
県
か

ら
も
あ
り
、
十
三
都
府
県
に
及
ん
で
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
個
人
申
し
込
み

都会のオアシスとして多くの人が訪れる

プ
レ
ー
ト
の
料
金
は
デ
ザ
イ
ン
の
違
い

で
十
五
万
円
と
二
十
万
円
の
二
種
類
が
あ

り
、
企
業
・
団
体
も
対
象
に
日
比
谷
公
園
、

井
の
頭
恩
腸
公
園
各
百
基
ず
つ
募
集
し
た

が
、
個
人
の
申
し
込
み
が
そ
れ
ぞ
れ
八
十

二
基
、
九
十
六
基
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
た
。

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
の
真

家族に宛てたメッセージが多い

新
し
い
ベ
ン
チ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
く
つ
ろ
ぎ
下
さ

い

O
O家
の
椅
子
」
「
君
と
こ
こ
に
座

る
の
は
ど
ん
な
ヤ
ツ
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
け
ど
楽
し
み
だ
。

父
よ
り
」
と

い
っ
た
微
笑
ま
し
い
も
の
か
ら
、
「
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
た

O
Oさ
ん
回
歳
で
早
す

ぎ
る
旅
立
ち
で
し
た
が
天
国
か
ら
見
守
っ

て
い
て
下
さ
い
」
と
い
う
夫
か
ら
「
最
愛

の
妻
」
に
向
け
た
も
の
や
「
ほ
ん
ま
あ
り

が
と
産
ん
で
育
て
て
く
れ
て
」
と
障
害

の
あ
る
娘
か
ら
両
親
に
向
け
た
も
の
、

「
う
れ
し
い
時
つ
ら
い
時
は
こ
こ
に
お
い

で
」
と
両
親
か
ら
子
ど
も
に
向
け
た
も
の

な
ど
家
族
に
向
け
た
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
多
い
。

「
申
込
書
と
と
も
に
早
速
、
公
園
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

あ
り
、
公
園
が
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
」
と
担
当

職
員
。

予
想
を
超
え
る
反
響
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
都
で
は
平
成
十
六
年
度
は
他
の
都
立

公
園
や
霊
園
で
も
「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
を

設
置
す
る
計
画
を
立
て
、
身
近
で
親
し
み

ゃ
す
い
公
園
を
広
げ
て
い
く
考
え
だ
。
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一
百
万
人
が
来
館

波
及
効
果
で
富
飾
柴
又
の
に
ぎ
わ
い
増
す

買
さ
ん
を
見
に

東
京
都
葛
飾
区
柴
又
は
、
映
画
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
の
舞
台
と
な
っ
た

ま
ち
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
葛
飾
区
で
は
、

葛
飾
柴
又
の
名
を
全
国
に
広
め
た
功
績
を

と
ど
め
よ
う
と
映
画
の
主
人
公
で
あ
る

「
寅
さ
ん
」
に
ち
な
ん
だ
「
葛
飾
柴
又
寅

さ
ん
記
念
館
」
(
以
下
、
記
念
館
)
を
平

成
九
年
十

一
月
に
開
設
。
寅
さ
ん
人
気
も

あ
い
ま
っ
て
、
来
館
者
数
は
平
日
で
も
多

く
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
十
二
年

秋
に
は
館
内
の
リ
ニ
ュ

1
ア
ル
が
行
わ

れ
、
今
年
三
月
に
は
来
館
者
が
二
百
万
人

を
突
破
し
た
。

=
映
画
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
の

=
記
念
館

京
成
線
柴
又
駅
で
降
り
て
、
正
面
に
歩

い
て
い
く
と
、
狭
い
通
り

の
上
に
「
帝
緯
天
参
道
」

と
書
か
れ
た
ア

1
チ
が
あ

り
、
参
道
は
柴
又
帝
韓
天

(
正
式
名
称
は
経
栄
山
題
経

寺
)
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
参
道
に
は
土
産
庖
や

飲
食
庖
が
立
ち
並
び
、
庖

の
構
え
や
雰
囲
気
に
風
情
が
あ
り
、
映
画

の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
趣
。
そ
の
た
め
、
日

常
の
生
活
空
間
と
は
異
な
る
世
界
に
迷
い

込
ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

記
念
館
は
柴
又
帝
稗
天
の
裏
手
に
あ

り
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
世
界
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
紹
介
し
て
い
る
。

館
内
に
は
、
実
際
に
撮
影
で
使
用
さ
れ

た
セ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
映
画
の

雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
寅
さ
ん
と

一
緒
に
記
念
撮
影

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
映
画
の
名
場
面
集

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
映
像
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
映
像
を
見
始
め
る
と
時
間
が

経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
映
画
全
四
十
人
作
の

ポ
ス
タ
ー
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
た
り
、
寅
さ
ん
の
衣
裳

や
カ
バ
ン
の
中
身
、
商
売
道

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た

り
と
来
館
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
。
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

フ
ァ
ン
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

今
ま
で
映
画
を
見
た
こ
と
が

帝寝天参道

な
か
っ
た
人
に
と

っ
て
も
、
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て

いヲ
Q

。
そ
し
て
、
記
念

館
中
央
の
吹
き
抜

け
部
分
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
全
作
品
の
ロ
ケ

地
を
焼
き
付
け
タ
イ
ル
で
地
図
化
し
た

「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
て
、
日

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
ふ

る
さ
と
に
触
れ
た
気

分
に
な
る
。

記
念
館
で
は
毎

年
、
開
設
さ
れ
た
十

一
月
に
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
昨
年
十

一
月
に
実
施
さ
れ
た

葛
飾
柴
又
記
念
館
ま

つ
り
で
は
、
監
督
の

山
田
洋
次
名
誉
館
長
や
第
二
十

一
作
の
マ

ド
ン
ナ
木
の
実
ナ
ナ
さ
ん
が
お
祝
い
に
か

け
つ
け
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
歌
誌
シ

ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
を

得
て
、
ま
つ
り
は
活
況
を
呈
し
た
。

一
地
元
に
誇
り
も
た
ら
す

記
念
館
の
設
立
は
、
葛
飾
柴
又
が
寅
さ

ん
の
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

印
象
付
け
た
こ
と
と
し
て
大
き
い
。

記
念
館
の
周
辺
に
は
、
柴
又
帝
稗
天
を

は
じ
め
と
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
建
て
ら
れ
た
邸
宅
を
保
存
し
て
い
る

「
山
本
亭
」
や
名
作
「
野
菊
の
墓
」
の
舞

台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
「
矢
切
の
渡

し
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
記
念
館
向
か

い
に
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
江
戸
川
沿
い
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
記
念
館
を
中

心
と
し
た
周
辺
の
施
設
が
お

互
い
に
波
及
効
果
を
与
え
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
れ
が
、
葛
飾
柴
又

に
訪
れ
る
人
が
多
い
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ

地
元
商
庖
の
売
り
上

げ
に
も
好
影
響
を
与
え
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
記
念
館
の
存
在
は
、
地
元
の
住

民
に
と
っ
て
も
誇
り
と
な
っ
て
い
て
、
観

光
客
を
あ
た
た
か
く
迎
え
、
ま
ち
全
体
が

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
く
つ
ろ
げ
る
空
間
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

一
つ
の
映
画

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
施
設
整
備
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
、
ま
ち
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
て
、

記念館入口
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一
百
万
人
が
来
館

波
及
効
果
で
富
飾
柴
又
の
に
ぎ
わ
い
増
す

買
さ
ん
を
見
に

東
京
都
葛
飾
区
柴
又
は
、
映
画
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ
の
舞
台
と
な
っ
た

ま
ち
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
葛
飾
区
で
は
、

葛
飾
柴
又
の
名
を
全
国
に
広
め
た
功
績
を

と
ど
め
よ
う
と
映
画
の
主
人
公
で
あ
る

「
寅
さ
ん
」
に
ち
な
ん
だ
「
葛
飾
柴
又
寅

さ
ん
記
念
館
」
(
以
下
、
記
念
館
)
を
平

成
九
年
十

一
月
に
開
設
。
寅
さ
ん
人
気
も

あ
い
ま
っ
て
、
来
館
者
数
は
平
日
で
も
多

く
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
十
二
年

秋
に
は
館
内
の
リ
ニ
ュ

1
ア
ル
が
行
わ

れ
、
今
年
三
月
に
は
来
館
者
が
二
百
万
人

を
突
破
し
た
。

=
映
画
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
の

=
記
念
館

京
成
線
柴
又
駅
で
降
り
て
、
正
面
に
歩

い
て
い
く
と
、
狭
い
通
り

の
上
に
「
帝
緯
天
参
道
」

と
書
か
れ
た
ア

1
チ
が
あ

り
、
参
道
は
柴
又
帝
韓
天

(
正
式
名
称
は
経
栄
山
題
経

寺
)
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
参
道
に
は
土
産
庖
や

飲
食
庖
が
立
ち
並
び
、
庖

の
構
え
や
雰
囲
気
に
風
情
が
あ
り
、
映
画

の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
趣
。
そ
の
た
め
、
日

常
の
生
活
空
間
と
は
異
な
る
世
界
に
迷
い

込
ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

記
念
館
は
柴
又
帝
稗
天
の
裏
手
に
あ

り
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
世
界
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
紹
介
し
て
い
る
。

館
内
に
は
、
実
際
に
撮
影
で
使
用
さ
れ

た
セ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
映
画
の

雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
寅
さ
ん
と

一
緒
に
記
念
撮
影

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
映
画
の
名
場
面
集

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
映
像
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
映
像
を
見
始
め
る
と
時
間
が

経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
映
画
全
四
十
人
作
の

ポ
ス
タ
ー
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
た
り
、
寅
さ
ん
の
衣
裳

や
カ
バ
ン
の
中
身
、
商
売
道

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た

り
と
来
館
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
。
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

フ
ァ
ン
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

今
ま
で
映
画
を
見
た
こ
と
が

帝寝天参道

な
か
っ
た
人
に
と

っ
て
も
、
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て

いヲ
Q

。
そ
し
て
、
記
念

館
中
央
の
吹
き
抜

け
部
分
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
全
作
品
の
ロ
ケ

地
を
焼
き
付
け
タ
イ
ル
で
地
図
化
し
た

「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
て
、
日

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
ふ

る
さ
と
に
触
れ
た
気

分
に
な
る
。

記
念
館
で
は
毎

年
、
開
設
さ
れ
た
十

一
月
に
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
昨
年
十

一
月
に
実
施
さ
れ
た

葛
飾
柴
又
記
念
館
ま

つ
り
で
は
、
監
督
の

山
田
洋
次
名
誉
館
長
や
第
二
十

一
作
の
マ

ド
ン
ナ
木
の
実
ナ
ナ
さ
ん
が
お
祝
い
に
か

け
つ
け
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
歌
誌
シ

ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
を

得
て
、
ま
つ
り
は
活
況
を
呈
し
た
。

一
地
元
に
誇
り
も
た
ら
す

記
念
館
の
設
立
は
、
葛
飾
柴
又
が
寅
さ

ん
の
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

印
象
付
け
た
こ
と
と
し
て
大
き
い
。

記
念
館
の
周
辺
に
は
、
柴
又
帝
稗
天
を

は
じ
め
と
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
建
て
ら
れ
た
邸
宅
を
保
存
し
て
い
る

「
山
本
亭
」
や
名
作
「
野
菊
の
墓
」
の
舞

台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
「
矢
切
の
渡

し
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
記
念
館
向
か

い
に
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
江
戸
川
沿
い
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
記
念
館
を
中

心
と
し
た
周
辺
の
施
設
が
お

互
い
に
波
及
効
果
を
与
え
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
れ
が
、
葛
飾
柴
又

に
訪
れ
る
人
が
多
い
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ

地
元
商
庖
の
売
り
上

げ
に
も
好
影
響
を
与
え
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
記
念
館
の
存
在
は
、
地
元
の
住

民
に
と
っ
て
も
誇
り
と
な
っ
て
い
て
、
観

光
客
を
あ
た
た
か
く
迎
え
、
ま
ち
全
体
が

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
く
つ
ろ
げ
る
空
間
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

一
つ
の
映
画

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
施
設
整
備
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
、
ま
ち
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
て
、

記念館入口

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

前
編
集
委
員

・

杉
中
寛
之
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地域づ〈り団体操請

生
涯
現
役
を
目
指
し

村
づ
く
り
に
貢
献

く
ぬ

l
vら
グ
ル
ー
プ
結
成

宮
崎
空
港
よ
り
パ
ス
で
2
時
間
強
、
自

然
豊
か
な
土
地
で
長
年
、
農
家
の
所
得
向

上
を
図
る
た
め
に
、
村
の
特
産
品
開
発
に

努
め
、
現
在
も
な
お
生
涯
現
役
を
目
指
し

活
動
を
続
け
て
い
る
宮
崎
県
西
米
良
村

「
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
の
方
々
に
お
話
を

伺
っ
た
。

西
米
良
村
は
人
口
約
千
五
百
人
、
高
齢

化
率
三
十
六
%
の
村
で
あ
る
。
県
中
央
部

最
西
端
に
位
置
し
、
九
州
中
央
山
地
固
定

公
園
の
名
峰
市
房
山
、
岩
堂
山
を
は
じ
め

と
し
た
山
々
を
源
と
す
る
清
流

一
ツ
瀬
川

の
最
上
流
域
を
占
め
る
な
ど
山
紫
水
明
な

場
所
に
あ
る
。
ま
た
、
春
に
は
山
桜
や
新

緑
に
、
秋
に
は
変
化
に
富
ん
だ
紅
葉
に
彩

ら
れ
、
夏
に
は
清
ら
か
な

一
ツ
瀬
川
で
の

キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
冬
は
神
楽
な
ど
年
間

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
は
、
昭
和
三
十

九
年
に
農
家
の
主
婦
六
人
が
「
ど
ん
ぐ
り

ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

当
時
農
協
の
組
合
長
に
村
の
主
幹
作
物
で

あ
る
し
い
た
け
の
原
木
不
足
解
消
の
た

め
、
く
ぬ
ぎ
苗
生

産
の
依
頼
を
受

け
、
農
協
婦
人
部

の
仲
間
で
苗
作
り

に
取
り
組
ん
だ
の

が
最
初
で
あ
っ

た
。
名
前
の
由
来

は
、
苗
の
生
産
と

と
も
に
皆
同
世
代

で
あ
る
農
家
の
主

婦
た
ち
|

|
ど
ん

ぐ
り
の
背
比
べ
の

-・Eili;f7"D71'-)~ 
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よ
う
な
も
の
|

|
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と

に
由
来
す
る
。
皆
で
苗
作
り
に
励
み
、

一

年
後
成
長
し
た
苗
を
出
荷
し
た
と
こ
ろ

一

人
当
た
り
五
千
円
の
収
入
と
な
っ
た
。
金

額
の
大
小
に
関
係
な
く
、
共
同
で
物
を
作

り
販
売
す
る
こ
と
の
楽
し
き
ゃ
村
氏
の
結

婚
式
な
ど
で
芸
能
披
露
を
行
っ
た
と
こ
ろ

村
民
に
喜
ば
れ
た

こ
と
が
契
機
と
な

っ
て
活
動
を
継
続

し
て
い
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年

グ
ル
ー
プ
名
を

みどりグループのメンバー

「
み
ど
り
グ
ル
ー

プ
」
に
改
め
、
メ

ン
バ
ー
も
増
え
十

三
人
と
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
名
は
、

当
時
、
苗
作
り
が

下
火
と
な
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
家
族
の
健
康
管
理
、
特
に
食
生
活

に
関
し
栄
養
不
足
を
意
識
し
始
め
、
緑
黄

色
野
菜
を
中
心
に
家
庭
菜
園
を
設
け
、
積

極
的
に
野
菜
作
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
活
動
中
余
剰
分
の
野

菜
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
自
ら
朝
市
を

聞
き
、

一
人
当
た
り
六
百
円
ほ
ど
の
収
入

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
り

朝
市
タ
市
や
無
人
販
売
を
開
催
す
る
な

ど
、
も
の
作
り
へ
の
興
味
は
ま
す
ま
す
深

ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
地
元
で
採
れ
る
こ
ん
に

ゃ
く
な
ど
農
産
加
工
品
も
手
が
け
る
よ
う

に
な
り
、
県
内
外
を
問
わ
ず
物
産
展
に
積

極
的
に
参
加
、
そ
の
他
郷
土
料
理
の
研
究

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
炊
き
出
し
な
ど
活

動
は
広
範
囲
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
農
産
加
工
品
を
本
格
的
に
販
売

す
る
と
な
れ
ば
加
工
所
が
必
要
で
あ
る
と

保
健
所
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
平
成
二
年

に
現
在
の
加
工
所
を
建
設
し
た
。
建
設
に

あ
た
っ
て
は
行
政
の
融
資
制
度
を
利
用
す

る
と
と
も
に
自
己
資
金
を
充
て
る
こ
と
と

し
た
。
当
時
は
皆
農
業
の
担
い
手
と
し
て

農
作
業
の
他
、
家
族
の
世
話
も
あ
る
た
め
、

は
た
し
て
自
分
た
ち
で
本
格
的
な
作
業
が

で
き
る
の
か
、
家
族
か
ら
同
意
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
家
族
か
ら
の
励
ま
し
、
協
力
も
あ
り
、
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生
涯
現
役
右
目
指
し
て

グ
ル
ー
プ
発
足
か
ら
約
四
十
年
、
平
均

年
齢
三
十
七
歳
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、

現
在
、
最
高
齢
者
は
八
十
四
歳
、
平
均
年

齢
も
七
十
歳
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
十

一
人
で
活
動
し
て
い
る
が
、
発
足

以
来
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
皆
若
い
こ
ろ
は
、
家
族
の
世
話
、
農
作

業
と
、
そ
の
両
立
が
難
し

く
か
な
り
辛
い
日
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
日
は
皆

に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、

一
緒
に
涙
を
流
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
現
在
は
加
工
所

に
来
て
皆
で
わ
い
わ
い
言

い
な
が
ら
作
業
す
る
の
が

楽
し
く
、
生
き
が
い
と
な

っ
て
い
る
」
と
は
、
事
務

局
演
砂
さ
ん
の
話
で
あ
る
。

現
在
、
主
な
活
動
と
し
て
、

村
内
に
平
成
十
二
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
温
泉
施
設

「
ゆ
た

1
と
」
へ
の
お
煮
し

め
の
提
供
を
週
二
回
行
っ

て
い
る
。

念
願
の
営
業
許
可
書
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
早
朝
、
家
の
用
事
を
済
ま
せ
、
そ
の

後
作
業
場
に
出
向
き
、
交
代
で
子
供
の
世

話
を
見
る
な
ど
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
皆

で
励
ま
し
あ
う
こ
と
で
乗
り
切
っ
た
。
建

設
負
担
金
に
つ
い
て
も
当
初
五
年
で
返
済

予
定
を
組
ん
で
い
た
が
、
特
産
品
の
販
売

と
メ
ン
バ
ー
の
個
々
の
積
立
金
に
よ
り
四

年
で
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥ 地域づくり団体探訪

作業風景(加工所)

「
ゆ
た

1
と
」
は
、
年
間

約
九
万
人
が
来
館
す
る
施

設
で
あ
る
。
約
七
割
を
村

外
者
で
占
め
、
五
十
歳
代

か
ら
七
十
歳
代
の
方
の
利
用
が
多
い
。
ま

た
、
七
割
弱
が
女
性
で
あ
る
。
お
煮
し
め

は
施
設
内
で
西
米
良
御
膳
と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
る
。
村
の
特
産
品
で
あ
る
大
根
や

た
け
の
こ
、
し
い
た
け
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

里
芋
な
ど
を
材
料
と
し
て
い
る
。
特
に
大

根
は
「
い
と
ま
き
大
根
」
と
呼
ば
れ
表
面

に
赤
い
糸
が
巻
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
が

生
産
さ
れ
る
。
普
通
の
大
根
と
比
較
し
て

糖
度
が
二
度
ほ
ど
高
く
、
炊
く
だ
け
で
十

分
な
甘
味
が
出
る
。
お
煮
し
め
は
大
変
好

評
で
、
お
土
産
と
し
て
求
め
る
来
館
者
も

い
る
こ
と
か
ら
、
お
土
産
用
と
し
て
こ
ん

に
ゃ
く
や
柚
子
味
噌
と
と
も
に
施
設
内
で

販
売
さ
れ
て
い
る
。
一

回
二
百
食
ほ
ど
提

供
す
る
こ
と
か
ら
時
に
は
前
日
よ
り
泊
り

込
ん
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
村
外
の
方
を
対
象
に
特
産
品
の

発
送
を
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
村
氏
制
度
」

と
呼
ば
れ
、
村
外
と
の
交
流
を
目
的
と
し

た
事
業
が
あ
り
、
年
四
回
、
季
節
に
あ
わ

せ
地
元
特
産
品
を
加
工
し
、
パ
ッ
ク
に
し

て
発
送
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
年
度

は
六
百
セ
ッ
ト
弱
を
発
送
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
村
内
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
や
花
火

大
会
な
ど
を
中
心
に
年
六
回
ほ
ど
出
品
し

て
い
る
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
の
お
嫁
さ
ん

た
ち
を
加
工
所
に
集
め
、
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
の
講
習
を
行
う
な
ど
後
継
者
育
成
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
結
果
、
お
嫁
さ
ん
た

ち
が
「
き
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
発

足
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
二
回
ほ
ど
小
学
生
を
対
象
に
地
元

で
採
れ
る
ほ
お
づ
き
料
理
の
講
習
会
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
層
を

対
象
に
今
ま
で
自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た

郷
土
料
理
を
教
え
る
な
ど
後
継
者
の
育
成

や
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
に
も
多
大
に
貢
献

し
て
い
る
。

「
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
は
、
村
内
の
リ

ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
西
米
良
村
の
村
づ

く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
会
員
も
若
い
人
た
ち
に
は
ま
だ
ま

だ
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
何
よ
り
も
好
奇
心
が
旺
盛
で
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
皆
寝
る
問

も
な
い
ほ
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
平
均
年
齢
が

七
十
歳
以
上
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
生
き
生

き
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
四
十
年
ほ
ど
、
皆
で
何
か
や

っ
て
み
ょ
う
か
ら
始
ま
っ
て
、
生
活
改
善

の
取
り
組
み
か
ら
特
産
品
づ
く
り
・
販
売

へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
る
そ
の
情
熱
は
地

域
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先

も
生
涯
現
役
を
目
指
し
、
明
る
く
健
康
に

活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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生
涯
現
役
右
目
指
し
て

グ
ル
ー
プ
発
足
か
ら
約
四
十
年
、
平
均

年
齢
三
十
七
歳
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、

現
在
、
最
高
齢
者
は
八
十
四
歳
、
平
均
年

齢
も
七
十
歳
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
十

一
人
で
活
動
し
て
い
る
が
、
発
足

以
来
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

「
皆
若
い
こ
ろ
は
、
家
族
の
世
話
、
農
作

業
と
、
そ
の
両
立
が
難
し

く
か
な
り
辛
い
日
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
日
は
皆

に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、

一
緒
に
涙
を
流
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
現
在
は
加
工
所

に
来
て
皆
で
わ
い
わ
い
言

い
な
が
ら
作
業
す
る
の
が

楽
し
く
、
生
き
が
い
と
な

っ
て
い
る
」
と
は
、
事
務

局
演
砂
さ
ん
の
話
で
あ
る
。

現
在
、
主
な
活
動
と
し
て
、

村
内
に
平
成
十
二
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
温
泉
施
設

「
ゆ
た

1
と
」
へ
の
お
煮
し

め
の
提
供
を
週
二
回
行
っ

て
い
る
。

念
願
の
営
業
許
可
書
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
早
朝
、
家
の
用
事
を
済
ま
せ
、
そ
の

後
作
業
場
に
出
向
き
、
交
代
で
子
供
の
世

話
を
見
る
な
ど
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
皆

で
励
ま
し
あ
う
こ
と
で
乗
り
切
っ
た
。
建

設
負
担
金
に
つ
い
て
も
当
初
五
年
で
返
済

予
定
を
組
ん
で
い
た
が
、
特
産
品
の
販
売

と
メ
ン
バ
ー
の
個
々
の
積
立
金
に
よ
り
四

年
で
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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、
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ら
七
十
歳
代
の
方
の
利
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が
多
い
。
ま

た
、
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が
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で
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。
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め

は
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西
米
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膳
と
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に
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よ
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が
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こ
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は
前
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よ
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こ
と
も
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、
村
外
の
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を
対
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に
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品
の
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を
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プ
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
「
ふ
る
さ
と
村
氏
制
度
」

と
呼
ば
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、
村
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と
の
交
流
を
目
的
と
し

た
事
業
が
あ
り
、
年
四
回
、
季
節
に
あ
わ

せ
地
元
特
産
品
を
加
工
し
、
パ
ッ
ク
に
し

て
発
送
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
年
度

は
六
百
セ
ッ
ト
弱
を
発
送
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
村
内
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
や
花
火

大
会
な
ど
を
中
心
に
年
六
回
ほ
ど
出
品
し

て
い
る
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
の
お
嫁
さ
ん

た
ち
を
加
工
所
に
集
め
、
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
の
講
習
を
行
う
な
ど
後
継
者
育
成
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
結
果
、
お
嫁
さ
ん
た

ち
が
「
き
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
発

足
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
二
回
ほ
ど
小
学
生
を
対
象
に
地
元

で
採
れ
る
ほ
お
づ
き
料
理
の
講
習
会
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
層
を

対
象
に
今
ま
で
自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た

郷
土
料
理
を
教
え
る
な
ど
後
継
者
の
育
成

や
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
に
も
多
大
に
貢
献

し
て
い
る
。

「
み
ど
り
グ
ル
ー
プ
」
は
、
村
内
の
リ

ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
西
米
良
村
の
村
づ

く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
会
員
も
若
い
人
た
ち
に
は
ま
だ
ま

だ
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
何
よ
り
も
好
奇
心
が
旺
盛
で
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
皆
寝
る
問

も
な
い
ほ
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
平
均
年
齢
が

七
十
歳
以
上
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
生
き
生

き
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
四
十
年
ほ
ど
、
皆
で
何
か
や

っ
て
み
ょ
う
か
ら
始
ま
っ
て
、
生
活
改
善

の
取
り
組
み
か
ら
特
産
品
づ
く
り
・
販
売

へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
る
そ
の
情
熱
は
地

域
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先

も
生
涯
現
役
を
目
指
し
、
明
る
く
健
康
に

活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。
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地域づくり団体探訪

自
生
の
春
蘭
で
地
域
起
こ
し

能
登
空
港
開
港
で

農
家
体
験
の
伸
び
を
期
待

能
登
半
島
北
東
部
に
位
置
す
る
能
都

町
。
能
登
を
代
表
す
る
漁
業
の
町
で
あ
る

と
と
も
に
、
内
陸
部
は
広
大
な
広
葉
樹
林

に
覆
わ
れ
た
緑
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
昨

年
七
月
に
は
、
能
都
町
を
含
め

一
市
二
町

に
ま
た
が
る
能
登
空
港
が
開
港
し
、
道
路

網
も
整
備
さ
れ
、
町
は
観
光
産
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

今
回
訪
問
し
た

「
春
蘭
の
里
実
行
委
員

会
」
は
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
と
交
通
至

便
を
生
か
し
て
、
交
流
人
口
を
拡
大
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
住
民
団
体
で
あ
る
。

多
彩
な
顔
必
れ
で
構
成

春
蘭
は
、
全
国
の
山
地
や
丘
陵
地
に
分

布
す
る
蘭
の

一
種
。
文
字
通
り
春
に
花
を

咲
か
せ
、
可
憐
で
気
品
に
満
ち
た
姿
は
山

野
草
の
愛
好
家
な
ど
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。
今
回
の
取
材
地
、
能
都
町
宮
地
鮭
尾

地
区
は
、

雪
解
け
水
が
土
壌
中
に
適
度
な

かメ学 成塗社た行人八を にど湿
しン 習主さの員。委が年図ここ り
た パをなれ蒔やメ員集、ろのれ春気
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り業民は τ 多 しし適ど
なや泊春三彩 ::::r:ヨSi4町有IIIJててし f
ど得事蘭止な 芸拝郡部間同行雪 地いてり
が意業栽空顔 骨+州!f櫨詰控~ 域るおも
あ分 J培三ぶ 聖t子七起i喧誼E吾平;1の 。 りた
る野示と λれ量岨埋E薗園面題.躍:1活 、ら
り体ドで胆略沼町観.弱蕊言電明性 山す
生処巌そ構 路震器関ソi化 中な

香
蘭
栽
培
と
農
家
民
泊

春
蘭
栽
培
が
ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん
だ

活
動
で
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
専
用
の
ハ
ウ

-・圃且u亘'_"Mf
設立年・平成8年9月

設立・運営主体.自主的組織
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ス
を
建
設
し
、
自
生
種
の
栽
培
を
始
め
た
。

函
岨
圃
盟
増
や
し
た
株
は
イ
ン
タ
ー

司
輔
副
圃
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
募

制

1

・・圃・企口

、
.
.
 
耕
集
し
た
「
春
蘭
の
里
」
会

開
民
凶
闘
闘
蘭

-
繭
温
調
味
員
に
、
毎
年
春
に
配
付
す

臨
配
偶
副
灯
る
ほ
か
、
山
中
に
再
び
戻

噌
酌
』
田
町
岨
尉
圃
・
園
内
ノ

臨
画
盟
国
ハ
す
な
ど
保
護
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

会
員
の
年
会
費
は

一
万
五
千
円
。
年
度

ご
と
に
更
新
す
る
シ
ス
テ
ム

で
平
成
十
五
年
度
は
五
十
人

が
登
録
し
た
。
継
続
し
て
会

員
登
録
が
な
さ
れ
る

よ
う

に
、
ま
た
新
規
会
員
の
獲
得

に
向
け
て
、
春
の
春
蘭
だ
け

で
な
く
、
秋
に
は
キ
ノ
コ
や

米
、
冬
に
は
も
ち
と
正
月
飾

り
な
ど
も
発
送
し
て
お
り
、

会
長
の
中
本
さ
ん
は
「
四
季
の
移
り
変
わ

り
と
地
域
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
活
動
の
柱
「
農
家
民
泊
」

は
、
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
、
た
ま
た
ま
趣

味
で
い
ろ
り
や
五
右
衛
門
風
呂
を
備
え
た

古
民
家
風
の
家
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
平
成
九
年
、
こ
れ
に
宿
泊
施
設
と
し

て
防
火
壁
等
を
設
置
、
民
宿
業
の
許
可
を

取
得
し
活
動
を
始
め
た
。

十
二
年
度
に
は
、
歴
史
的
な
農
村
景
観

や
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
固
と
県

の
補
助
を
受
け
て
町
が
付
近
に
残
る
水
路

や
せ
き
の
復
元
を
始
め
た
こ
と
を
受
け
、

同
実
行
委
員
会
で
も
、
増
や
し
た
春
蘭
の

株
を
小
川
の
土
手
や
水
路
沿
い
に
植
栽
す

る
な
ど
、
宿
泊
客
が
ゆ
っ
く
り
と
散
策
で

き
る
よ
う
な
コ

l
ス
作
り
を
行
い
、
よ
り

良
い
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
。

そ
し
て
、
農
家
民
泊
の
取
り
組
み
は
、

昨
年
五
月
に
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。
都

市
農
村
交
流
関
連
の
構

造
改
革
特
区
と
し
て
、

石
川
県
の
申
請
が
認
定

さ
れ
、
消
防
法
な
ど
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
新
た
に
四

人
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と

ん
ど
自
宅
に
手
を
加
え

る
こ
と
な
く
民
宿
業
を
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地域づくり団体探訪

自
生
の
春
蘭
で
地
域
起
こ
し

能
登
空
港
開
港
で

農
家
体
験
の
伸
び
を
期
待

能
登
半
島
北
東
部
に
位
置
す
る
能
都

町
。
能
登
を
代
表
す
る
漁
業
の
町
で
あ
る

と
と
も
に
、
内
陸
部
は
広
大
な
広
葉
樹
林

に
覆
わ
れ
た
緑
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
昨

年
七
月
に
は
、
能
都
町
を
含
め

一
市
二
町

に
ま
た
が
る
能
登
空
港
が
開
港
し
、
道
路

網
も
整
備
さ
れ
、
町
は
観
光
産
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

今
回
訪
問
し
た

「
春
蘭
の
里
実
行
委
員

会
」
は
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
と
交
通
至

便
を
生
か
し
て
、
交
流
人
口
を
拡
大
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
住
民
団
体
で
あ
る
。

多
彩
な
顔
必
れ
で
構
成

春
蘭
は
、
全
国
の
山
地
や
丘
陵
地
に
分

布
す
る
蘭
の

一
種
。
文
字
通
り
春
に
花
を

咲
か
せ
、
可
憐
で
気
品
に
満
ち
た
姿
は
山

野
草
の
愛
好
家
な
ど
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。
今
回
の
取
材
地
、
能
都
町
宮
地
鮭
尾

地
区
は
、

雪
解
け
水
が
土
壌
中
に
適
度
な

かメ学 成塗社た行人八を にど湿
しン 習主さの員。委が年図ここ り
た パをなれ蒔やメ員集、ろのれ春気
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香
蘭
栽
培
と
農
家
民
泊

春
蘭
栽
培
が
ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん
だ

活
動
で
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
専
用
の
ハ
ウ
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ス
を
建
設
し
、
自
生
種
の
栽
培
を
始
め
た
。

函
岨
圃
盟
増
や
し
た
株
は
イ
ン
タ
ー

司
輔
副
圃
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
募

制

1

・・圃・企口

、
.
.
 
耕
集
し
た
「
春
蘭
の
里
」
会

開
民
凶
闘
闘
蘭

-
繭
温
調
味
員
に
、
毎
年
春
に
配
付
す

臨
配
偶
副
灯
る
ほ
か
、
山
中
に
再
び
戻

噌
酌
』
田
町
岨
尉
圃
・
園
内
ノ

臨
画
盟
国
ハ
す
な
ど
保
護
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

会
員
の
年
会
費
は

一
万
五
千
円
。
年
度

ご
と
に
更
新
す
る
シ
ス
テ
ム

で
平
成
十
五
年
度
は
五
十
人

が
登
録
し
た
。
継
続
し
て
会

員
登
録
が
な
さ
れ
る

よ
う

に
、
ま
た
新
規
会
員
の
獲
得

に
向
け
て
、
春
の
春
蘭
だ
け

で
な
く
、
秋
に
は
キ
ノ
コ
や

米
、
冬
に
は
も
ち
と
正
月
飾

り
な
ど
も
発
送
し
て
お
り
、

会
長
の
中
本
さ
ん
は
「
四
季
の
移
り
変
わ

り
と
地
域
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
活
動
の
柱
「
農
家
民
泊
」

は
、
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
、
た
ま
た
ま
趣

味
で
い
ろ
り
や
五
右
衛
門
風
呂
を
備
え
た

古
民
家
風
の
家
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
平
成
九
年
、
こ
れ
に
宿
泊
施
設
と
し

て
防
火
壁
等
を
設
置
、
民
宿
業
の
許
可
を

取
得
し
活
動
を
始
め
た
。

十
二
年
度
に
は
、
歴
史
的
な
農
村
景
観

や
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
固
と
県

の
補
助
を
受
け
て
町
が
付
近
に
残
る
水
路

や
せ
き
の
復
元
を
始
め
た
こ
と
を
受
け
、

同
実
行
委
員
会
で
も
、
増
や
し
た
春
蘭
の

株
を
小
川
の
土
手
や
水
路
沿
い
に
植
栽
す

る
な
ど
、
宿
泊
客
が
ゆ
っ
く
り
と
散
策
で

き
る
よ
う
な
コ

l
ス
作
り
を
行
い
、
よ
り

良
い
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
。

そ
し
て
、
農
家
民
泊
の
取
り
組
み
は
、

昨
年
五
月
に
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。
都

市
農
村
交
流
関
連
の
構

造
改
革
特
区
と
し
て
、

石
川
県
の
申
請
が
認
定

さ
れ
、
消
防
法
な
ど
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
新
た
に
四

人
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と

ん
ど
自
宅
に
手
を
加
え

る
こ
と
な
く
民
宿
業
を
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開
始
し
た
こ
と
だ
。
宿
泊
客
は
昼
間
、
付

近
を
散
策
し
た
り
、
里
山
で
メ
ン
バ
ー
の

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
山
菜
採
り
を
楽
し
む
。

夕
食
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
宿
が
さ
ほ
ど
離
れ

て
お
ら
ず
、
調
理
の
効
率
か
ら
最
初
の

一

軒
で
取
る
よ
う
に
な
る
が
、
ケ
ヤ
キ
の
膳

に
輪
島
塗
の
椀
で
、
採
れ
た
ば
か
り
の
山

菜
や
春
蘭
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
料
理
を
口

に
す
る
。
各
宿
と
も
宿
泊
は

一
日

一
組
限

定
で
、
素
朴
な
が
ら
も
最
善
の
も
て
な
し

で
迎
え
入
れ
て
い
る
。
十
五
年
度
は
能
登

空
港
の
開
港
も
手
伝
っ
て
、
約
八
百
組
が

訪
れ
、
う
ち
五
百
組
が
宿
泊
し
た
。
都
市

の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
田
植
え
、
稲

刈
り
の
体
験
事
業
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、

過
去
の
宿
泊
者
へ
手
紙
を
書
く
な
ど
リ
ピ

ー
タ
l
の
確
保
に
も
努
め
て
お
り
、
今
後

も
伸
び
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
観

光
産
業
と
の
連
携
策
が
な
い
か
検
討
を
重

ね
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ
る
。

農
家
民
泊
事
業
は
、
当
初
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
滞
在
型
の
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ

ム
に
自
然
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
の
こ

と
で
、
事
務
局
で
は
訪

れ
た
人
た
ち
に
さ
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
若
手

メ
ン
バ
ー
二
人
を
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ

l

(
環
境

学
習
の
指
導
者
)
の
養

成
講
座
に
通
わ
せ
る
な
ど
、
今

後
と
も
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い

く
構
え
だ
。

多
彰
~な
活
動
を
通
じ
た

魅
力
の
創
出

同
実
行
委
員
会
で
は
、
春
蘭

栽
培
と
農
家
民
泊
を
活
動
の
中
心
に
し
な

が
ら
も
、
そ
の
他
に
ヤ
マ
メ
養
殖
、
工
芸

品
づ
く
り
、
里
山
保
全
、
歴
史
的
名
所
め

ぐ
り
、
地
酒
づ
く
り
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
の
整
備
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
特
徴
的
な
メ

ン
バ
ー
構
成
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
全
員
の
総
意
と
し
て
、

一
点
に
特
化

す
る
よ
り
も
、
幅
広
い
活
動
の
方
が
、
ト

ー
タ
ル
で
地
域
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
す
る
と

考
え
た
も
の
。

宮
地
鮭
尾
地
区
は
、
高
齢
化
と
過
疎
化

が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
十
年
ほ
ど
前
、

百
数
十
軒
あ
っ
た
世
帯
が
、
現
在
で
は
八

十
軒
あ
ま
り
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が
多
い
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
、
さ
ら
に
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

会
長
の
中
本
さ

ん
は
こ
れ
ら
を
踏

ま

え

た

う

え

で

「
輪
島
の
よ
う
に
地

域
を

一
つ
の

ブ
ラ
ン
ド
に

ま
で
高
め
、

能
登
と
い
え

ば

『春
蘭
の

里
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ

う
な
、
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

課
題
を
乗
り
越
え
て

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

こ
う
し
た
精
力
的
な
活
動
の
中
に
も
、

資
金
面
に
つ
な
が
る
課
題
を
何
点
か
抱
え

て
い
る
。

ま
ず

一
つ
は
、
金
額
換
算
で
年
会
費
以

上
の
農
産
品
な
ど
を
配
送
し
て
い
る
も
の

の
、
前
述
し
た
「
春
蘭
の
里
」
会
員
の
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

問
題
を
同
委
員
会
で
は
、

P
R
不
足
や
配

付
品
目
の
固
定
化
が
原
因
と
考
え
て
お

り
、
特
に
広
報
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
旅

行
雑
誌
や
情
報
誌
、
地
元
テ
レ
ビ
局
な
ど

の
取
材
が
多
い
こ
と
を
う
ま
く
生
か
し

て、

P
R
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
気
軽
に
会
員
登
録
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
新
た
に
5
千
円
の
会
員
シ
ス

テ
ム
も
検
討
し
て
い
る
。

一一

つ
目
は
、
実
行
委
員
会
の
出
納
管
理

で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
積
立
金
や
春
闘
の

里
会
員
の
会
費
収
入
、
行
政
の
補
助
金
な

ど
は
事
務
局
が
取
り
扱
う
も
の
の
、

他
、
特
産
品
の
売
り
上
げ
や
民
宿
で
の
宿

泊
料
は
、
そ
れ
そ
れ
の
メ
ン
バ
ー
が
直
接

受
け
取
っ
て
お
り
、
"
財
布
“
が

一
つ
に

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
こ
の
形
式

は
、
異
業
種
で
休
日
が
異
な
る
た
め
、
全

員
参
加
の
活
動
が
難
し
い
こ
と
や
技
術
を

伴
う
活
動
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
の
対

価
を
ど
の
よ
う
に
換
算
す
る
か
結
論
が
出

て
い
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
組
織
的
な
活
動
が
し
に
く
い
た
め
、

十
六
年
度
中
に
は
、
検
討
を
重
ね

一
本
化

す
る
予
定
だ
。

当
面
の
目
標
は
、
い
つ
訪
れ
て
も
蘭
の

可
憐
な
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
で
四
季
を
再

現
し
た
温
室
を
作
る
こ
と
。
雨
風
に
耐
え

忍
び
自
生
す
る
蘭
は
、
ハ
ウ
ス
に
持
ち
込

む
と
逆
に
水
量
や
温
度
に
気
を
配
る
必
要

が
あ
り
、
手
聞
が
か
か
る
が
、
美
し
く
花

開
い
た
と
き
は
、
そ
の
苦
労
が
報
わ
れ
心

か
ら
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

委
員
会
の
基
本
姿
勢
は
、
能
登
の
す
ば

ら
し
い
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、
魅
力
あ

る
人
々
の
暮
ら
す
、
魅
力
あ
る
地
域
に
す

る
こ
と
に
あ
り
、
精
力
的
な
活
動
は
今
後

の
地
域
の
発
展
を
予
感
さ
せ
る
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

前
編
集
委
員

・

山
辺
健
仁

そ
の
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開
始
し
た
こ
と
だ
。
宿
泊
客
は
昼
間
、
付

近
を
散
策
し
た
り
、
里
山
で
メ
ン
バ
ー
の

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
山
菜
採
り
を
楽
し
む
。

夕
食
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
宿
が
さ
ほ
ど
離
れ

て
お
ら
ず
、
調
理
の
効
率
か
ら
最
初
の

一

軒
で
取
る
よ
う
に
な
る
が
、
ケ
ヤ
キ
の
膳

に
輪
島
塗
の
椀
で
、
採
れ
た
ば
か
り
の
山

菜
や
春
蘭
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
料
理
を
口

に
す
る
。
各
宿
と
も
宿
泊
は

一
日

一
組
限

定
で
、
素
朴
な
が
ら
も
最
善
の
も
て
な
し

で
迎
え
入
れ
て
い
る
。
十
五
年
度
は
能
登

空
港
の
開
港
も
手
伝
っ
て
、
約
八
百
組
が

訪
れ
、
う
ち
五
百
組
が
宿
泊
し
た
。
都
市

の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
田
植
え
、
稲

刈
り
の
体
験
事
業
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、

過
去
の
宿
泊
者
へ
手
紙
を
書
く
な
ど
リ
ピ

ー
タ
l
の
確
保
に
も
努
め
て
お
り
、
今
後

も
伸
び
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
観

光
産
業
と
の
連
携
策
が
な
い
か
検
討
を
重

ね
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ
る
。

農
家
民
泊
事
業
は
、
当
初
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
滞
在
型
の
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ

ム
に
自
然
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
の
こ

と
で
、
事
務
局
で
は
訪

れ
た
人
た
ち
に
さ
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
若
手

メ
ン
バ
ー
二
人
を
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ

l

(
環
境

学
習
の
指
導
者
)
の
養

成
講
座
に
通
わ
せ
る
な
ど
、
今

後
と
も
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い

く
構
え
だ
。

多
彰
~な
活
動
を
通
じ
た

魅
力
の
創
出

同
実
行
委
員
会
で
は
、
春
蘭

栽
培
と
農
家
民
泊
を
活
動
の
中
心
に
し
な

が
ら
も
、
そ
の
他
に
ヤ
マ
メ
養
殖
、
工
芸

品
づ
く
り
、
里
山
保
全
、
歴
史
的
名
所
め

ぐ
り
、
地
酒
づ
く
り
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
の
整
備
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
特
徴
的
な
メ

ン
バ
ー
構
成
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
全
員
の
総
意
と
し
て
、

一
点
に
特
化

す
る
よ
り
も
、
幅
広
い
活
動
の
方
が
、
ト

ー
タ
ル
で
地
域
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
す
る
と

考
え
た
も
の
。

宮
地
鮭
尾
地
区
は
、
高
齢
化
と
過
疎
化

が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
十
年
ほ
ど
前
、

百
数
十
軒
あ
っ
た
世
帯
が
、
現
在
で
は
八

十
軒
あ
ま
り
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が
多
い
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
、
さ
ら
に
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

会
長
の
中
本
さ

ん
は
こ
れ
ら
を
踏

ま

え

た

う

え

で

「
輪
島
の
よ
う
に
地

域
を

一
つ
の

ブ
ラ
ン
ド
に

ま
で
高
め
、

能
登
と
い
え

ば

『春
蘭
の

里
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ

う
な
、
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

課
題
を
乗
り
越
え
て

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

こ
う
し
た
精
力
的
な
活
動
の
中
に
も
、

資
金
面
に
つ
な
が
る
課
題
を
何
点
か
抱
え

て
い
る
。

ま
ず

一
つ
は
、
金
額
換
算
で
年
会
費
以

上
の
農
産
品
な
ど
を
配
送
し
て
い
る
も
の

の
、
前
述
し
た
「
春
蘭
の
里
」
会
員
の
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

問
題
を
同
委
員
会
で
は
、

P
R
不
足
や
配

付
品
目
の
固
定
化
が
原
因
と
考
え
て
お

り
、
特
に
広
報
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
旅

行
雑
誌
や
情
報
誌
、
地
元
テ
レ
ビ
局
な
ど

の
取
材
が
多
い
こ
と
を
う
ま
く
生
か
し

て、

P
R
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
気
軽
に
会
員
登
録
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
新
た
に
5
千
円
の
会
員
シ
ス

テ
ム
も
検
討
し
て
い
る
。

一一

つ
目
は
、
実
行
委
員
会
の
出
納
管
理

で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
積
立
金
や
春
闘
の

里
会
員
の
会
費
収
入
、
行
政
の
補
助
金
な

ど
は
事
務
局
が
取
り
扱
う
も
の
の
、

他
、
特
産
品
の
売
り
上
げ
や
民
宿
で
の
宿

泊
料
は
、
そ
れ
そ
れ
の
メ
ン
バ
ー
が
直
接

受
け
取
っ
て
お
り
、
"
財
布
“
が

一
つ
に

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
こ
の
形
式

は
、
異
業
種
で
休
日
が
異
な
る
た
め
、
全

員
参
加
の
活
動
が
難
し
い
こ
と
や
技
術
を

伴
う
活
動
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
の
対

価
を
ど
の
よ
う
に
換
算
す
る
か
結
論
が
出

て
い
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
組
織
的
な
活
動
が
し
に
く
い
た
め
、

十
六
年
度
中
に
は
、
検
討
を
重
ね

一
本
化

す
る
予
定
だ
。

当
面
の
目
標
は
、
い
つ
訪
れ
て
も
蘭
の

可
憐
な
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
で
四
季
を
再

現
し
た
温
室
を
作
る
こ
と
。
雨
風
に
耐
え

忍
び
自
生
す
る
蘭
は
、
ハ
ウ
ス
に
持
ち
込

む
と
逆
に
水
量
や
温
度
に
気
を
配
る
必
要

が
あ
り
、
手
聞
が
か
か
る
が
、
美
し
く
花

開
い
た
と
き
は
、
そ
の
苦
労
が
報
わ
れ
心

か
ら
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

委
員
会
の
基
本
姿
勢
は
、
能
登
の
す
ば

ら
し
い
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、
魅
力
あ

る
人
々
の
暮
ら
す
、
魅
力
あ
る
地
域
に
す

る
こ
と
に
あ
り
、
精
力
的
な
活
動
は
今
後

の
地
域
の
発
展
を
予
感
さ
せ
る
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

前
編
集
委
員

・

山
辺
健
仁

そ
の
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年
目
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
行
わ
れ
た
。
交
流
会
の
盛
り
上
が
り
を
引

V
F防
槍
・
一
出
比
恒
ノ
庄
司

7
L

・

園田
V
劃

島

町

J
F
E
U
F
一

(

づ
く
り
に
つ
い
て
理
論
的
な
展
開
を
図
き
継
い
で
、
再
び
分
科
会
ご
と
に
分
か
れ

目

園
田
デ

、ロ
ヘ
コ
く
J
古

本

り
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
方
策
な
ど
て
の
夜
な
べ
談
議
と
な
り
、
日
ご
ろ
の
活

…

圃
酒
閉

¥
III-
て
く
t
b
v

「

E
イ
l

存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
に

一

動
の
悩
み
相
談
な
ど
、
深
夜
ま
で
語
ら
い

淘
協
崎
圃

h
t
E↓
耳
ハ
笈
弘

ytvヘ
玄
山
仙
〉
去

年
半
を
費
や
し
、
今
大
会
の
数
日
前
に
完
が
続
い
た
。

…

吋

地
金

4
二

F
E
T
O
K
H
一

べ

て

み

ど

-
Z

成
し
た
も
の
で
、
今
大
会
が
最
初
の
披
露
翌
日
は
、
分
科
会
第
二
部
と
し
て
、
前

…

の
場
と
な
っ
た
。
次
回
大
会
の
開
催
予
定
日
の
討
議
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
質
疑
や
意

…

ま
き
干
の
ち
ょ
う

一
一
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
鹿
児
島
県
牧
園
町
に
お
い
て
第
二
十
団
地
地
、
石
川
県
か
ら
は
、
機
運
の
盛
り
上
が
見
交
換
を
行
い
、
相
互
に
地
域
づ
く
り
に

域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
鹿
児
島
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
づ
く
り
団
り
の
報
告
と
、
参
加
の
呼
び
か
け
が
行
わ
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
最
後
は
、
分

.

体
全
国
協
議
会
と
南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
(
通
称
南
ふ
る
)
な
ど
が
れ
た
。
最
後
に
、
会
場
内
の
参
加
者
全
員
科
会
ご
と
に
地
域
づ
く
り
コ

l
デ
イ
ネ
l

…

主
催
し
、
鹿
児
島
県
内
で
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
多
く
の
団
体
が
参
画
し
た
。

が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏

E
・
E
・
-
園
田
4
面
吋
』

タ

1
が
講
評
し
て
成
果
を

・・・・・・・
・・圃副・・・・閉
幽
v
yh
J

『叶剖圃

で
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
圃

-
-
a
fF
-
ま
と
め
、
長
聞
の
大
会

…

圃
-
聞
4
・
咽院
長
人I』

今
大
会
の
全
体
テ

l
マ
は
「
き
ば
っ
会
が
行
わ
れ
た
。
開
会
式
に
先
立
ち
、
歓
合
唱
し
、

一
体
感
を
感
じ

.

.

 

，u阿曽
且

を
締
め
く
く
っ
た
0

.

ど
日
変
ゆ
っ
ど
:
・
未
来
を
日
"
南
ふ
る
“
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
薩
摩
琵
琶
る
全
体
会
と
な
っ
た

0

3
凶
咽
包
・
同
一
一
層

駈

今
大
会
で
は
、
分
科
会

…

“

が
考
え
る
地
域
づ
く
り
の
か
た
ち

1
」
。

が
演
奏
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
音
色
に
聴
続
い
て
、
町
内
の
三
カ

一咽
E
圃
U
E・
・

一一
-
園
の
会
場
を
牧
園
町
内
に
集

分
科
会
に
重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
き
入
っ
た
。
開
会
式
で
は
、
来
賓
者
や
司
所
の
会
場
に
分
か
れ
、
合

「

Flu-E-E44・
め
た
の
で
、
参
加
者
が
鹿

…

し
、
南
ふ
る
で
こ
れ
ま
で
に
研
修
、
学
習
会
者
が
鹿
児
島
県
の
伝
統
工
芸
品
、
大
島
計
十
二
の
分
科
会
が
開
催
潤
謹
田
咽

a・
・
・

'J-
児
島
県
内
の
各
地
を
訪
れ

一

一
圃

--------Ea---F
・・・E唱
圃

e
4

・

.

…

し
て
き
た
こ
と
を
テ

l
マ
に
問
題
提
起
紬
を
着
て
登
壇
し
、
特
産
品
の

P
R
に
一

さ
れ
た
。
「
人
間
知
恵
の

E
也
圃
厩
開
H
J一
時
陥
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

…

.

し
、
全
国
か
ら
の
参
加
者

E
Rl
幽

E
目
1
1
4
2温

E
E
役
買
っ
た
。

輪
づ
く
り
1
失
敗
に
学
ぶ

「
じ

咽
圃

-
E
E
E
F分
た
が
、
当
初
の
目
的
ど
お

と
徹
底
的
に
議
論
す
る
こ
圃
'
司
副
・
圃
珂

aa-E岨
.
.
.
 

全
体
研
修
会
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
地
域
づ
く
り
」
り
、
参
加
者
同
士
が
深
く
語
り
合
い
交
流

圃

--ea--圃
圏
、
;
'
謹
-
-

と
に
よ
り
、
参
加
者
が
地
剛

d
p
A会
趨

圃

圃

は

、

石

田

尾

博

夫

「

環

境

1
自
然
と
共
生
し
た
地
域
づ
く
り
」
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
時
期
的
に
雪
が
心

域

づ

く

り

に

対

す

る

思

い

闘

蝿

圃

'

話

一
ー
園
大
会
実
行
委
員
長
「
世
界
遺
産
登
録
が
屋
久
島
・
種
子
島
に
配
さ
れ
た
が
、
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
県

・

を
深
め
、
共
感
す
る
も
の
圃
岡
岨
圃

'L・・
・
・
・
・
・
圃
(
南
ふ
る
会
長
)
か
も
た
ら
し
た
光
と
影
」
な
ど
、
分
科
会
ご
内
外
合
わ
せ
て
七
百
人
を
超
え
る
参
加
者

.

を
持
っ
て
帰
る
こ
と
を
主
・
・
凶
田
岡
崎
田
園
・
・
・
・
岡

1

ら
、
「
新
・南
の
ふ
と
に
具
体
的
な
テ
l
マ
が
設
定
さ
れ
、
事
を
得
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

…

眼
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

園
周
回
圃
圃
司
1
岨
圏
・
・
関
岡
国
圃
る
さ
と
づ
く
り
構
例
発
表
と
問
題
提
起
、
グ
ル
ー
プ
別
討
議

A
V

日

初
日
は
、
霧
島
国
際
音
有
岡
凶
・
目

-ad唱
咽
』
圃
・
圃
想
」
に
つ
い
て
説
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
石
川
大
会
は
十
六
年
九
月
三

日

E
園

周

回

-----P
『

1
1圃
園
田『
1

U
6
1

圃
・
・
・
・
園

…

楽
ホ

l
ル
(
愛
称
み
や
ま

E
F
幽
圃
E
E・
圃

R
ud
-
-
明
が
あ
っ
た
。
こ

途

中

、

全

員

が

一
会
場
に
集
ま
る
全
体
日
、
四
日
に
開
催
予
定
。

コ
ン
セ

1
ル
)
に
お
い
て
、
園
F
幽
・
・
・
国
船

.

.
 
景

の

5
8ま
、
有
ふ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
郷
土
料
理
な
ど
を
つ

日

圃
明
監
園
間
凶
圃
・
理
羽
l
h
M

・風
-SH47l

伽
地
一域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

・

開
会
式
お
よ
び
全
体
研
修
・
園
圃

E
田
園
田
臥
ぽ

晶

・

・

鈍

る

が

発

足

し

て

十

ま

み

な

が

ら

全

国

各

地

の

情

報

の

交

換

が

副

参

事

・

掘

朋
子

…
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仙
〉
去

年
半
を
費
や
し
、
今
大
会
の
数
日
前
に
完
が
続
い
た
。

…

吋

地
金

4
二

F
E
T
O
K
H
一

べ

て

み

ど

-
Z

成
し
た
も
の
で
、
今
大
会
が
最
初
の
披
露
翌
日
は
、
分
科
会
第
二
部
と
し
て
、
前

…

の
場
と
な
っ
た
。
次
回
大
会
の
開
催
予
定
日
の
討
議
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
質
疑
や
意

…

ま
き
干
の
ち
ょ
う

一
一
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
鹿
児
島
県
牧
園
町
に
お
い
て
第
二
十
団
地
地
、
石
川
県
か
ら
は
、
機
運
の
盛
り
上
が
見
交
換
を
行
い
、
相
互
に
地
域
づ
く
り
に

域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
鹿
児
島
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
づ
く
り
団
り
の
報
告
と
、
参
加
の
呼
び
か
け
が
行
わ
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
最
後
は
、
分

.

体
全
国
協
議
会
と
南
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
(
通
称
南
ふ
る
)
な
ど
が
れ
た
。
最
後
に
、
会
場
内
の
参
加
者
全
員
科
会
ご
と
に
地
域
づ
く
り
コ

l
デ
イ
ネ
l

…

主
催
し
、
鹿
児
島
県
内
で
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
多
く
の
団
体
が
参
画
し
た
。

が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏

E
・
E
・
-
園
田
4
面
吋
』

タ

1
が
講
評
し
て
成
果
を

・・・・・・・
・・圃副・・・・閉
幽
v
yh
J

『叶剖圃

で
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
圃

-
-
a
fF
-
ま
と
め
、
長
聞
の
大
会

…

圃
-
聞
4
・
咽院
長
人I』

今
大
会
の
全
体
テ

l
マ
は
「
き
ば
っ
会
が
行
わ
れ
た
。
開
会
式
に
先
立
ち
、
歓
合
唱
し
、

一
体
感
を
感
じ

.

.

 

，u阿曽
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め
く
く
っ
た
0
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ど
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っ
ど
:
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未
来
を
日
"
南
ふ
る
“
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
薩
摩
琵
琶
る
全
体
会
と
な
っ
た

0

3
凶
咽
包
・
同
一
一
層

駈

今
大
会
で
は
、
分
科
会

…

“

が
考
え
る
地
域
づ
く
り
の
か
た
ち

1
」
。

が
演
奏
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
音
色
に
聴
続
い
て
、
町
内
の
三
カ

一咽
E
圃
U
E・
・

一一
-
園
の
会
場
を
牧
園
町
内
に
集

分
科
会
に
重
点
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
き
入
っ
た
。
開
会
式
で
は
、
来
賓
者
や
司
所
の
会
場
に
分
か
れ
、
合

「

Flu-E-E44・
め
た
の
で
、
参
加
者
が
鹿

…

し
、
南
ふ
る
で
こ
れ
ま
で
に
研
修
、
学
習
会
者
が
鹿
児
島
県
の
伝
統
工
芸
品
、
大
島
計
十
二
の
分
科
会
が
開
催
潤
謹
田
咽

a・
・
・

'J-
児
島
県
内
の
各
地
を
訪
れ

一

一
圃

--------Ea---F
・・・E唱
圃

e
4

・

.

…

し
て
き
た
こ
と
を
テ

l
マ
に
問
題
提
起
紬
を
着
て
登
壇
し
、
特
産
品
の

P
R
に
一

さ
れ
た
。
「
人
間
知
恵
の

E
也
圃
厩
開
H
J一
時
陥
る
と
い
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こ
と
は
な
か
っ

…

.

し
、
全
国
か
ら
の
参
加
者

E
Rl
幽

E
目
1
1
4
2温

E
E
役
買
っ
た
。
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づ
く
り
1
失
敗
に
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「
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咽
圃

-
E
E
E
F分
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が
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目
的
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お

と
徹
底
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圃
'
司
副
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珂

aa-E岨
.
.
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」
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と
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よ
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剛
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p
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趨

圃

圃
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、
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く
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圃
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園
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・
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岨
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・
・
・
圃
(
南
ふ
る
会
長
)
か
も
た
ら
し
た
光
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咽
』
圃
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圃
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」
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つ
い
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な
ど
が
行
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れ
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次
回
の
石
川
大
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三
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E
園

周

回

-----P
『

1
1圃
園
田『
1

U
6
1

圃
・
・
・
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園
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楽
ホ

l
ル
(
愛
称
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E
F
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E
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圃

R
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-
-
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あ
っ
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こ

途

中
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全

員
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一
会
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ま
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体
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四
日
に
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予
定
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コ
ン
セ

1
ル
)
に
お
い
て
、
園
F
幽
・
・
・
国
船

.

.
 
景

の

5
8ま
、
有
ふ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
郷
土
料
理
な
ど
を
つ

日

圃
明
監
園
間
凶
圃
・
理
羽
l
h
M

・風
-SH47l

伽
地
一域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

・

開
会
式
お
よ
び
全
体
研
修
・
園
圃

E
田
園
田
臥
ぽ

晶

・

・

鈍

る

が

発

足

し

て

十

ま

み

な

が

ら

全

国

各

地

の

情

報

の

交

換

が

副

参

事

・

掘

朋
子

…
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-岨
鈍

総
務
省
大
臣
官
房
企
画
官

松
穣
保
孝

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
の
新
設
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
地
域
総
合
整
備
財

団
(
ふ
る
さ
と
財
団
)
と
連
携
し
て
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
は
、
観
光
・
商
業
振

興
・
産
業
振
興
な
ど
各
市
町
村
に
お
け
る
地
域
振
興
の
取

り
組
み
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
内
容
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
に
ふ
さ
わ
し
い

実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
有
す
る
人
材
を
確
保
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
町
村
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
ふ
さ
わ
し
い

人
材
ま
た
は
そ
う
し
た
人
材
を
有
す
る
企
業
の
情
報
を
市

町
村
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
そ
う
し
た
人
と

業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
地
域
振
興
の
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
場
合
に
は
、
そ
の
委
託
契
約

の
三
分
の
二
の
金
額
を
、
毎
年
度

一
千
万
円
を
上
限
と
し

て
最
長
三
年
間
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
場
娠
興
の
カ
ギ
は
人

我
が
国
の
経
済
は
引
き
続
き
厳
し
い
中
に
あ
り
、
特
に
、

地
方
経
済
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
と
も
に
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
中
に
あ
っ
て
、

競
争
環
境
は
ま
す
ま
す
激
化
し
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
競
争

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
国
民
の
ニ

l
ズ
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
消

費
者
の
個
性
に
対
応
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

企
業
や
、
そ
う
し
た
企
業
が
集
積
す
る
等
に
よ
り
ブ
ラ
ン

ド
化
に
成
功
し
た
地
域
は
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
み
成
長

し
て
い
る
。

消
費
者
ニ

1
ズ
の
多
様
化
・
個
性
化
は
、
産
品
、
自
然

環
境
、
文
化
、
風
土
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
お
い
て
、

独
自
の
個
性
を
有
す
る
各
地
域
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
、
地

域
振
興
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
競
争
が
展
開
さ
れ
て

い
る
中
で
、
各
地
域
の
持
っ
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
活
か
し
、

そ
れ
を
消
費
者
が
求
め
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
高

め
、
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
消

費
者
ニ

l
ズ
の
把
握
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
絞

り
込
み
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
販
路

の
開
拓
、
商
庖
な
ど
の
誘
致
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

の
P
R
、
個
々
の
お
客
様
に
応
じ
た
接
客
、
各
企
業
に
お

け
る
経
営
者
の
意
識
改
革
、
従
業
員
の
研
修
、
人
材
確
保
、

経
理
、
資
金
調
達
等
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
高

度
な
実
務
的
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
振
興
、
つ
ま
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
の
確
保
を
進
め
て
い
く
た
め
の
主
役
は
、
各
地

域
の
企
業
や
起
業
家
た
る
住
民
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
や
住
民
が
、
こ
う
し
た
専
門
的
か
つ
実
践
的
知
識
経
験
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い
。
消

費
者
ニ

l
ズ
の
把
握
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
絞

り
込
み
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
販
路

の
開
拓
、
商
庖
な
ど
の
誘
致
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

の
P
R
、
個
々
の
お
客
様
に
応
じ
た
接
客
、
各
企
業
に
お

け
る
経
営
者
の
意
識
改
革
、
従
業
員
の
研
修
、
人
材
確
保
、

経
理
、
資
金
調
達
等
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
高

度
な
実
務
的
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
域
振
興
、
つ
ま
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
の
確
保
を
進
め
て
い
く
た
め
の
主
役
は
、
各
地

域
の
企
業
や
起
業
家
た
る
住
民
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
や
住
民
が
、
こ
う
し
た
専
門
的
か
つ
実
践
的
知
識
経
験
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を
身
に
着
け
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

市
町
村
は
そ
う
し
た
企
業
や
住
民
の
取
り
組
み
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
企
業
や
住
民
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
効
果
の
高
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
、
市
町
村
や
各
地

域
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
実
務
的
・
専
門
的
知
識
経
験
を

有
す
る
人
材
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

状
況
に
あ
る
。
今
回
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
地
域
に
お
い

て
高
度
な
実
務
的
、
専
門
的
知
識
経
験
を
有
す
る
人
材
を

確
保
し
、
地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
の
視
野
の
下
に
、
地

域
の
企
業
や
住
民
と
と
も
に
、
企
業
の
経
営
革
新
や
創
業

を
盛
ん
に
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
し
地
域
の
産
業
の
変

革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
政
府
に

お
い
て
、
地
域
再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
地
域
再
生
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
価
喝
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
業
務

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
期
待
さ
れ
る
業
務
は
、
上

述
の
よ
う
に
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

一
人

が
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
場
合
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
複
数
人
に
よ
る
チ
l
ム

が
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を
抱

え
る
企
業
等
の
法
人
が
市
町
村
と
契
約
を
結
び
、
具
体
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
進
捗
状
況
に
応
じ
、
複
数
の
担

当
者
が
取
り
組
む
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
う
か
は
、
各
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、

一

概
に
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
次
の
よ
う

な
ケ
l
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
各
地
域
に
お

い
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
確
定
で
あ
る
。
各
地
域
の
企
業
や
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
か
ら
み
た
資
源
、
各
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
理
由
な
ど

を
十
分
調
査
し
、
地
域
の
企
業
や
住
民
と
の
意
見
交
換
な

ど
に
よ
る
意
識
改
革
を
図
り
な
が
ら
、
ま
た
、
市
町
村
で

既
に
策
定
さ
れ
て
い
る
観
光
振
興
計
画
や
商
業
振
興
計
画

な
ど
の
地
域
振
興
の
た
め
の
計
画
を
精
査
し
な
が
ら
、
企

業
、
市
町
村
、
各
種
団
体
な
ど
の
主
体
ご
と
に
取
り
組
む

べ
き
現
実
的
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
既
存
計
画
の
見
直
し
ゃ
、
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消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
施
策
、
整
備
地
域
の
範
囲
や
支

援
企
業
の
重
点
化
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な

い
企
業
や
商
庖
等
の
取
り
扱
い
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

大
胆
な
変
革
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
が
十
分
想
定
さ

れ
る
の
で
、
変
革
に
対
す
る
地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

各
主
体
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
決
定
し
た
後

は
、
常
に
変
化
し
て
い
く
消
費
者
ニ

l
ズ
に
対
応
し
て
プ

ラ
ン
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
各
主
体

が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
く
、
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の
企
業
や
住
民
と
喜
怒
哀
楽
を

と
も
に
し
、
地
域
に
お
い
て
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
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こ
う
し
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み
は
、
短
時
間
で
達
成

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
支
援
対
象
と
な
る
三
年
間

を

一
つ
の
目
安
と
考
え
て
い
る
が
、

三
年
間
で
達
成
が
難

し
い
場
合
に
は
、
各
市
町
村
が
単
独
で
、
引
き
続
き
そ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

申
請
の
あ
っ
た
市
町
村
の
中
か
ら
、
概
ね
十

団
体
を
支
援
対
象
と
し
て
選
定
。
本
稿
執
筆

中
の
現
時
点
(
四
月
五
日
以
前
)
に
お
い
て

① 

支
据
対
象
市
町
村
の
決
定

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
情
報

提
供
お
よ
び
財
政
支
援
を
希
望
す
る
市
町
村

は
、
本
年
四
月
五
日
ま
で
に
ふ
る
さ
と
財
団

に
申
請
書
を
提
出
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
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を
身
に
着
け
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

市
町
村
は
そ
う
し
た
企
業
や
住
民
の
取
り
組
み
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
企
業
や
住
民
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
効
果
の
高
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
、
市
町
村
や
各
地

域
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
実
務
的
・
専
門
的
知
識
経
験
を

有
す
る
人
材
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

状
況
に
あ
る
。
今
回
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
地
域
に
お
い

て
高
度
な
実
務
的
、
専
門
的
知
識
経
験
を
有
す
る
人
材
を

確
保
し
、
地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
の
視
野
の
下
に
、
地

域
の
企
業
や
住
民
と
と
も
に
、
企
業
の
経
営
革
新
や
創
業

を
盛
ん
に
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
し
地
域
の
産
業
の
変

革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
政
府
に

お
い
て
、
地
域
再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
地
域
再
生
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
価
喝
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
業
務

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
期
待
さ
れ
る
業
務
は
、
上

述
の
よ
う
に
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

一
人

が
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
場
合
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
複
数
人
に
よ
る
チ
l
ム

が
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を
抱

え
る
企
業
等
の
法
人
が
市
町
村
と
契
約
を
結
び
、
具
体
的

プ
ロ
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ェ
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ト
の
内
容
や
進
捗
状
況
に
応
じ
、
複
数
の
担

当
者
が
取
り
組
む
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
う
か
は
、
各
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
、

一

概
に
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
次
の
よ
う

な
ケ
l
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
各
地
域
に
お

い
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
確
定
で
あ
る
。
各
地
域
の
企
業
や
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
か
ら
み
た
資
源
、
各
地
域
が
衰
退
し
て
い
る
理
由
な
ど

を
十
分
調
査
し
、
地
域
の
企
業
や
住
民
と
の
意
見
交
換
な

ど
に
よ
る
意
識
改
革
を
図
り
な
が
ら
、
ま
た
、
市
町
村
で

既
に
策
定
さ
れ
て
い
る
観
光
振
興
計
画
や
商
業
振
興
計
画

な
ど
の
地
域
振
興
の
た
め
の
計
画
を
精
査
し
な
が
ら
、
企

業
、
市
町
村
、
各
種
団
体
な
ど
の
主
体
ご
と
に
取
り
組
む

べ
き
現
実
的
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
既
存
計
画
の
見
直
し
ゃ
、
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消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
施
策
、
整
備
地
域
の
範
囲
や
支

援
企
業
の
重
点
化
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な

い
企
業
や
商
庖
等
の
取
り
扱
い
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

大
胆
な
変
革
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
こ
と
が
十
分
想
定
さ

れ
る
の
で
、
変
革
に
対
す
る
地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

各
主
体
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
決
定
し
た
後

は
、
常
に
変
化
し
て
い
く
消
費
者
ニ

l
ズ
に
対
応
し
て
プ

ラ
ン
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
各
主
体

が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
く
、
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の
企
業
や
住
民
と
喜
怒
哀
楽
を

と
も
に
し
、
地
域
に
お
い
て
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
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こ
う
し
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み
は
、
短
時
間
で
達
成

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
支
援
対
象
と
な
る
三
年
間

を

一
つ
の
目
安
と
考
え
て
い
る
が
、

三
年
間
で
達
成
が
難

し
い
場
合
に
は
、
各
市
町
村
が
単
独
で
、
引
き
続
き
そ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

申
請
の
あ
っ
た
市
町
村
の
中
か
ら
、
概
ね
十

団
体
を
支
援
対
象
と
し
て
選
定
。
本
稿
執
筆

中
の
現
時
点
(
四
月
五
日
以
前
)
に
お
い
て
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支
据
対
象
市
町
村
の
決
定

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
情
報

提
供
お
よ
び
財
政
支
援
を
希
望
す
る
市
町
村

は
、
本
年
四
月
五
日
ま
で
に
ふ
る
さ
と
財
団

に
申
請
書
を
提
出
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
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は
未
確
定
な
部
分
も
多
い
が
、
選
定
の
基
準

と
し
て
は
、
市
町
村
が
目
指
す
活
性
化
後
の

姿
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
地
域

の
企
業
や
住
民
側
の
意
識
や
意
欲
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
ど
の
程
度
波
及
効
果
が
見
込

ま
れ
る
か
、
地
域
の
企
業
等
の
経
営
革
新
な

ど
大
胆
な
変
革
に
対
す
る
理
解
と
意
欲
の
有

無
な
ど
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。

② 

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

情
報
提
供

支
援
対
象
候
補
市
町
村
を
選
定
し
た
段
階

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
の
選
定
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
選
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
候
補
市

町
村
が
選
定
さ
れ
た
段
階
で
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
業
界
団
体
を
通
じ
た
各
企
業
な

ど
へ
の
照
会
や
、
各
業
界
に
通
じ
た
方
々
へ

の
推
薦
依
頼
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
け
る
実
務
的
・
専
門
的
知
識
経
験
を
有
す

る
実
務
経
験
者
の
中
か
ら
、
各
地
域
の
取
り

冒
頭
に
も
書
い
た
が
、
地
域
振
興
は
、
人
に
始
ま
り
人

に
終
わ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
「
人
」
が

カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
「
人
」
に

組
み
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し

い
人
材
や
企
業
を
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
う
し

た
人
材
や
企
業
に
関
す
る
情
報
を
支
援
対
象

市
町
村
に
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

な
お
、

①
お
よ
び
②
の
手
続
き
と
も
に
、

各
分
野
の
実
務
経
験
者
の
方
々
を
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
願
い

し
、
そ
う
し
た
実
務
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
下
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③ 

委
託
契
約
の
締
結
等

支
援
対
象
候
補
市
町
村
は
、
ふ
る
さ
と
財

団
か
ら
提
供
さ
れ
た
人
材
や
企
業
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
通
じ
、
ど
の
人
材
や
企
業
と
委

託
契
約
を
結
ぶ
の
か
を
決
定
。
委
託
契
約
の

金
額
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
制
限
は
な
い
が
、

成
功
報
酬
方
式
と
す
る
な
ど
、
成
果
が
得
ら

れ
る
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
委
託

契
約
の
三
分
の
こ
の
金
額
(
一
千
万
円
を
上

限
)
を
、
最
長
三
年
間
助
成
す
る
。

着
目
し
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
全
国
の
各
地
域
に
お
い
て
、
多
様
な
知
識
経
験
や
個

性
を
持
っ
た
「
人
」
が
、
消
費
者
の
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対

④ 

そ
の
他

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
を
活
用
す

る
市
町
村
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
、
ふ
る
さ
と
財
団
に
報
告
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
十
七
年
度
以
降
、

助
成
事
業
の
継
続
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
年
度
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取
り

組
み
状
況
を
年
度
末
に
評
価
、
検
討
し
、
来

年
度
以
降
も
支
援
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
各
地
域
に

お
け
る
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
と
り
ま
と
め
、

全
国
の
市
町
村
に
お
け
る
地
域
振
興
の
参
考

に
資
す
る
よ
う
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
さ

ら
に
十
団
体
、
再
来
年
度
さ
ら
に
十
団
体
の

市
町
村
に
対
し
て
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

注励~ω

応
し
、
個
性
的
な
地
域
の
華
が

一
つ
で
も
多
く
聞
く
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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は
未
確
定
な
部
分
も
多
い
が
、
選
定
の
基
準

と
し
て
は
、
市
町
村
が
目
指
す
活
性
化
後
の

姿
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
地
域

の
企
業
や
住
民
側
の
意
識
や
意
欲
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
ど
の
程
度
波
及
効
果
が
見
込

ま
れ
る
か
、
地
域
の
企
業
等
の
経
営
革
新
な

ど
大
胆
な
変
革
に
対
す
る
理
解
と
意
欲
の
有

無
な
ど
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。

② 

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

情
報
提
供

支
援
対
象
候
補
市
町
村
を
選
定
し
た
段
階

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
の
選
定
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
選
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
候
補
市

町
村
が
選
定
さ
れ
た
段
階
で
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
業
界
団
体
を
通
じ
た
各
企
業
な

ど
へ
の
照
会
や
、
各
業
界
に
通
じ
た
方
々
へ

の
推
薦
依
頼
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
け
る
実
務
的
・
専
門
的
知
識
経
験
を
有
す

る
実
務
経
験
者
の
中
か
ら
、
各
地
域
の
取
り

冒
頭
に
も
書
い
た
が
、
地
域
振
興
は
、
人
に
始
ま
り
人

に
終
わ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
「
人
」
が

カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
「
人
」
に

組
み
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し

い
人
材
や
企
業
を
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
う
し

た
人
材
や
企
業
に
関
す
る
情
報
を
支
援
対
象

市
町
村
に
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

な
お
、

①
お
よ
び
②
の
手
続
き
と
も
に
、

各
分
野
の
実
務
経
験
者
の
方
々
を
地
域
再
生

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
願
い

し
、
そ
う
し
た
実
務
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
下
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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委
託
契
約
の
締
結
等

支
援
対
象
候
補
市
町
村
は
、
ふ
る
さ
と
財

団
か
ら
提
供
さ
れ
た
人
材
や
企
業
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
通
じ
、
ど
の
人
材
や
企
業
と
委

託
契
約
を
結
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の
か
を
決
定
。
委
託
契
約
の

金
額
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
制
限
は
な
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が
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成
功
報
酬
方
式
と
す
る
な
ど
、
成
果
が
得
ら

れ
る
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
委
託

契
約
の
三
分
の
こ
の
金
額
(
一
千
万
円
を
上

限
)
を
、
最
長
三
年
間
助
成
す
る
。

着
目
し
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
全
国
の
各
地
域
に
お
い
て
、
多
様
な
知
識
経
験
や
個

性
を
持
っ
た
「
人
」
が
、
消
費
者
の
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対
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そ
の
他

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
を
活
用
す

る
市
町
村
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
、
ふ
る
さ
と
財
団
に
報
告
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
十
七
年
度
以
降
、

助
成
事
業
の
継
続
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
年
度
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取
り

組
み
状
況
を
年
度
末
に
評
価
、
検
討
し
、
来

年
度
以
降
も
支
援
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
各
地
域
に

お
け
る
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
と
り
ま
と
め
、

全
国
の
市
町
村
に
お
け
る
地
域
振
興
の
参
考

に
資
す
る
よ
う
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
さ

ら
に
十
団
体
、
再
来
年
度
さ
ら
に
十
団
体
の

市
町
村
に
対
し
て
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

注励~ω

応
し
、
個
性
的
な
地
域
の
華
が

一
つ
で
も
多
く
聞
く
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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平
成
時
年
度
事
業
計
画

収
支
予
算
案
を
承
認

mw地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
第
七
十
二

回
理
事
会
と
第
四
十
八
回
評
議
員
会
が
、

三
月
十
九
日
全
国
都
市
会
館
で
開
催
さ

れ
、
十
六
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。

予
算
額
は
、
十
四
億
七
千
百
八
十
一
万

八
千
円
で
前
年
度
よ
り
四
千
九
百
二
万
五

千
円
の
減
と
な
っ
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
着
実

な
振
興
を
支
援
す
る
た
め
の
機
関
誌
「
地

域
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報

誌
お
よ
び
事
例
集
の
発
刊
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
地
域
情
報
の
提
供
、
全
国
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
運
宮
、
地
域
-つ
く

り
計
画
の
受
託
な
ど
従
前
か
ら
行
っ
て
い

る
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

る。
主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、

①
地
域
活

性
化
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
構
造
改
革
特
区

の
現
状
と
課
題
」
の
作
成
②
ふ
る
さ
と
情

報
発
信
を
支
援
す
る
た
め
、
羽
田
空
港
国

内
線
搭
乗
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
フ
ユ
|
チ
ヤ
|
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し

市
町
村
合
併
な
ど
の
地
域
情
報
の
提
供
お

よ
び
希
望
す
る
自
治
体
等
へ
の
放
映
枠
の

提
供
ー
ー
な
ど
で
あ
る
。

「
地
域
通
貨
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
い
て
」

調
査
研
究
報
告
書

地
域
通
質
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
効

果
に
注
目
し
、
調
査
研
究
報
告
書
を
作
成

し
た
。報
告
書
は
、
全
国
の
地
域
通
貨
を
ア
ン

ケ
ー
ト
や
現
地
調
査
に
よ
り
分
析
し
、
地

域
通
貨
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
も

の
。
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ

く
り
百
科
」
で
参
照
で
き
る

フ
ァ
イ
ル
)
。

(
P
D
F
 

公
共
施
設
の
運
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
に

公
共
施
設
の
運
営
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

項
目
や
具
体
的
な
改
善
策
を
掲
載
し
た

「
公
共
施
設
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
」
を
、
メ

ー
ル
ま
た
は
C
D
l
R
O
M
に
て
市
町
村

等
に
配
布
し
て
い
る
。

チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
の
内
容
や
申
込
方
法

は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ

く
リ
百
科
」
か
ら
。

地腸おとし出前研修会
(財)地域活性化センターでは、 「地域イベント実務研修会」お

よび 「地域産品・観光おこし研修会」のカリキュラムを生か

した出前研修会を実施しています。

[1安定コース]イベン卜コース、 地域産品-観光おこしコース

[費用】

会場借り上げ料など研修会運営にかかる費用、研修生募集のた

めの通信運搬費、講師の旅費、講師謝金の半額などは、主催

者側の負担となります。講師謝金の半額は当センターが負担

します。

※コース内容、日程 (2泊3日以内)などにつきましては、ご

相談のうえ決定させていただきます。

[平成15年度実績]

① イベン卜コース

・群馬県榛名町一一一一6月28日

-福井県 11 月 25日 ~26日

②地域産品・観光コース

-長野県阿南町一一-9月5日
.愛媛県伯方町一一-9月30日

-長崎県平戸市一一一2 月 14日~2月 15日

【お問合せ先】

(財)地域活性化センター業務第1課、業務第2課

TEL.03-5202-6137 FAX.03-5202一0755

固濁舛
平成16年度募集開始

(財)地域活性化センターでは、毎年、地域づくり

に関する調査を目的とした海外調査団を派遣して

おり、参加者から好評をいただいております。平

成16年度も次のコースを企画しましたので、ぜひ

ご参加ください。詳しくは、今月号に同封してお

ります募集案内をご覧ください。

.調査テーマ

地域資源を活用したまちづくり

循環型まちづくり

.訪問国=イギリスフランス・スイス・イタリア

・訪問地=ロンドン・パリ・ジュネーブ ・ミラノ

など

・日程=平成16年10月11日(月)~10月 22日 (金)

・費用=528，000円
.募集人員二15名程度

・お申込み=平成16年7月30日(金)まで

業務第2課

[お問合せ先]

(財)地域活性化センタ-

TEL.03-5202-6137 
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平
成
時
年
度
事
業
計
画

収
支
予
算
案
を
承
認

mw地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
第
七
十
二

回
理
事
会
と
第
四
十
八
回
評
議
員
会
が
、

三
月
十
九
日
全
国
都
市
会
館
で
開
催
さ

れ
、
十
六
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。

予
算
額
は
、
十
四
億
七
千
百
八
十
一
万

八
千
円
で
前
年
度
よ
り
四
千
九
百
二
万
五

千
円
の
減
と
な
っ
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
着
実

な
振
興
を
支
援
す
る
た
め
の
機
関
誌
「
地

域
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報

誌
お
よ
び
事
例
集
の
発
刊
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
地
域
情
報
の
提
供
、
全
国
地

域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
運
宮
、
地
域
-つ
く

り
計
画
の
受
託
な
ど
従
前
か
ら
行
っ
て
い

る
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

る。
主
な
新
規
事
業
と
し
て
は
、

①
地
域
活

性
化
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
構
造
改
革
特
区

の
現
状
と
課
題
」
の
作
成
②
ふ
る
さ
と
情

報
発
信
を
支
援
す
る
た
め
、
羽
田
空
港
国

内
線
搭
乗
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
フ
ユ
|
チ
ヤ
|
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
活
用
し

市
町
村
合
併
な
ど
の
地
域
情
報
の
提
供
お

よ
び
希
望
す
る
自
治
体
等
へ
の
放
映
枠
の

提
供
ー
ー
な
ど
で
あ
る
。

「
地
域
通
貨
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
い
て
」

調
査
研
究
報
告
書

地
域
通
質
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
効

果
に
注
目
し
、
調
査
研
究
報
告
書
を
作
成

し
た
。報
告
書
は
、
全
国
の
地
域
通
貨
を
ア
ン

ケ
ー
ト
や
現
地
調
査
に
よ
り
分
析
し
、
地

域
通
貨
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
も

の
。
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ

く
り
百
科
」
で
参
照
で
き
る

フ
ァ
イ
ル
)
。

(
P
D
F
 

公
共
施
設
の
運
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
に

公
共
施
設
の
運
営
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

項
目
や
具
体
的
な
改
善
策
を
掲
載
し
た

「
公
共
施
設
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
」
を
、
メ

ー
ル
ま
た
は
C
D
l
R
O
M
に
て
市
町
村

等
に
配
布
し
て
い
る
。

チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
の
内
容
や
申
込
方
法

は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ

く
リ
百
科
」
か
ら
。

地腸おとし出前研修会
(財)地域活性化センターでは、 「地域イベント実務研修会」お

よび 「地域産品・観光おこし研修会」のカリキュラムを生か

した出前研修会を実施しています。

[1安定コース]イベン卜コース、 地域産品-観光おこしコース

[費用】

会場借り上げ料など研修会運営にかかる費用、研修生募集のた

めの通信運搬費、講師の旅費、講師謝金の半額などは、主催

者側の負担となります。講師謝金の半額は当センターが負担

します。

※コース内容、日程 (2泊3日以内)などにつきましては、ご

相談のうえ決定させていただきます。

[平成15年度実績]

① イベン卜コース

・群馬県榛名町一一一一6月28日

-福井県 11 月 25日 ~26日

②地域産品・観光コース

-長野県阿南町一一-9月5日
.愛媛県伯方町一一-9月30日

-長崎県平戸市一一一2 月 14日~2月 15日

【お問合せ先】

(財)地域活性化センター業務第1課、業務第2課

TEL.03-5202-6137 FAX.03-5202一0755

固濁舛
平成16年度募集開始

(財)地域活性化センターでは、毎年、地域づくり

に関する調査を目的とした海外調査団を派遣して

おり、参加者から好評をいただいております。平

成16年度も次のコースを企画しましたので、ぜひ

ご参加ください。詳しくは、今月号に同封してお

ります募集案内をご覧ください。

.調査テーマ

地域資源を活用したまちづくり

循環型まちづくり

.訪問国=イギリスフランス・スイス・イタリア

・訪問地=ロンドン・パリ・ジュネーブ ・ミラノ

など

・日程=平成16年10月11日(月)~10月 22日 (金)

・費用=528，000円
.募集人員二15名程度

・お申込み=平成16年7月30日(金)まで

業務第2課

[お問合せ先]

(財)地域活性化センタ-

TEL.03-5202-6137 
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、てま、をて 。司+ ま菓一 生史料ゎでがりと、
も11れでば椿いざ延も目，=月通す子ー 活を 21れき、ま四古
あ態ますかなきまば工玉開二算 。祭年 の背あるる木す十く
り，ーす 。 中景旅ー最曽 。五は

民 品ー固でl三会禁認勢声音E
需 圃・圃園田・・霞璽盟国盟担割E覇軍量 脈中疲り宿厳かに道
江 Z圃園田E語圏園理圃圏I'~市 2 芸場ぷ会号午
，出 E・E・-- 沼田II!!III""" ...~・皿 ;...， . ~・E・- 受の癒とよ道へる九

け和しお??のと落次
継菓ま菓.}り中合の

伝
統
和
菓
子
を
い
か
が

落
合
宿
で

中津川菓子祭り会場風景

工芸菓子七福

中
山
道
は
、
今
で
も
多
く
の
人
が

平
日
・
休
日
を
問
わ
す
ウ
オ
|
キ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
。
落
合
宿
に
は

「
落
合
の
石
畳
」
と
呼
ば
れ
る
八
百

メ
ー
ト
ル
に
も
浸
ぶ
自
然
石
で
で
き

た
石
畳
が
あ
り
、
特
に
五
月
は
新
緑

の
季
節
で
も
あ
り
、
歩
く
人
の
数
も

一
段
と
増
し
ま
す
。

中
山
道
を
歩
い
て
ち
ょ

っ
と
一

息
、
和
菓
子
を
い
た
だ
く
。
目
を
閉

じ
る
と
、
何
百
年
も
前
の
人
た
ち
が

同
じ
よ
う
に
和
菓
子
を
い
た
だ
き
ほ

っ
と
し
て
い
る
姿
が
自
に
浮
か
ん
で

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

落合の石畳
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寸

CORNER EVENT 

5月
(予定)

女日本橋プラザビル
イベントスペース

・5 月 20 日 ~ 21 日

山口市 (山口県)

・5 月 24日 ~26日
高知県

*ふるさと情報プラザ

・5 月 24日 ~28日

神戸市 (兵庫県)

女有楽町イベントスペース

・5 月 10 日 ~ 14日

長崎県

. 3 月 1 日 ~ 3 日

東部市町村文化観光施設振興研究会

(鳥取県)

早春のふるさと因幡ロマン快道

・3 月 8 日 ~ 12 日
八代観光協会 (熊本県)

九州新幹線 (新八代駅).肥薩おれんじ鉄

道 (八代駅)開業記念キャンぺーン (3)

・3 月 15 日 ~ 19 日

別府市 (大分県)

別府ハ湯温泉PR展

*ふるさと情報プラザ
女日本橋プラザビル

イベントスペース

・3 月 17 日 ~ 19 日

上山市 (山形県)

かみのやまの観光と物産展 (1) 

・3 月 23 日 ~25日

草加市地場産業振興協議会(埼玉県)

あっ、 そうか!せんぺいのふる

さと草加 (2)

:
【
編
集
後
記
}

田
舎
に
帰
る
と
、
大
川
と
呼
ん
で
い
た
川
に
自
然
に
足
が

向
い
て
し
ま
う
。
ふ
る
さ
と
を
思
い
や
る
時
に
浮
か
ぶ
の
も

そ
の
川
で
あ
り
、
原
風
景
と
言
っ
て
い
い
。
だ
が
、
何
か
よ

そ
よ
そ
し
く
、
川
に
表
情
が
な
い
。
そ
の

一
つ
が
、
他
の
川

も
そ
う
だ
ろ
う
が
、
川
・
堤
防
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら

れ
画

一
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
高
度
成
長
期
に
化

学
会
社
が
進
出
し
川
に
廃
液
を
吐
き
始
め
た
途
端
、
遊
泳
禁

止
と
な
っ
た
こ
と
が
疎
遠
に
な
る
も
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

に
追
い
討
ち
を
掛
け
た
感
じ
だ
。
環
境
と
治
水
、
そ
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
方
が
難
し
い
。

平
成
九
年
の
法
改
正
が
河
川
行
政
の

一
つ
の
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
環
境
、
防
災
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
自
然
体
験
や
教
育
の
場
、
癒
し
の
空
間
と
い
っ
た
価
値

が
見
直
さ
れ
、
流
域
住
民
を
巻
き
込
み
そ
の
意
見
を
生
か
し

た
河
川
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
特
集
テ

l
マ
は

「川
と
生
き
る
」。

単
に
、
以
前

の
川
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
日
々
の

暮
ら
し
の
中
に
再
び
川
を
取
り
込
む
活
動
で
あ
り
、
そ
う
し

た
事
例
を
紹
介
し
た
。
事
例
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
の
は
、

多
自
然
型
、
ピ
オ
ト

I
プ
な
ど
自
然
を
川
に
つ
く
る
活
動
や

広
域
流
域
連
携
が
全
国
で
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
川
・

水
辺
が
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
づ
く
り
の
演
出
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
中
で
胆
沢
地
区
の
地
域
住
民
と
の
交

流
を
農
村
対
策
の

一
つ
と
し
て
注
目
し
た
い
。

【

6
月
号
予
告
】

特
集

H
地
域
自
治
の
確
立
と
ま
ち
.
つ
く
り

(丘
)

印刷・製本/株式会社丸井工文社

地域づくり5月号
平成16年5月l日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザピル13階電話03-5202-6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

東京都中央区日本橋2-3-4
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http:/γwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp .外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されていますl
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